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			ビルドエラーの盾僧侶①

			有馬五十鈴

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ１　盾を持った少年

			　

			プロローグ２　僧侶職vs.武道家職

			　

			プロローグ３　ビルドエラー

			　

			１　ムッツリスケベと空飛ぶ少女

			　

			２　致命的凡ミスとロリ神

			　

			３　廃人仕様のログイン

			　

			４　パーティープレイにおける回復しない回復職の有用性について

			　

			５　装備を求めて

			　

			６　二枚盾のシン

			　

			７　ＭＰＫ

			　

			８　覚醒するヒール

			　

			９　シン様

			　

			10　ＶＲＭＭＯにおける遠距離攻撃の難易度について

			　

			11　後輩と同級生

			　

			12　モンスタートラップ

			　

			13　ロリコンの気配とスキルレベル

			　

			14　タンクの役割

			　

			15　張り合う

			　

			16　張り合う第二ラウンド

			　

			17　サクヤ無双

			　

			18　決断の時

			　

			19　盾僧侶(タンクヒーラー)の役割

			　

			20　おすそ分け

			　

			21　命名、ビルドエラー

			　

			閑話～変わらないもの～

		

	
		
			　

			プロローグ１　盾(たて)を持った少年

			　

			　少女は１人、荒野のなかを疾(しつ)走(そう)していた。

			　右腕からは血が滴(したた)り落ち、衣服もボロボロだ。

			　足を動かす力も、もはや限界に近づいている。

			　けれど少女は足を止めない。

			　十数匹のヘルハウンドに追われていたがために。

			「はぁ……はぁ……くっ！」

			　狼型モンスターであるヘルハウンドは獰(どう)猛(もう)かつ狡(こう)猾(かつ)。獣(けもの)の群れは獲物が弱りきるまで執(しつ)拗(よう)に追い回し、確実に仕留める。

			　それを少女も理解していた。

			　このままではジリ貧だ。少女は内心、己の浅はかさを強く恨んでいた。

			　少女がＶＲＭＭＯＲＰＧ、クロスクロニクルオンラインのプレイ資格であるクロクロアカウントを手に入れたのは、地球時間で約１年前。

			　アクアというキャラネームで異世界『アース』に初めてやってきたのは、およそ３ヵ月前。

			　その３ヶ月間、アクアは毎日３時間、アースで過ごした。

			　これをアース時間に直すと、およそ９ヶ月ということになる。

			　それだけの期間を生き抜いてきたというのに、彼女は今回、このような凡ミスをおかしてしまった。

			　ヘルハウンドは、１匹であるなら討(とう)伐(ばつ)ランクは判定Ｄで、30レベル台のソロでも狩ることが可能だ。けれど十数匹で徒(と)党(とう)を組まれた場合、討(とう)伐(ばつ)ランクＢ以上、レベル50以上のパーティークラスに匹敵してしまう。

			　現在追われているアクアのレベルは35。まさに窮(きゆう)地(ち)に立たされていた。

			　こうなってしまった原因は、少女がより効率の良い狩場を求め、自分でも狩れるモンスターが多く生息している地域に赴いたことだった。

			　討(とう)伐(ばつ)ランクがＤというヘルハウンドを軽視した結果、数で押し切られて撤(てつ)退(たい)するほかないほどに、消(しよう)耗(もう)してしまった。

			「せっかく……アースにやってきたのに……」

			　地球の時間軸計算でおよそ１年前、新作ＶＲＭＭＯＲＰＧ（仮想現実大規模多人数同時参加型オンラインロールプレイングゲーム）『クロスクロニクルオンライン』は、βテストなしで配信が開始された。

			　ログインしたプレイヤーたちは最初、いくつかバグがあるけれどよくできたゲームだなと感動の声を上げたが、リアルすぎるＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)やモンスター、それに触覚や痛(つう)覚(かく)といった感覚のありえない再現度に困(こん)惑(わく)し、ゲーム会社および警察機関に通報を行った。

			　そして、警察機関によりクロスクロニクルはネットから隔(かく)離(り)され、開発元であるゲーム会社『クレオス』本社に捜(そう)査(さ)の手が入ることとなった。

			　こうした経緯から始まった警察組織や各種の専門家集団による調査の結果、クロスクロニクルは、地球とはルールの異なった異世界『アース』に繋(つな)がっていると推(すい)察(さつ)された。

			　異世界などという荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)な推(すい)察(さつ)は数々の物議を醸(かも)し出したが、事実そうとしか考えられないほどに、アースは独立した世界を構築していた。

			　そんな異世界への招待チケット、限定１万名という制限のなかで運よく手に入れた、個人のＩＤナンバーと紐(ひも)付けがなされている『クロスクロニクルオンラインプレイヤーアカウント』が、地球時間における１年前、少女のもとに送られてきた。

			　さらに、とある特殊な教育機関でいくつかの訓練を施され、第二の自分を手に入れた。

			　アースにおけるアクアは、《地球》にいる自分の分身だった。

			　今、そんな自分の分身が危険に晒(さら)されている。

			　アクアの胸は絶望感に満たされた。

			（ここで死んだら終わりなのに……！）

			　死んだら終わり。

			　地球人(プレイヤー)は、ＨＰが０になった３００秒後に完全なる死を迎える。

			　そうなった場合、プレイヤーは完全に消(しよう)滅(めつ)し、アースとの交流を絶たれてしまう。

			（いやだ……いやだよう……）

			　たった９ヶ月といえど、自分の分身だと言っていいほどの愛着を少女はアクアに持っていた。

			　自分そのものの姿で、地球ではできないことができる己の写し身が消え去ることに、地球人(プレイヤー)は誰もが恐怖する。

			　この恐怖はアクアにとって、地球における死と同等だった。

			「あっ!?」

			　焦(あせ)ったアクアは躓(つまず)いた。

			　土ぼこりを上げながら転がる獲物を見て、狡(こう)猾(かつ)な獣(けもの)たちは好機と捉(とら)えた。

			　ヘルハウンドは一斉に少女へと牙(きば)を向ける。

			（やられる……！）

			　アクアは目を瞑(つむ)った。

			　彼女はこの９ヶ月、獰(どう)猛(もう)なモンスターが住みつくアースを生き延びてきたとはいえ、地球ではまだ小学６年生。この状況で目を瞑(つむ)るな、と言うほうが酷(こく)な話である。

			　しかし、隙(すき)を見せた少女にヘルハウンドの牙(きば)は届かない。

			（…………あれ……襲ってこない？）

			　アクアはうっすらと目を開ける。

			「大丈夫か？」

			　少女の目には、１人の少年の背中が映った。

			　ヘルハウンドを見据える高校生くらいの少年。助けてくれたのだと理解し、少女はお礼を言おうとした。

			「あ、あの！　ありが――」

			「礼を言う前に早く体勢を立て直せ。いつまでパンツを見せているつもりだ」

			「え？　あ……」

			　少女は、自分がミニスカートであることを思い出した。

			　そのミニスカートは倒れた際にめくれ、今日穿(は)いていたピンク色のパンツが少年に丸見えだ。

			　少女は羞(しゆう)恥(ち)に頬(ほほ)を染めつつ立ち上がった。

			「それと回復剤はあるか？　あるなら早く飲め。その間は俺が盾(たて)になる」

			「は、はい！」

			　突然現れた少年に戸(と)惑(まど)いつつも、アクアは指示に従ってポケットからポーションを取り出す。

			　その瞬間、周囲で唸(うな)り声を上げていたヘルハウンドが一斉に飛び掛かってきた。

			「あ、あぶない！」

			　少女は叫んだ。

			　なぜか、ヘルハウンドが標的にした少年へ向けて。

			「大丈夫だ。それより早く回復しろ」

			「へ？」

			　目の前の光景にアクアは目を丸くする。

			　十数匹のヘルハウンドは、ことごとく少年の持つ盾(たて)に受け流されていた。

			「……早く回復してくれ。時間の無(む)駄(だ)だ」

			「あ、ご、ごめんなさい！」

			　アクアは少年の困ったような声を聞き、手に持ったポーションを慌(あわ)てて口に含む。

			　合計５本のポーションを飲み干した少女は、中毒症状に若(じやつ)干(かん)の吐き気を催(もよお)しながらも、左手に持った大剣をヘルハウンドに向けて構えた。

			「ありがとうございます。ＨＰ回復しました」

			「そうか、それじゃあこいつらを１匹ずつ倒してくれ。グレートソードを持っているならできるだろう？」

			「え？　は、はい」

			　一目見ただけで自分の手に持つ装備品を当てられたことに、アクアは驚く。

			　アクアのジョブは、大剣カテゴリーであるグレートソードを装備してもマイナス補正がつかない、『グラディエーター』。少年はそのことを察している。

			　更には、ヘルハウンドが30レベル台でも十分に倒せることを把(は)握(あく)しているからこそ言えるような台詞(せりふ)を吐いた。目の前の少年に、少女はつくづく感心した。

			　赤と黒の織り交ざった重装備を着込んでいるところから察するに、少年はおそらく戦士職。

			　今は大盾と小盾を両手に装備しているものの、かつては大剣を装備してこの辺りを狩り場にしていたのかもしれない。

			　アクアは少年の言動に納得し、ヘルハウンドを１匹ずつ確実に仕留めていく。

			（でも、どうして自分で倒さないんだろう？）

			　少年は守るだけで、一向にヘルハウンドを倒す素振りを見せない。

			（……もしかして）

			　パーティーを組んでいない以上、経験値はモンスターを倒したプレイヤーのものになる。

			　つまり、この人は自分に経験値を与えてくれているのではないか。少女はそう推(すい)察(さつ)した。

			（だとしたらこの人、やっぱり私より格上のプレイヤーなんだ）

			　少年がアース人ではなく、地球人(プレイヤー)であることは、網(もう)膜(まく)に映るプレイヤー情報ですぐ判別できた。

			　けれど、彼がどれほどの強さを秘めた人間なのかは、よくわからない。

			　ヘルハウンドのいなし方から察するに、相当な手(て)錬(れん)であることはわかる。

			　だが、スキルは振らないしダメージを受けた様子もないというのでは、判断材料が乏(とぼ)しい。

			　しかし、経験値をあえて譲(ゆず)ってくれているのだとすると、もはやヘルハウンドでは経験値の足しにはならないのだろう。

			（だったら……この人は私を助けるためだけに、こうして戦ってくれてるんだ）

			　アクアは、わざわざ助(すけ)太刀(だ　ち)をしてくれた少年に感謝した。

			　ヘルハウンドをすべて倒した少女は、少年に向かってペコリと頭を下げる。

			「あの！　助けていただき、ありがとうございました！」

			「いや、別に頭を下げなくてもいい。たまたま通りかかっただけだから」

			　そう言いながら手をひらひらさせる少年に、アクアは興味を持った。

			　命の恩(おん)人(じん)とも言える少年に、何かお礼はできないか。

			「あとお礼も必要ない。今のは先輩として当然のことをしただけだから。今後は、こんなことが起こらないよう気をつけてくれれば、それでいい」

			「え、あ、は、はい……そうですか……」

			　先輩。

			　それは異世界の住民になった年月としても、年齢的にも、そうであるのだろう。

			　少年は童顔だが、背格好から推(すい)察(さつ)するに、おそらく15歳くらいだとアクアは思った。

			　また、それならば学校でも先輩後輩の立場にあるはずだ。

			「えっと……それじゃあ、せめてお名前だけでもお聞かせ願えませんでしょうか。あ、わ、私の名前はアクアって言いますっ」

			　彼女は、少年にアースでの名を訊(たず)ねた。

			　本来なら、プレイヤーのキャラネームとジョブは顔を見るだけで網(もう)膜(まく)に映し出される。

			　少女がキャラネームを訊(たず)ねたのは、少年が意図的にその情報を伏せているからだった。

			「……シン」

			「シン……さんですか？」

			「そうだ」

			　アクアは、更に質問を重ねる。

			「シンさんはどこのギルドに所属しているんですか？　やっぱり【黒(こく)龍(りゆう)団(だん)】か【流(りゆう)星(せい)会(かい)】あたりでしょうか？」

			「いや……俺はどこのギルドにも所属していない」

			「あれ、そ、そうなんですか」

			　少年の答えを聞き、少女は僅(わず)かに首を傾げる。

			　通常、腕のいいプレイヤーならまず間違いなくどこかのギルドに所属している。

			　ギルドに所属していたほうが効率的な狩りができ、仲間同士で装備品やアイテムの融(ゆう)通(づう)なども行える。また、ギルドメンバー同士で切(せつ)磋(さ)琢(たく)磨(ま)しやすいことから、技術向上に繋(つな)がるなどのメリットがある。

			　それに対して、ソロ、あるいは少数で活動するプレイヤーは、装備品の更新も効率的なレべリングも、ギルド加入者より劣(おと)ってしまう。

			「でもシンさんってお強いですね……私もソロで頑張ってるんですけど……」

			「特に理由がなければ、ギルドには入っていたほうがいい。ソロの生存率なんてたかが知れてるんだから」

			「そう……ですか……わかりました」

			　アースでソロを貫(つらぬ)くことはほぼ不可能。それは、学校の先生にも口をすっぱくして言われていることだった。

			　アクアはその先生があまり好きではなかったが、自分を助けてくれた少年もそう言うのであれば、それは正しいことなのだろうと納得した。

			「それじゃあ今度からは気をつけなよ」

			　少年はそう言うと、少女に背を向けて歩き始める。

			「あ……」

			　これで少年とお別れするのは寂しかった少女は、つい彼を引き止めた。

			「あ、あの！　やっぱりお礼はさせていただけませんでしょうかっ！」

			　アクアの声に反応して、シンが振り向いた。

			　少年は困ったような表情で、ポリポリと頭を掻(か)いている。

			「とはいってもな……」

			「…………」

			　アクアには、シンが何を言いたいのかがわかった。

			　お礼などと言っても、それほど高価なアイテムでないのなら貰うだけ無(む)駄(だ)。

			　ヘルハウンドに苦戦する程度のレベル帯にいるアクアから物を貰っても、意味はない。

			「お礼は、この先にある『テキサス』でのお食事です！　私、美(お)味(い)しいハンバーガーを売っているお店知ってるんですよ！」

			　しかしそれならば、とアクアは考えた。

			　美(お)味(い)しい食べ物をごちそうする。これならば高価なお返しではなくとも、それなりのお礼にはなるはずだ。

			　時刻はちょうど昼時。

			　お腹も空いている頃だろうと思い、少女は少年を食事に誘ったのだ。

			「美(お)味(い)しいハンバーガーか……そういえば最近食べてなかったな……」

			「そ、それならご一緒にどうでしょうかっ！」

			「……ああ、そういうことならいいよ」

			「！　ありがとうございます！」

			　少女は満面の笑みを顔に浮かべた。

			「こんなことでありがとうって言われてもな……とりあえず村のほうに行こう。ここで立ち話をしていてもアレだし」

			「は、はい！」

			　こうして、アクアは謎(なぞ)の少年シンと一緒に村へと戻ることにした。

			　

			　このとき、少年が《ビルドエラー》と呼ばれ、地球人(プレイヤー)とアース人の両方から畏(い)怖(ふ)されている最(さい)恐(きよう)のプレイヤーであったということを、少女はまだ知らなかった。

		

	
		
			　

			プロローグ２　僧侶職vs.武道家職

			　

			　大盾を持った少年シンと大剣を持った少女アクアは、荒野のなかにポツンとある、木の柵(さく)でぐるりと覆われた村にたどり着いた。

			　村の入り口に２人が立つと、丸太を組んでできた門が開き、開拓村のような雰(ふん)囲(い)気(き)の漂(ただよ)う風景が目の前に広がった。

			「……ここに来るのも久しぶりだな」

			「そうなんですか？」

			「ああ」

			　シンが「最後に来たのは何年前だったか」と言うのを聞き、アクアはそれがアース時間での話だと推測した。

			　地球時間での１年前は、クロスクロニクルが配信された時期であるため、数年前にテキサスへ訪れることは不可能だからだ。

			「それに来たといっても、西の山脈に用があっただけだから、村については詳しくない」

			「西というと……グアダルーペ山脈のことですか？」

			「ああ。あそこには有用なアイテムが取得できるイベントがあったからな」

			「そ、そうですか」

			　アクアの表情は僅(わず)かに強(こわ)張(ば)る。

			　シンの台詞(せりふ)は、まるでこの世界がゲームであるかのような言い方だった。

			　アースに来た地球人(プレイヤー)は、数日もしないうちにここがゲームではなく、リアルなのだと理解する。

			　ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)技術では再現不可能な現実感(リアリテイ)を肌で感じ、またアース人には思考能力が備わっており、更にここで起きる出来事は、ゲームのイベントではありえないほど多(た)岐(き)にわたっている。

			　けれど、少年の口ぶりは、まるでこの世界をゲームとして見ているようだった。

			「ま、まあそういうことでしたら、私が村のなかをご案内しますよ。とりあえず、私イチオシのハンバーガー屋さんに行きましょうかっ」

			「ああ、そうしてくれ」

			　特に気にすることでもないかと思い直したアクアは、シンに明るく声をかける。

			　そして２人は歩き始めた。

			「よお水(みず)野(の)！　お前も来てたんだな！」

			「!?」

			　そんな２人のところへ突然、１人の少年が駆け寄ってきた。

			「ちょ……ライ君……ここでは水(みず)野(の)って呼ばないでって、いつも言ってるでしょ……」

			「まあ別にいいじゃねえか。俺とお前の仲だろ？」

			「…………」

			　ライと呼ばれた少年は、アクアから抗議の目を向けられても気にすることなく笑っている。

			　シンはそれを見て、眉(まゆ)をピクッと吊り上げた。

			「ライ……と言ったな。本人が嫌がっているのにアースで地球の名を持ち出すというのは、マナー違反だ。学校でもそう教わっただろう？」

			「うん？　誰ですか、あんた？」

			「……俺はシン。お前と同じ地球人(プレイヤー)だ」

			「へえ、そうですか。それで、なんであんたは水(みず)野(の)と一緒にいるんです？」

			「…………」

			　こいつは俺の話をちゃんと聞いていたのか。シンは軽くため息をつく。

			　すると、アクアが慌(あわ)てて仲(ちゆう)裁(さい)に入った。

			「ちょ、ちょっとライ君。シンさんに失礼だよ。この人は私たちの先輩なんだよ？」

			「先輩？　だからどうしたっていうんだよ、水(みず)野(の)」

			　ライの態度は悪い。けれど、このことについてシンは何も言わない。ゲームのなかでは年の差など関係ないという思想を持っており、それをアースの自分たちにも当てはめているからだ。

			「それで、あんたはどうして水(みず)野(の)と一緒にいるんですか？　もしかしてナンパですか？　先輩って立場を利用して、上手いこと言いくるめようとしてるんですか？」

			「…………」

			　態度が悪いことについては特に思うこともないが、なんだかめんどくさくなってきた。

			　そう思ったシンは頭を掻(か)きつつ、アクアのほうへ顔を向ける。

			「こ、この人は私の命の恩(おん)人(じん)で、さっきヘルハウンドの群れから私を助けてくれたんだよ」

			　アクアは焦(あせ)った様子でライに説明する。

			　すると、ライは訝(いぶか)しむような目つきでシンを見た。

			「へえ……でもそれって、もしかしたらこの人の仕業なんじゃないか？　水(みず)野(の)にモンスターをけしかけて、ピンチを作ってそこを救い出す、みたいなさ」

			　ライは疑っていた。

			　目の前にいる男が、自作自演でアクアに接触をしたのではないか、と。

			　そんな疑惑をかけられたシンは、嫌(けん)悪(お)感(かん)を隠すことなく表情に出し、ライを睨(にら)みつけた。

			「……つまりお前は、俺が彼女に対してＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)紛(まが)いのことをしたと言いたいのか？」

			　ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)。

			　それはＭＭＯゲームにおいて、プレイヤーを殺すＰＫ(プレイヤーキル)手段の一種である。

			　標的としたプレイヤーの近くまでわざとモンスターを誘(おび)き寄せて自分は逃げ、モンスターに標的を殺させるという方法だ。

			　このＰＫ(プレイヤーキル)の利点は、犯行におよんだプレイヤーが何のペナルティも負わないという点、ＰＫ(プレイヤーキル)であると糾(きゆう)弾(だん)されても、「たまたまだ」と言い逃れができてしまうという点が挙げられる。

			　ＭＭＯにおいて、特にＰｖＰ（プレイヤーvs.プレイヤー）が行えるゲームでは、卑怯なＰＫ(プレイヤーキル)として認知されている。

			「そ、そうだよ。その反応を見ると、もしかして図星だったんじゃないですか？」

			　突然怒りをあらわにしたシンの様子に、ライは冷や汗をかきつつたじろぐが、手ごたえアリと感じたのかニヤリと口元を歪(ゆが)ませた。

			「聞き捨てならないな。訂正しろ」

			　シンはライに詰め寄った。

			　ゲーマーとして正道を歩まんとするシンにとって、ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)をしたと疑われるのは、侮(ぶ)辱(じよく)以外の何物でもなかった。

			「訂正？　はっ、そんなのするわけないじゃないですか。こんなヤツほっといて俺たちとパーティー組もうぜ、水(みず)野(の)」

			「いや！　離してライ君！」

			　けれどライはかまうことなく、アクアの手を取って連れて行こうとする。

			　アクアは必死にライの手を振りほどく。

			　そんな様子を見ながら、シンは自分の真横に来たライの肩に手を置き、先ほどよりも低い声で呟(つぶや)いた。

			「訂正しろ」

			「っ！」

			　ライは驚き、シンの顔に目を向けた。

			　するとシンは訴えるような目で、もう一度言い放つ。

			「俺はＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)なんて汚い真似などしない。今の言葉は訂正しろ」

			「…………っ」

			　その様子にライは恐怖を抱いた。

			　背丈で負けている年上の人間に睨(にら)みつけられたら、怖いと感じるのは当然だが、それだけではなく、何か執(しゆう)念(ねん)めいたものが感じられ、ライはひるんだ。

			「な、なんですか……訂正しなければなんだっていうんですか？　もしかしてやるっていうんですか？」

			「……それでお前が納得するのならな」

			　シンはライの顔を見てコクリと頷(うなず)く。

			　プレイヤー同士が揉(も)めごとを起こした際、一番手っ取り早く解決する方法に決闘(デユエル)というものがある。

			「いいですよ。ただしルールはこちらで決めさせてもらいます」

			　決闘(デユエル)内容はいくつか細かく設定することができる。そのため、当事者同士で命を奪い合うほどの事態には、まずならない。

			　ライはシンに決闘(デユエル)の詳細を告げた。

			「ルールは異能(アビリテイ)なしの一発勝負。どちらが先に相手へ攻撃をヒットさせたかで、勝敗を決めましょう」

			「わかった」

			　一発勝負。それは決闘(デユエル)の際に最も多く使用されるルールだ。

			　だがそれは、得意とする間合いがお互いに同じであることと、決闘(デユエル)を行うプレイヤーの片方だけがとあるジョブの派(は)生(せい)でない、という前提で両者の合意がなされるのが基本であった。

			　そのとあるジョブとは『武道家』。クロスクロニクルオンラインにおいて、最も速い攻撃スキルを持つ職種(ジヨブ)である。ライのジョブ『ボクサー』は『武道家』からの派(は)生(せい)であった。

			　ライはほくそ笑み、間(かん)髪(ぱつ)入れずに口を開く。

			「それじゃあ決闘開始(デユエルスタート)！」

			　互いの了承が得られた段階で、決闘開始(デユエルスタート)条件がクリアされた。

			「『スピードアップ』！」

			　ライは武道家が扱える移動速度上昇のアクティブ（任意発動型）スキルを発動し、シンとの間合いを一瞬で詰めた。続けて攻撃スキルも発動させる。

			「『ソニックパンチ』！」

			『ソニックパンチ』は出だしが早く、クールタイム（スキル再使用時間）が短いため、連打が利くボクサーの、基本スキルとして知られている。

			　ライは速攻で決闘(デユエル)に勝つため、未だ構えすらとっていないシンに向けて最速の攻撃を放った。

			　しかし、その攻撃はシンが左手に持つ小盾によって、あっさりと防がれる。

			「どうした。盾(たて)に攻撃を当てただけじゃ一発勝負は終了しないぞ」

			「ぐっ……！」

			　予想外の反応速度を見せたシンにライは歯をギリッと噛(か)み締め、続けざまに足技スキルを発動させる。

			「『サマーソルトキック』！」

			　ライは宙返りをしながら蹴(け)りを放つ『サマーソルトキック』を発動させ、シンの顎(あご)へ向けて攻撃を加えた。

			　だが、それもシンの小盾によって受け流されるのみで、一向にダメージは入らない。

			「チッ！」

			　宙返りをしながらシンとの距離を置いたライは、攻撃が通っていないことに苛(いら)立(だ)ちを隠せない。そして、出だしの速いスキルの連打を行う。

			『フラッシュステップ』、『ソニックパンチ』、『ブレイクフィスト』、『トルネードキック』。

			　武道家派(は)生(せい)のジョブが覚えられるスキルを、ライは次々シンへと浴びせていく。

			「……お前、ＰｖＰは初めてか？」

			　けれど、そのスキルのことごとくは小盾に防がれた。

			　また、シンは攻撃を冷静に捌(さば)きながら、ライに訊(たず)ねた。

			「対人戦はたまにしかやりませんが、それがなにか？」

			「そうか……なら先輩としてお前に教えてやる」

			　あまりにお粗末な動きをするライにシンは軽くため息をつき、学園の先輩として、クロクロプレイヤーの先輩として説明をした。

			「対人戦において、スキルの連打は悪手だ。それでゴリ押しが効くのはミドルプレイヤーまでだと覚えておけ」

			　シンの言葉を聞いたライは首を傾げる。

			「……スキルは一度発動すると、特殊な動作を行わない限り常に同じモーションとなる。それに加えて、スキル発動時には体勢に前兆が見えてしまう。つまりは、相手の予備動作のみで、どのようなスキルが発動するのか大体読めるうえに、その後の動きもわかってしまう。だから、スキルの出だしがいくら速くとも、余裕で防御をすることができる。さっきまでのようにな」

			「な……」

			　シンはライに「お前の行動は完全に読めている」と告げたことになる。

			　ライは先ほどの攻撃がすべて防御された理由を理解し、冷や汗をかいた。

			「しかもお前は、スキルを発動する際にスキル名を叫んでいる。確かにスキルは言葉にしたほうが事故が起こりにくいため、学校でも推(すい)奨(しよう)されているが、ＰｖＰで勝とうとするなら、無(む)詠(えい)唱(しよう)で即発動できるように練習しておけ。なにをするか完全にバレバレだ」

			　通常、スキルは３つの方法で発動することができる。

			　１つ目はクロクロプレイヤーのみが持つメニュー画面から、使用したいスキルをクリックして発動させる方法。

			　２つ目は発動する意思を乗せた状態で、一定の予備動作を行いつつスキル名を詠唱する方法。

			　３つ目はスキルを使用するという意思と予備動作のみで発動させる方法、である。

			　１つ目は地球人(プレイヤー)なら誰でもスキルを発動させることができ、２つ目はアースでの生活に多少慣れた者であれば、ほぼ全員できるようになる。

			　だが３つ目は、通常であれば１つのスキルに対して幾度とない反復練習を行うことによって習得できる方法であり、これを覚えても使えそうな場面はＰｖＰ時に限られるため、学校では無(む)駄(だ)な知識とされている。

			　また、味方への攻撃、フレンドリーファイア（ＦＦ）ができてしまうため、アースにおける無(む)詠(えい)唱(しよう)――特に遠距離攻撃スキル――は、味方へ誤射する危険性がある。なので、この技術を積極的に教えることもない。

			　が、ことＰｖＰに限ってのみで言えば、無(む)詠(えい)唱(しよう)は必須技能と言える。

			　無(む)詠(えい)唱(しよう)ができるのとできないのでは、ＰｖＰにおいて雲(うん)泥(でい)の差が生まれるからだ。

			「くそっ！　武道家職が戦士職に負けてたまるか！　『ソニックパンチ』！」

			　しかし、ライはスキルを振ることを止められない。

			　今ここで無(む)詠(えい)唱(しよう)を覚えられるわけもなく、スキルなしでは大した戦闘もできないライにとって、今までの戦い方を続けるしか手段はなかった。

			「……あと、俺のジョブは戦士職じゃない。僧侶職だ」

			　闇雲に攻撃をするライにシンはそう言うと、小盾でライの頭を小突いた。

			　盾(たて)は攻撃力こそ低いものの、武器としても使用できる。

			　シンの一撃は攻撃と判断され、ピピィーッという決闘(デユエル)終了の音が２人の耳に鳴り響いた。

			「僧(そう)侶(りよ)……職……？」

			　僧侶職は、戦士職や騎士職と同様に盾(たて)や重装備を使用することができる。

			　なので、僧侶職のシンが二盾や物々しい鎧(よろい)装備をしていても問題はない。

			　けれど、僧侶職は回復、味方援(えん)護(ご)に特化したジョブである。

			　武道家と一対一で戦って、勝てるような要素はない。

			　にもかかわらず、シンはライからの決闘(デユエル)を受けた。

			　しかも、ルールは武道家職に圧倒的有利とされている一発勝負。

			　それでこうも手玉に取られるということは、両者の力量が違いすぎるからに他ならなかった。

			「負けた……」

			　ライはその場に崩れ落ち、両手を地面につく。

			　スピードではライのほうが上回っており、しかもシンはスキルを一切使用しなかった。

			　レベルの差やジョブの違いなどではなく、ライは本人の持つ実力（プレイヤースキル）で負けたことになる。

			　力の差に、ライは悔し涙を流した。

			「……泣かないでくれよ」

			「う、うるさい！」

			　これでは、まるで弱いものいじめをしているようだ。

			　シンはライの様子を見ながら、ボサボサ頭を掻(か)いた。

			「……それじゃあ約束通り、俺がＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)をしたなんていう発言は撤回しろ。それと彼女のこともアクアと呼べ」

			　そして、シンは困った顔をしながらも、ライに２つのことを要求した。

			「あと……あまり女の子に付きまとうような真似はよせ」

			　また、それとは別にして、シンはライに対し忠告をした。

			　おそらく、ライはアクアと同学年で、彼女に好意を持っているのかもしれないが、だからといって彼女に迷惑をかけていいわけではない。

			　ゆえにシンは、パーティーを組むよう強要したライに憤(いきどお)りを覚えていた。

			「おい、ちゃんと聞いてい――」

			「うるさい！　兄が妹を心配して何が悪い！」

			　ライが怒(ど)鳴(な)り声を上げる。

			　それを聞いたシンは、数秒固まった。

			「…………すまん」

			　シンは自分が勘(かん)違(ちが)いしていたと気づき、赤面した。

		

	
		
			　

			プロローグ３　ビルドエラー

			　

			　村の入り口付近で行われた決闘(デユエル)は、シンの勝利ということで決着した。

			　その後、アクアの取り計らいによって、仲直りの意味を込めて３人で一緒に食事をすることとなった。ライの奢(おご)りで。

			「俺、本名は峰(みね)岸(ぎし)雷(らい)太(た)って言うんだ。んでこいつが双子の妹で峰(みね)岸(ぎし)水(みず)野(の)。どっちも年は12で小６な」

			「へえ……」

			　シンはハンバーガーをもしゃもしゃと食べつつ、妙に砕けた調子で話すライの説明に耳を傾けていた。

			（水(みず)野(の)って苗(みよう)字(じ)じゃなかったんだな……）

			　まったくもって紛らわしい、とシンは思いつつも、それによって早とちりし、余計なことを口走った自分を殴りたくなる衝(しよう)動(どう)に駆られていた。

			「んで兄ちゃんの本名は何ていうんだ？」

			「…………」

			　ここで本名を告げるというのはどうなのだろうか。アースでは、というより、ゲームではなるべく自分というものを出さないでおくのが美徳であると、シンは考えている。

			　しかし、相手は自分の名を告げたのにこちらは言わないというのも、据(す)わりが悪い。

			「一(いち)之(の)瀬(せ)真(まこと)だ」

			「へー、真(まこと)だからシンっていうんだ。安直だな」

			　お前には言われたくない。

			　シンはライこと雷(らい)太(た)に、内心でそうツッコミを入れた。

			「でも、シンってキャラネームはどっかで聞いたような気がするんだよな。もしかして兄ちゃんって、アースでは何かで有名だったりしないか？」

			「……さあ？　俺は他人にどう思われているかなんて、気にしないからな」

			　シンは一瞬動きを止めたが、すぐに再びハンバーガーにかじりついた。

			　今の言葉は嘘だった。シンは自分が他人にどう思われているかということに対し敏感で、どのような蔑(べつ)称(しよう)で呼ばれているのかも、正確に把(は)握(あく)している。

			「それで兄ちゃんは今、何レベルなんだ？　さっきの決闘(デユエル)だけじゃあんまよくわかんなかったけど、俺らより相当高いだろ？」

			「１１５だ」

			「うっそ１００越え!?　しかも１１５って、高校超えて大学生とか先生とかの、トッププレイヤーレベルじゃん！」

			　アースにいる地球人(プレイヤー)は、４つのグループに分けることができる。

			　１つ目はネットより切り離された異世界・アースを調査するという名目で国が雇った調査員。

			　現在ではその大半が教師として、若い後続プレイヤーを指導する立場にいる。

			　２つ目は国が数年前に設立した、国立異能開発大学に通う異能者(アビリテイスト)のなかで、クロクロアカウントを所持している大学生。

			　調査員だけでは広大なアースを調査することに限界を感じた《異能開発局》が、人員を増やすために起用し始めた。そこで一定の成果が得られたため、この流れは高等部、中等部に在(ざい)籍(せき)するクロクロプレイヤーの起用へと、繋(つな)がっていくこととなる。

			　３つ目は国立異能開発大学付属の高等、中等学校に通う生徒たち。アース調査と学校で定められた教育課程(カリキユラム)を半々でこなしている彼らは、異世界に最も馴(な)染(じ)めている世代とされている。

			　ただ、高等部の学生のほうがアースに長く滞(たい)在(ざい)しているため、平均レベルは中等部の学生より高く、アースの探求や地下迷宮『ユグドラシル』の探索で一歩リードしている。

			　そして４つ目が、国立異能開発大学付属の初等部。

			　他の３グループよりも遅くアースへ来たうえに、地球時間で１日３時間のみ滞(たい)在(ざい)できるコースしか選べないため、他の３グループとは大きな隔(へだ)たりが存在する。

			　また、初等部に在(ざい)籍(せき)するクロクロプレイヤーの数は少なく、学校側も彼らにアースの調査をさせる気はない。

			　地球とアースの時間の進み方が違うことを利用した、教育課程(カリキユラム)の拡張程度にしか考えていないのだ。

			　だが、そんな初等部のなかにも例外は存在する。それがアクアやライといった、アースで死ぬリスクを呑んでも、強くなる道を選んだ子どもたちである。

			「初等部のプレイヤーは平均レベルが10にも満たないって聞いたが、お前たちはそれより30レベルも高いな」

			「まあな！　なんてったって俺らは１組だし！　他の奴らより有利に狩りができるからな！」

			「１組……か」

			　高等部、中等部、初等部における１組とは、クロクロアカウントを持つプレイヤーのなかでも、異能(アビリテイ)やＭＭＯ知識が優秀であると学校側から認められた、いわばエリートである。

			　優秀な人材は１つに纏(まと)めたほうが管理しやすいという事情からそんな組み分けがなされているが、なかにはその格付けによって、傲(ごう)慢(まん)な振る舞いをする者も少なからずいた。余り物と揶(や)揄(ゆ)される２組や、これからアカウントを取得する余地がある３組以降のクラスから、あまりよい目では見られていない。

			　４月から、国立異能開発大学付属第二高等学校の１年２組に進学したシンもまた、これまでに１組といざこざを起こすことが間々あった。

			　とは言え、シンはそれを目の前にいる兄妹にまで当てはめるのはどうかと思い直す。

			「それじゃあ、さっきの決闘(デユエル)ではどうして異能(アビリテイ)なしだなんて言ったんだ？」

			「異能(アビリテイ)は人に向けて使っちゃ駄目だって、言われてるからよね、ライ君」

			「まあな。それに異能(アビリテイ)って、スキルとは違うものじゃん？　だから、それを人に向けて使うのはフェアじゃないかなって思ってさ」

			「へえ」

			　結構マトモなことを考えているなと思い、シンはライに好感を持った。

			　アースにおける異能使用については、『他者への迷惑行為になるような使い方を禁ずる』という制限以外なされていない。地球と同様、常時発動型以外の異能使用は原則禁止にすべきではないか、という主張もあって、未だ議論は尽きないものの、アースへ足を踏み入れられるプレイヤーはすべて異能者(アビリテイスト)であるため、規制派も少数派となっていた。

			　また、強力な異能(アビリテイ)を所有する１組の生徒は、異能使用制限反対派が大多数を占めている。

			「でも、モンスター相手なら俺は容(よう)赦(しや)しないぜ！　じゃないと生き残れないからな！」

			「なるほどな」

			　生き残るために自分の持つ力をすべて使うことは、当然である。

			　この部分では微(び)妙(みよう)に意見が分かれるか、とシンは思ってフッと笑う。

			「ところで、兄ちゃんの異能(アビリテイ)って何なんだ？」

			「…………」

			　ライに異能(アビリテイ)を訊(たず)ねられ、シンは再び体を硬(こう)直(ちよく)させた。

			　自分の異能(アビリテイ)は、できることなら人に知られたくない。もし知られてしまったら、今のように和やかな会話ができなくなる恐れがある。

			　かつて、自身の持つ力のせいで他者との繋(つな)がりをなくした。ゆえに、ライの問いかけに答えることにシンは躊躇(とまど)いを覚えた。

			「ああ……それはだな――」

			　シンは、自身の持つ異能(アビリテイ)をなんとか誤(ご)魔(ま)化(か)そうと考えていた、そのとき。

			「キャアアアアアア！！！！！」

			　中央広場のほうから、甲(かん)高(だか)い女性の悲鳴が響いてきた。

			　アクアやライは、周囲の人々同様、驚きながら声の上がった店の外へと視線をやる。

			「やっぱりここか！」

			　だがシンだけは驚かず、勢いよく席を立って走り始めた。

			　シンには迷いがない。

			　元々、彼はこの可能性を考(こう)慮(りよ)して、テキサスの近くまで足を運んだのだ。

			　可能性。それは、この地域に自分の探す敵が潜んでいる、というものである。

			　彼はこれまでずっと、敵の足取りを追っていた。

			　そして今日、ついに敵が尻尾(しつぽ)を出した。

			　すでにいくつかの町で被害を出しながらも、今まで野放しにされていたテロリストが。

			「お前だな？　よりにもよって、レイドボスをテイムしやがったイカレ野郎は」

			「…………」

			　シンが中央広場にたどり着くと、逃げ惑う人々のなかに、茶色いフードを被った１人の男が立っていた。

			　また、男の横には３メートルを超すモンスターが、口から火を吹いて周囲へ鋭(するど)い眼光を飛ばしている。

			　モンスターの名は『イフリート』。

			　本来なら『ユグドラシル』の地下90階層にいるはずの、レイドボスだった。

			　けれど、シンたちが地下90階層のボス部屋へ足を踏み入れた際には、もぬけの殻(から)となっており、それに加えて地下91階層への道も閉ざされたままとなっていた。

			「お前のせいでこっちは攻略が遅れてるんだよ。そのレイドボスは、今ここで倒させてもらうぞ」

			　レイドボスを倒さない限りは、次の層へと降りることができない。

			　ゆえに迷宮攻略を専門に行っている地球人(プレイヤー)たちは、躍(やつ)起(き)になってレイドボスを捜(そう)索(さく)していた。

			　迷宮攻略の最前線にいたシンもまた、レイドボスをテイム――飼い慣らした『マスターテイマー』である男を割り出し、ウルズ大陸の各地を探し回ることとなった。

			　そんな捜(そう)索(さく)の果てに見つけ出した調教師職の男は、シンを見て口元を歪(ゆが)ませる。

			「ふっ……面白い冗談を言うな。ガキ」

			「なに？」

			　この村に自分を探しにきたプレイヤーがいるのは、予想外だった。

			　しかし、それがたったの１人であるのなら問題はない、とテイマーの男は判断した。

			「見たところお前は１人。それなのに地下90階層のレイドボスを倒す？　不可能だ」

			　レイドボスは、クロクロプレイヤーが団結して戦うことでなんとか倒せるモンスターである。

			　それを１人で倒すというのは、狂気の沙(さ)汰(た)としか言いようがない。

			　適正レベルを圧倒的に超えるレベルや、高品質な装備を着こんで戦えばその限りではないと言えるが、地下90階層のレイドボスを単(たん)騎(き)で撃(げき)破(は)しようとなると、少なくともレベルは１４０以上、下手をすればレベル１９０以上必要となってくる。

			　地下迷宮は、自分のレベルと同じ数字の階層を目安に攻略することが望ましいと、かつてクロスクロニクルオンラインの特設ホームページには記載されていた。

			　なので、地下90階層の攻略適正レベルは90とされている。

			　しかし、あくまで「ゲームであれば」という但(ただ)し書きがつく。

			　死んだら終わりという状況のなか、死に覚えができない初見でレイドボスを安全に倒すには、レイドパーティー30人の平均レベルは、最低でも階層数＋20ほどが求められる。

			　そのレイドボスを１人で倒そうとするなら、最低でも＋50以上は必須だろう。

			「お前、俺のことを知らないな？」

			　しかし、そんなことはどうでもいいと言わんばかりに、シンは男へ言い返す。

			　そして少年は面前の空間を歪(ゆが)ませ、禍々(まがまが)しい装飾の施された赤黒い大盾と、豪(ごう)奢(しや)な装飾が施された純白の十字架を取り出して、イフリートへ突撃した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アクアにはわからなかった。

			　目の前で起きている現象のすべてが、理解できなかった。

			「え……？」

			　村の中央広場では、自分を助けてくれた少年と大型ボスモンスターが戦闘を繰り広げている。

			　その大型ボスモンスター『イフリート』はＨＰバーが９本表示されており、それがこのモンスターの規格外っぷりを少女に知らしめていた。

			　あれは自分の敵うレベルではない。

			　自分たちの進む道の遥(はる)か先に待ち構えているレイドボスだと、アクアは察した。

			　周囲の人間は戦いに加わることもできず、ただ見守ることしかできない。

			　アクアもまた、そのなかの１人である。

			　だが、そんな驚異的なイフリートの燃える拳(こぶし)をシンは盾(たて)で受け流し、逆の手に持った十字架を敵の腕に突き刺している。

			　その動作には、危なげな様子などまったくない。完(かん)璧(ぺき)なカウンターが決まっていた。

			　これは相手の動作を正確に読み、また巨大な火の玉を軽く受け流せるだけの圧倒的な技量を持ち、なおかつその技量に絶対の自信を持って行わなければ成立しない所業だ。

			　しかし、少年の攻撃でイフリートがダメージを受けている様子はない。

			　もしかしたら僅(わず)かにでもダメージを受けているのかもしれないが、見た目としてはそれほど変化がない。

			　けれど、なぜかイフリートはその攻撃に苦しんでいた。

			　アクアにはそれが不可解だった。

			「っ！」

			　また、次に起こった現象のほうが、先ほどの現象よりなお不可解だった。

			　イフリートは、時折体から黒い光を放つ。

			　そして、その光が見えた瞬間――――イフリートのＨＰゲージが大きく削られるのである。
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			　ありえない、とアクアは思った。

			　おそらく、その黒い光はシンの攻撃によるものだ。

			　だが、それがいったい何の攻撃なのか、まったく予想がつかない。

			　そんな攻撃を少女は今まで見たことがなかった。

			　加えて、そんな攻撃でボスモンスターのＨＰがごっそり減るというのも、にわかには信じられなかった。

			　アクアは何回か弱いボスモンスターと戦った経験があるが、その戦闘時間は数十分から数時間という長(なが)丁(ちよう)場(ば)であった。

			　どれほど強力な攻撃でも、ＨＰゲージが数ドット減るだけのダメージしか与えられないからである。

			　適正レベルを超える安全な戦闘でさえそうなのに、今イフリートにシンが与えているダメージ量は、明らかにおかしい。戦闘を始めてからまだ10分程度であるというのに、少年はイフリートのＨＰバーを８本消失させている。

			　僅(わず)か１分そこそこで、ＨＰバー１本分のダメージを与えている少年の攻撃力は、尋(じん)常(じよう)ではない。防御能力が高いうえに、そんな攻撃能力まで備えているシンの存在が、アクアにとってはますます謎(なぞ)に思えた。

			「そんな……そんな馬鹿な……」

			　こうしてイフリートは、たった１人のプレイヤーによってＨＰを全損した。

			　その瞬間、イフリートの体は煙(けむり)と化して散っていく。

			　後に残ったのは、驚(きよう)愕(がく)という表情を顔に貼り付けている調教師職の男と、十字架をアイテムボックスに収納するシンだけだった。

			「とりあえず、これで俺の目的は達成したが、お前は今までの罪(ざい)状(じよう)から賞金がかけられているな？　命まではとらないでおいてやるから、俺のアイテムボックスのなかに入れ」

			「く……うぅぅ……俺のイフリートが……」

			　シンはその場に両膝を突いた男を持ち上げ、空間のゆがみへと無理矢理押し込んだ。

			　今回の騒(そう)動(どう)を引き起こした首(しゆ)謀(ぼう)者(しや)は、完全に無力化された。周囲にいた人々が喜びの声を口にするなか、何人かのクロクロプレイヤーがシンを見て小さな声を上げた。

			「おい……あれ……もしかして《ビルドエラー》なんじゃないか？」

			「え……まさか……そんな大物がこんなところに……？」

			「でも、レイドボスを単独撃(げき)破(は)できる大盾使いとか……《ビルドエラー》くらいしかいないだろ……」

			《ビルドエラー》

			　その単語は、アクアも噂(うわさ)としてだけ聞いたことがあった。

			　曰(いわ)く、《ビルドエラー》は僧侶職ながらも、普段は２枚の盾(たて)を持ってタンクをしている。

			　曰く、《ビルドエラー》はこれまでに２度、地下迷宮のレイドボスを単独撃(げき)破(は)している。

			　曰く、《ビルドエラー》は残(ざん)忍(にん)であり、何人ものクロクロプレイヤーを強制退場させている。

			　曰く、《ビルドエラー》はロリコンである。

			　真(しん)偽(ぎ)のほどを疑ってしまうような情報が、《ビルドエラー》という名には含まれていた。

			　それが真実かどうかは不明であり、またなぜ《ビルドエラー》と呼ばれているのかも不明。

			　一種の都市伝説のような物だろうと、少女は思っていた。

			　しかし、そんな《ビルドエラー》は実在した。

			　レイドボス単独撃(げき)破(は)という偉(い)業(ぎよう)を成し遂げた人物が、目の前にいる。

			「すっげえ……」

			　アクアは、隣にいるライの口から漏(も)れた言葉を肯定するかのように、コクリと頷(うなず)く。

			　今目の前で起きた戦闘は、ＭＭＯ経験者にとって衝撃的――ファンタスティックとさえ言ってよいと、アクアは思った。

			「…………」

			　けれど、シンの横顔にはどこか、憂(うれ)いが浮かんでいるようにアクアは感じた。

			　それはまるで、目覚まし時計によって心地よい夢から突然リアルに引き戻されて不(ふ)貞(て)腐(くさ)れたような、親にゲームを取り上げられて悲しむような、そんな子どもの横顔だった。

		

	
		
			　

			１　ムッツリスケベと空飛ぶ少女

			　

			　４月上旬。

			　俺は、今年新設された国立異能開発大学付属第二高等学校の校舎前にいた。

			　今日から、ここが俺の学び舎だ。

			　この学校に俺が入学することになったのは、３年ほど前に『異能(アビリテイ)』を手に入れたからに他ならない。

			　学校の名前からもわかるとおり、異能(アビリテイ)を持った人間を集めて、その人間の持つ力を研究している施設でもある。

			　俺も、いくつかの条件つきで、この学校に入ることになった。

			　そんな俺は入学初日にして、ここではロクなことが起きないのだろうと理解した。

			　上空から少女が降ってきたら、誰だってそう思うだろう。

			「うわっ!?　ちょ！　どいてどいて！」

			「？」

			　校舎に入るべく昇降口を通ろうとしたそのとき、頭上から誰かの声がした。

			　見上げると、俺の目に水色パンツが映った。

			　厳密には違う。

			　空から水色パンツを穿(は)いた少女が、俺の顔に向かって落ちてきていた。
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			　俺は咄(とつ)嗟(さ)に避けようと思ったが、その光景があまりに衝撃的で、ついフリーズしてしまった。

			　仕方のないことだ。

			　真上から女の子のパンツが押し寄せてくるんだから。

			　たとえそれが俺の生死に関わるような事態だったとしても、誰が責められようか。

			「んぎゅっ」

			　そしてパンツ、もとい女の子の股間が俺の顔面に直撃する。

			　マンガで言うところの、ラッキースケベみたいな事態だ。

			　でもそれはマンガだからこそ成立する話であって、実際にそうなったら俺の首が曲がる。

			　……が、なぜか痛くなかった。顔面に押しつけられる柔らかい感触しか感じなかった。

			　まあ、女の子が落ちてくるときから、「なんかおかしいな」とは思っていたんだが。

			　俺は数秒足らずのあいだに、そんなことを至(し)極(ごく)真面目に考えていた。

			「ひゃああぁぁぁ!?　ちょ、ちょっと！　どいてって言ったのになんでどかないのよ！」

			「…………」

			　少女はふわりと空に浮かび、顔を真っ赤にして怒っている。

			　空を飛んでいる。少女は空を飛んでいた。

			「……なるほど、それがお前の力か」

			　俺は空に浮かぶ少女を見ても、特に驚いたりはしなかった。

			　少女の制服についているリボンは、俺と同じ赤。同学年か。

			「そ、そうよ。これが私の異能(アビリテイ)、『重力制御』よ。というか、あなた随(ずい)分(ぶん)余裕そうね……」

			　俺が大した反応を見せなかったからか、彼女は段々と冷静さを取り戻していった。

			「ここは異能者(アビリテイスト)が集まるところだからな。これくらいじゃ驚かない」

			　俺は極めて冷静であるように装いつつ、目の前の女の子に言った。

			　彼女はスカートを手で押さえながらゆっくりと地面に着地し、俺を睨(にら)みつける。

			「……で、なんであなたはさっき避けなかったのよ」

			「なんでって言われてもな」

			「今のは避けられたでしょう！　なんで避けてくれなかったのよ！」

			　どうやら、彼女は俺が避けてくれなかったことに腹を立てているようだ。

			　だったらいきなり空から落ちてくるなと言いたい。ラ○ュタの○ータかと言いたい。

			「咄(とつ)嗟(さ)のことで避けられなかった。すまない」

			　とはいえ、ここで口論する気はないので、とりあえず謝ってみた。

			　避けられなかったというのは嘘だが、まあ、そんなことを正直に言っても意味ないしな。

			「……ふん、あっそ。それじゃあ今のは全部忘れなさい。いいわね？」

			「ああ、わかった」

			　顔に押しつけられたパンツは、そうそう忘れられるような光景でも感触でもなかった。

			　この思い出は、俺の心のなかで一生語り継がれることになるだろう。

			　正直感謝の言葉を述べてもいいくらいの気持ちなんだが、でも忘れたということにしないと彼女は怒りそうだ。

			　だが、そもそも彼女は、わざわざ股間から落ちる必要なんてなかったように思える。

			「というか、今のは普通に俺を蹴(け)ればよかったんじゃないか？」

			　俺は、「別に何とも思っていませんが？」という感じを取り繕(つくろ)いながら彼女に訊いた。

			「……そうは言っても……初対面の人を蹴(け)るなんてできないし」

			「へえ」

			　つまり、彼女は校舎から飛び降りる豪(ごう)快(かい)さを持ちつつも、初対面の人に暴力的なことをしてはいけないという常識もある、ということか。

			　しかし、わからないな。

			　俺は校舎を見上げながら彼女に訊(たず)ねた。

			「なら、なんで２階から飛び降りた……いや、窓が開いているのは３階か」

			　３階から地面までだと結構な高さになるが、異能(アビリテイ)を駆使すれば大したことでもなかったのだろう。

			　けれど、どうしてそこから飛び降りてきたのかがよくわからない。

			「えっと……それは……」

			　彼女は頬(ほほ)を掻(か)いて、何か言いづらそうな表情をしている。

			　そのとき、昇降口のほうから男子生徒の声が響いてきた。

			「いたぞ！　ミーナちゃんだ！」

			「!?」

			　ミーナちゃん。

			　その言葉を聞いた彼女は、肩をビクッとさせて走り去った。そんな彼女を男子生徒数人が追いかけていく。

			　そして、最後に俺だけが昇降口前で取り残された。

			「…………」

			　……なんだったんだ、彼女は。

			　男子生徒は「ミーナちゃん」と言っていたから、多分ミーナが名前かあだ名なんだろうが。

			　まあいいや。同じ１年生のようだし、いずれわかるだろう。

			　俺は頭を掻(か)きながら、校舎のなかへと入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……朝(あさ)比(ひ)奈(な)水(み)無(な)月(づき)と言います。異能(アビリテイ)は『重力制御』、Ａランクです。よろしくお願いします」

			「うわあああああ！　ミーナちゃんだああああああ！」

			「生ミーナちゃんだあああああああ！」

			「…………」

			　割と早く彼女が誰だったのかわかった。

			　俺が在(ざい)籍(せき)することになった１年２組の最初のホームルームでは、クラスメイトの自己紹介が行われた。そこで、朝遭(そう)遇(ぐう)した彼女は出席番号１番として、やや小さな声で「朝(あさ)比(ひ)奈(な)水(み)無(な)月(づき)」と名乗った。

			　どういうわけか、周りの男子生徒が騒いでいる。もしかして、彼女は有名人だったのだろうか？　リアルのことには疎(うと)いから気づかなかったけど。

			　美少女アニメに出てきそうな名前だな、という感想くらいしか持てなかった俺は、これからクラスにちゃんと馴(な)染(じ)めるのだろうか。ちょっと不安だ。

			「あー……あと私は『クロクロ』でミナっていう名前を使ってますが……芸能活動はもうやめてますので、ミーナと伸ばさないようお願いします」

			　芸能活動ねえ。

			　やっぱりアイドルか何かだったのか。まあ確かに彼女、見た目は結構美人だな。

			　よくわかんないけど。

			「いいでしょう、次」

			　今度は、出席番号２番である俺の番が回ってきた。

			　教卓に立つビジネススーツ姿の若い女性教師、切れ目で気の強そうな早(はや)川(かわ)先生の視線を受けて俺は椅子から立ち上がる。
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			「一(いち)之(の)瀬(せ)真(まこと)です。異能(アビリテイ)は『瞬間認識』でＤランク。趣味はゲーム。特技もゲーム。特にネットゲームが好きです。『クロクロ』も正式サービス開始直後にはログインしてました。キャラネームはシンです。よろしくお願いします」

			　俺はとりあえず、無難な自己紹介を行った。

			　ネトゲのキャラネームを言うのには若(じやつ)干(かん)抵抗があったが、異能(アビリテイ)と合わせてそれもちゃんと自己紹介で言うことと、先ほど早(はや)川(かわ)先生に釘を刺されていた。

			　ここは異能(アビリテイ)を研究する場であると同時に、クロクロプレイヤーを育成する場でもあるからな。

			「それでは、次」

			　早(はや)川(かわ)先生はそう言って、３番の生徒の自己紹介を促した。

			「……ゲーム好きなの？」

			　俺が椅子に座ったタイミングで、前の席に座っている朝(あさ)比(ひ)奈(な)が小声で訊(たず)ねてきた。

			「……そうだけど？」

			　後ろにいる生徒の自己紹介の邪魔にならない程度の声で答える。

			「ふーん……そっか」

			　彼女はそれだけ言うと、すぐにそっぽを向いた。

			　なんだかよくわからない反応だな。俺がゲーム好きだと、何かあるのか。

			「……あと瞬間認識って何？」

			「…………」

			　再び彼女の声がする。一応、今は静かにしておくべきなんだが。

			「……目に映ったものを瞬時に分析して把(は)握(あく)する力だ。これを使用すると、俺の視力……特に動体視力は、常人と比べて数十倍になる」

			　ということになっている。

			　学校のほうも、とりあえずそう説明しておくことに依存はないらしい。

			「……さっき校舎前で会ったときは？」

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)水(み)無(な)月(づき)はジト目で俺を見てきた。

			「……あのときは咄(とつ)嗟(さ)だったから使えなかった」

			　まあ嘘だけど。俺の異能(アビリテイ)には危険察知型という側面もあるし。

			　でもこう言っておかないとマズイ。じゃないとボロが出る。いろいろな意味で。

			「そこ、入学早々仲良くするのはいいですが、ＴＰＯをわきまえなさい」

			「……すみませんでした」

			　早(はや)川(かわ)先生から、お叱りの言葉が飛んできた。

			　その後、俺たちはクラスメイトたちの自己紹介を静かに聞いた。

			　

			「さて……これで自己紹介は全員済みました」

			　数十分ほどかかったクラスメイト全員の自己紹介が終了したところで、早(はや)川(かわ)先生がゆっくりと俺たちを見回す。

			　これから入学式が始まる予定だが、その前に何かを言おうとしているそぶりだ。

			「私はあまり隠し事をしない主義です。それに加え、君たちもしばらくしたらなんとなくこの組分けの理由もわかってくるだろうと思いますから、あえて言ってしまいます」

			　早(はや)川(かわ)先生はそう言うと、間を置いてからゆっくりと口を開いた。

			「この学校の組分けは、異能検定、ＭＭＯ検定、それにクロスクロニクルオンライン稼(か)動(どう)から警察の捜(そう)査(さ)が入るまでの僅(わず)か30分における行動等を参考にし、有能な人材を１組に集中させました」

			「…………」

			　俺たちは黙(だま)って先生の言葉を聞く。

			　その内容は、俺たちの現状に大きく関わってくるものだった。

			「つまり、君たちが所属する２組は１組の余り者集団です。異能(アビリテイ)が弱い。ＭＭＯに疎(うと)い。たった30分だけネットからアクセスできたクロクロ内で、なにかをやらかした。そんな人間が集まっているのが、このクラスというわけです」

			　２組に所属する俺たちは１組のついでである。

			　先ほどまでの自己紹介で、なんとなくそうなんじゃないかと予想はしていたが、教師という立場の人間から直接言われてしまうと、やはり気分も滅(め)入(い)る。

			　このクラスにいる生徒の大半は、あまり有用そうな異能(アビリテイ)を持ってはいなかった。

			　なかには、ＭＭＯゲームはほぼ初心者だ、と公言する生徒もいた。

			　だから、早(はや)川(かわ)先生の言っていることは間違いないのだろう。

			「しかし、落ち込むことはありません。異能(アビリテイ)が弱いというのも、ただ単にこの学校の基準では、というだけのことです。また、ＭＭＯ知識で遅れを取っている者は、努力次第ですぐに挽(ばん)回(かい)できます」

			　早(はや)川(かわ)先生は俺たちを慰(なぐさ)めてくれる。

			　けれど、クロクロ内でやらかしてしまった生徒へのフォローはなかった。

			　まあ、それも仕方がないと言える。

			　なにをどうフォローすればいいのだ、という話だからな。

			　そう。

			　例えば、防御力を上げるステータス『ＶＩＴ』に初期ステータスポイントをすべて振ったにもかかわらず……ジョブが回復特化の僧(そう)侶(りよ)という、俺みたいな人間にフォローする言葉なんてない。

			　去年の12月下旬、突然目の前に現れたロリ神のせいで、俺はＭＭＯＲＰＧ配信初日のプレイにおける最重要事項――初期のステ振りを、完全に間違えてしまったのだった。

		

	
		
			　

			２　致(ち)命(めい)的(てき)凡ミスとロリ神

			　

			　新作ＶＲＭＭＯゲーム『クロスクロニクルオンライン』には、種族やジョブに関係なく完全任意で決められる７つのステータスが存在する。

			　物理攻撃力を上げる『ＳＴＲ』、防御力を上げる『ＶＩＴ』、移動速度を速める『ＡＧＩ』、魔法攻撃力を高める『ＩＮＴ』、回復魔法による回復量を上げる『ＭＮＤ』、器用さや一部の武器の威力を高める『ＤＥＸ』、運の良さを高める『ＬＵＫ』。

			　また、その７種以外にも『ＨＰ』、『ＭＰ』というステータスがあり、この２つはジョブごとに違う成長率を持ち、レベルアップとともに増大していく。

			　他にもＶＩＴ、ＭＮＤを上げれば状態異常にかかりにくくなったり、ＨＰはＶＩＴ、ＭＰはＩＮＴやＭＮＤの素の数値によって増大するなどあるが、まあ他のＭＭＯと似たり寄ったりだ。

			　初期のステータスポイントは50ポイント。これ以外でも、レベルを上げるごとに手に入る２ポイントを消費することで、ステータスを上昇させられる。

			　加えて、レベルアップ時に貰えるポイントは規定のレベルへ到達するごとに増加していく。

			　そんなことを、俺は12月24日のクロスクロニクルオンライン正式サービス開始直後にログインした際、頭のなかで再確認していた。

			「……よし」

			　俺は、この日を今か今かと待ち構えていた。

			　趣味がネトゲである俺にとって、新作ＶＲＭＭＯをチェックするのは当然のことだ。

			　今日のために、俺は抽選で１万名にのみ与えられるアカウントを取得し、サービス開始の30分前には、もういつでもログインできるようにスタンバイしていた。

			　当然、ここから先の予定も組んである。

			　俺はクロスクロニクルオンラインで『戦士』のジョブを選び、ＶＩＴに極振りをして４人の廃(はい)人(じん)仲間とパーティーを組むために合流する。

			　この４人は、クロクロと仕様が近いとあるＭＭＯ内でともに戦ってきた精(どう)鋭(るい)だ。

			　ＳＴＲやＩＮＴに大きく振って、狩りの効率を高めるなどの目的でなければ、ステータスの極振りを行う際はパーティープレイが基本である。

			　防御特化や回復特化は、ソロで戦っても微(び)妙(みよう)だからな。己の役割が完全に決まっている極振りプレイヤーは、多人数協力プレイでこそ光る。

			　だからこそ俺は、ＨＰ成長率が全ジョブ中でもっとも高く、防御スキルや挑発スキルなどを持つ戦士職を選び、更にＶＩＴ極振りをしてパーティーの盾役――タンクを務めようと思ったわけだ。

			　これは、プレイする時間帯が重なる４人の仲間がいるからこその選択と言えよう。

			　また、この極振りがクロクロで通用するかの試(し)金(きん)石(せき)にもなる。

			　ＭＭＯは、基本的に多人数で遊ぶことを前提としているため、パーティーで動いたほうが効率的な設計がなされている場合が多い。しかし、パーティープレイ前提の極振りが効率的かどうかは、実際にゲームをプレイしてみないとわからない。

			　初日からこんなことをするのは挑戦的と言わざるを得ないが、これも仲間と一緒に楽しめるからこそだ。

			　これで極振りが役に立たないと判明したら、キャラを作り直さなくちゃいけなくなる分、スタートダッシュが遅れることになる。けれど、それはまあ運が悪かったとして諦(あきら)めよう。

			　そんなことを思いながら、俺は初期設定を決める無人フィールドに立ち、目の前にあるやや透明な青い画面に手を触れた。

			　

			【ＮＡＭＥ シン

			　ＳＴＲ ０　ＶＩＴ 50　ＡＧＩ ０　ＩＮＴ ０　ＭＮＤ ０　ＤＥＸ ０　ＬＵＫ ０】

			　

			　初期ステータスポイント50は、すべてＶＩＴに振った。

			　ゲーム難易度的に対応しきれないと感じたら、ＡＧＩやＤＥＸといったステータスに振ることも検討するけれど、今のところはこれでいいだろう。クロクロは対人戦もそれなりにできるらしいので、俺にとってＶＩＴ以外は極力、振らないほうが望ましい。

			　後は、ジョブを選ぶのとキャラメイクだけだ。

			　俺は画面を下へとスクロールする。

			『剣士』、『魔術師』、『戦士』、『僧(そう)侶(りよ)』、『騎士』、『調教師』、『武道家』、『弓兵』、『盗(とう)賊(ぞく)』、『趣味人』。

			　クロクロの基本10職が、画面にずらりと並んだ。左から３番目にあった『戦士』に、俺は指を近づけていく。

			「お主、ちょっといいかのう」

			「!?」

			　そのとき、背後から女の子っぽい人の声が聞こえてきた。

			　今このフィールドにいるのは、俺だけのはず。俺は驚きながら振り返る。

			「驚かせてしまってすまんの」

			「…………」

			　そこには１人の少女がいた。

			　年齢はおそらく、10歳そこそこ。真っ白な長い髪がどこか幻想的な、和服を着たとても可愛らしい女の子が俺の背後に立っていた。

			「……誰だ？　もしかして何かのイベントか？」

			　ここがゲーム内であることを考えると、目の前にいる見知らぬ少女はＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)である可能性が高い。

			　俺は、これがゲームのイベントなのではないかと予想した。

			「わしの名前はクロスと申す。一応、アースで神をしておる者じゃ」

			「クロス……アース……神……」

			　俺は少女……クロスの説明に耳を傾けた。

			　そういえば、クロクロの世界観のなかにそんな神がいた。

			　クロス・ミレイユは、クロスクロニクルオンラインの舞台である世界『アース』に存在する三神の一柱であり、悪しき魔女によって、地下迷宮『ユグドラシル』の最深部に、１０００年もの間、閉じ込められてしまっているのだとか。

			　でも、そんな神がなんで今、ここにいるんだ。俺は少女の目を見ながら訊いた。

			「……それで、アースの神が俺になんの用だ？」

			「うむ……実はの……異世界から来たお主に、お願いがあってな……」

			「異世界……」

			　確か俺たちプレイヤーは転生神の力によってアースへと転生し、創造神の作り出された器に入り、そして技能神からアースで生き抜く力を受け取る、と公式サイトに記述されていたような気がする。

			　なので、転生した俺たちプレイヤーは異世界からの来訪者と言えるのだろう。

			「で、そのお願いというのは？」

			「こんなことをお願いするのは、非常に心苦しいと思っているのじゃが…………『ユグドラシル』最深部に封印されたわしを、助けに来てはもらえないじゃろうか？」

			　クロスは申し訳なさそうな表情で頭を下げた。

			「今、お主の前にいるわしは、ただの幻影……そして、わしがいなくなってしまったことで、アースは今、混(こん)沌(とん)の時代へと陥(おちい)っておるのじゃ」

			「へえ」

			　なるほど。つまりこの少女は、プレイヤーにゲームのクリア条件を提示しているのか。

			　この説明で、プレイヤーはユグドラシル攻略のために動き出すわけだな。

			「もしもわしを無事に救い出してくれたならば、転生神クロス・ミレイユの名において、お主の望みをなんでも１つ叶えよう」

			「なんでも？」

			「そうじゃ。まあわしにできること限定、という但(ただ)し書きがつくがの」

			「本当になんでもする？」

			「う、うむ、わしにできることならなんでも」

			「へえ……」

			　なんでも願いを叶える、ねえ。

			　だったら、今日はちょうど24日だし、「君と聖夜を過ごしたいな、ゲヘへ」とか言ってみたいところだ。クリア報(ほう)酬(しゆう)だからそれは来年以降にならないと無理だろうし、というかそもそも10歳ほどの子に、そんな変態的なことを言うわけないけど。

			　とはいえ、「なんでもする」は可愛い女の子に言わせたい言葉ベストテンに入る台詞(せりふ)だ。

			　こんなところでそんな意地悪をする気もないけど、本当になんでもするのか、ちょっと試してみたくなったりもする。

			　……まあそんな冗談はさておき。結局は、なんでもと言いつつ、プレイヤーが叶えられる望みは選択式になっていて、強力な武器やスキルが手に入ったりする、っていうパターンだろうな、ゲーム的に考えて。

			　けど……なんかおかしいな。

			「なあ、お前ってＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)じゃないよな？」

			「え？　えぬ……ぴーしー？」

			「…………」

			　目の前にいる少女からは、ＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)特有の『嘘臭さ』がない。

			　通常、人間の手でプログラミングされたＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)は、特定の会話や一定の動作しかできない。

			　なのにクロスは、本物の人間と同じような振る舞いをしている。それは、ＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)ではありえないことだ。

			　ということは、彼女は人間に操られているのか――。

			「……もしかしてＧＭ(ゲームマスター)か？」

			「え？　じ、じーえむ？　なんじゃそれは……？」

			「…………」

			　少女は首を傾げ、困った表情をしている。

			　ＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)でなければ、ゲーム開発の関係者かと思ったんだが、この様子だと違うようだ。

			　でもそうだとすると、とてもおかしいことになる。

			　ＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)でもなく、ＧＭ(ゲームマスター)でもない。

			　だとしたら、この少女は本当にアースの神だとでもいうのか。

			「……ちなみにお前は、ここに来た奴全員に、今の話をリアルタイムで言っているのか？」

			「へ？　いや、そういうわけではないのじゃが……」

			「そうなのか？　それじゃあなんで、俺のところに？」

			「それは、お主が一番最初にアースへやってきたからじゃ」

			「ああ……」

			　そういうことか。

			　確かに俺は、サービス開始直後にログインしたからな。

			　それも電波時計を使ったので、１秒の狂いもないスタートだった。

			　俺が、プレイヤーとして一番最初にクロスクロニクルを始めたのだとしても、それは不思議なことではない。

			　しかし、それなら一応言っておこう。

			「……なら、他の奴に同じ話を持ちかけるのはやめておけ。どうせ、お前のお願いは大抵の奴が知っている」

			　ＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)でもＧＭ(ゲームマスター)でもない少女からそんなことを言われても、混乱するだけだ。

			　俺は、この子の言葉すべてを信じるわけでもなく、軽くスルーできるが、他のプレイヤーはどうだかわからない。

			　なかには、「アースは実際にあるんだ！」とか突(とつ)拍(ぴよう)子(し)もない発想をしてしまう奴もいるだろう。

			「そんな忠告など、せんでもよい。今のわしでは、１人の魂(たましい)に繋(つな)がるのが精一杯じゃ」

			「？　ふーん」

			　少女は、なんだかよくわからないことを言う。

			　つまり、どういうことだよ？

			　というか本当にこの少女はなんなんだ？

			　もしかして、俺はＧＭ(ゲームマスター)にからかわれているんじゃないのか？　だとしたら、悪質すぎるぞ。

			「はぁ……もういい。俺は作業に戻る。ちゃんと迷宮攻略はするから、邪魔するなよ」

			「う、うむ。それならよいのじゃが」

			　俺は、初期設定を決める画面のほうに向き直る。

			　そこには、【ＯＫ】ボタンが表示されていた。

			　たしか、ジョブを戦士に決めるところまでやったな。

			　俺は背後にいる少女を気にしながら、さっきまでの作業を思い出して【ＯＫ】を押す。

			　すると『初期設定完了。転生システム起動』という表示が画面に現れた。

			　……キャラメイクはまだだった気がするんだが。

			「では旅立つがいい、異世界より招かれし者よ。わしはお主が助けに来ると信じておるぞ」

			「――うっ！」

			　少女の言葉とともに、突然周りから光が溢(あふ)れだした。

			　光の眩(まぶ)しさに負け、俺は右腕で顔を隠して目を瞑(つむ)る。

			「…………」

			　そして光が収まったのを感じて、俺はゆっくりと目を開く。目の前は、のどかな草原だった。

			「おいおい……もしかして、もうゲームはスタートしているのか？」

			　キャラメイクを行っていないから、俺の体はクロクロの初期アバターということになるのだろうが、これは酷いバグだと言わざるを得ない。

			　ＭＭＯにおいて、キャラメイクはかなり重要だ。

			　誰だって、ゲームのなかでくらいはカッコよくなりたい、可愛くなりたい、あるいは羽目を外したいと思っているのだから。

			　特にＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)ゲームでは、キャラクターと自分が一体化しているために、「なりきり要素」の比重がかなり大きい。だから、キャラメイクができないＶＲＭＭＯなんて、まずありえない。

			　もちろんクロクロでも、それなりに自由度の高いキャラメイクができる……はずだった。

			　これはいわゆるバグの一種で、少し時間が経てば修正されるだろう、と俺は思っていた。

			「……ＧＭ(ゲームマスター)コール……ないな」

			　おそらく俺が一番乗りだろうから、人任せにするわけにもいかない。俺はメニュー画面を開いて、ＧＭ(ゲームマスター)へ連絡をしようとした。

			　が、メニュー画面のどこにも、それらしき項目はなかった。

			「早くもクソゲーの予感……だな」

			　ゲームのバグをすぐさま報告できない仕様は初めてだ。これはいくらなんでもおかしすぎる。

			　あえて12月24日にゲーム配信を開始する、挑戦的な愛すべき馬鹿運営として、俺のなかではわりと好感触だったんだけど……ちょっと残念だな。

			『このゲームを最初に始めた廃(はい)人(じん)連中は、24日から１週間以上予定がなかったんだよ、プークスクス』という悲しみのレッテルを貼られることを受け入れてでも、顔も知らないネトゲ仲間たちと、徹夜で盛大に遊ぼうとしていたのに。プレイヤーへの配(はい)慮(りよ)を欠いている企業の作るゲームなんて、まともであるはずがないということだろうか。

			「でも、リアリティは凄(すご)いな……」

			　キャラメイクやＧＭ(ゲームマスター)コールができないことにはガッカリだ。しかし、全身から伝わってくる、リアルと遜(そん)色(しよく)ない感覚に対してだけは驚きを禁じ得なかった。

			　こんな感覚は、現在のＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)技術では不可能だ。

			　さっきの少女といい、このリアルすぎる感覚といい、もしかして、ここは本当にゲームではなかったりしてしまうんじゃないだろうか。

			「……ありえないな」

			　ありえない。

			　いくらゲームのなかがリアルすぎても、いくら不可解な少女が現れたとしても、それだけでここがゲームでない、などと思えるわけがない。

			「めんどくさいことは考えないに限る……」

			　だから、俺はひとまず移動をすることにした。

			　よく見ると、遠くに西洋風の町が見える。ひとまず、そこへ向けて歩くとしよう。

			「……………………ん？」

			　が、俺は最初の一歩を踏み出したところで、ちょっとした疑問を抱いた。

			　それは今の俺の服装についてだ。

			「ローブ……？」

			　俺は白いローブを着ていた。

			　魔法が主体のキャラであるなら、初期装備がローブであっても違和感はない。クロクロでも魔術師か僧(そう)侶(りよ)ならローブを着ているだろう。

			　けれど、俺のジョブは魔術師でもなく僧(そう)侶(りよ)でもなく、鎧(よろい)で身を包む戦士である。戦士の俺がなんでこんな服を着ているんだ。

			　嫌な予感がした俺は、すぐさまステータス画面を表示させた。

			　

			【ＮＡＭＥ シン　ＪＯＢ 僧(そう)侶(りよ)　ＬＶ １

			　ＨＰ １５０／１５０　ＭＰ １２０／１２０　ＳＴＲ ０（１）　ＶＩＴ 50（51）　ＡＧＩ ０　ＩＮＴ ０　ＭＮＤ ０（２）　ＤＥＸ ０　ＬＵＫ ０　ステータスポイント残り０

			　装備［見習い僧(そう)侶(りよ)の杖(つえ)、白のローブ］

			　スキル［　　　　　　　］】

			　

			　俺は……僧(そう)侶(りよ)になっていた。

		

	
		
			　

			３　廃(はい)人(じん)仕様のログイン

			　

			　入学式で校長が長ったらしい話をしているなか、俺はそんなことがあったゲーム開始初日を、うつらうつらと思い出していた。

			　僧(そう)侶(りよ)になったことが判明したあと、キャラメイクについてとジョブ変更について調べるために、俺は一度ログアウトしてクロクロのホームページに飛んだ。

			　ジョブについては特に重要だ。すぐに変更が可能なのかどうか、確認しなければならない。

			　俺はひとまず運営にキャラメイクのバグを報告し、ジョブチェンジについて、サイト内で書かれていないか探し始めた。

			　が、結局そういった項目は発見できなかったので、俺は仕方なくキャラクターをデリートし、新しくキャラを作り直そうとした。

			　……しかし、それは不可能だった。

			　再ログインした先でキャラデリを行おうとしたものの、そういった項目もメニュー画面にはない。

			　いくらなんでも、酷すぎやしないか。

			　俺は、運営に対し怒りを抱き始めていた。

			　まあ、そんな気持ちもしばらくしたらキレイさっぱりなくなったが。

			　運営会社に捜(そう)査(さ)が入った、という話を聞いたら、そんな怒りなんて吹っ飛ぶ。

			　怒りというよりも、呆(あき)れと言ったほうが正しい。

			　いったい何をやらかしたんだ、と思いながら別のネトゲにログインし、仲間とその話をしながら狩りをして……そして、その日は終わった。

			　その後は、しばらく静かな日々が続いた。

			　ネトゲして眠って、たまに学校へ行って。とにかく、そんな毎日が続いた。

			　だが、それも長くは続かなかった。

			　なんといっても、異世界が発見されたっていうんだからな。しかも、ゲームにログインした先に、だ。

			　驚かないわけがない。

			　そんな話がテレビやネットで流れても、信じられるわけがない……と、３年前なら言えただろう。

			　けれど３年前、異能(アビリテイ)を手に入れた人々が次々と現れたという異常事態が起こった。そのためか、異世界が発見されたという、そんなオカルト話も、わりとあっさり世間に受け入れられた。

			　異世界は作り出されたのか、あるいは元からあったのかについては、今のところ不明。

			　世間では、異世界は何者かが異能(アビリテイ)によって作り上げたのだとか、そもそも異世界があるなどというのはまったくの出(で)鱈(たら)目(め)で、国が異能者(アビリテイスト)を隔(かく)離(り)するために作り上げた想像上の産物だ、などと諸説入り乱れているが、まあ俺にとってはどうでもいい話だ。

			「……では今から２時間後、実際にアースへとログインしてもらいます。君たちの活躍に期待しますよ」

			　そんなことを考えていたら、校長の話が終了したようだ。

			　最後しか聞いていなかったが、多分問題ないだろう。

			　これからの予定は、すでに知っているからな。

			　高等部と中等部の生徒は教室に戻ったあと、昼休みを挟んでから、全員クロクロにログインする。それさえわかっていれば、俺のテンションもうなぎ登りというものだ。

			「全員集まりましたね」

			　そして俺たちは教室に戻り、早(はや)川(かわ)先生の説明を静かに聞いていた。

			　皆、これから行うことに少しそわそわしているようだ。

			　まあ、俺もワクワクしているクチだから、人のことは言えないが。

			「龍(りゆう)宮(ぐう)寺(じ)校長のお話のとおり、私たちは昼休みのあと、クロスクロニクルオンラインにログインをします。しかしその前に……君たちにはコースを選んでもらいます」

			　コース。

			　早(はや)川(かわ)先生の口からその言葉が出た瞬間、教室内の空気が変わった。

			「地球時間でおよそ３時間ログインを行うＡコース。これを選んだ生徒は、通常の下校時間に解放されます」

			　昼休みが終わってから３時間後なら、ちょうど下校時間だ。

			　入学初日から夕方まで学校にいなければならないというのは、普通なら不満が噴(ふん)出(しゆつ)するだろう。でも、今の俺に限ってはそうならない。なんてったってこれから始まるのは、ゲームだ。

			　まあ、そのゲームのなかでの通貨を学校側が日本円に換金してくれたり、なにかしらの成果を上げれば学費の一部免除や授業の単位をくれる制度があったりするので、実益で動く人間のほうが多そうだが。

			　ちなみに、成果とは異世界『アース』についてのことであれば、なんでもいい。

			　学校……というか国は、向こうの世界の知識や歴史などを収集すべく、俺たちを起用しているんだからな。

			　クロクロのアカウント所持者が、異能(アビリテイ)を持った、比較的若い世代に限られていたからこそ、こんな制度が作られたのだ。

			　しかし俺はそんな裏事情を知りつつも、ただ単純にゲームのような世界で戦えるということだけに、胸を高鳴らせていた。

			　ジョブを間違えるという致(ち)命(めい)的(てき)なミスをしてしまったものの、その程度のことで俺のやる気は削がれたりしない。

			　一種の縛(しば)りプレイと思えば、楽しいものだ。

			　……パーティープレイは望めないだろうけど。

			「次に８時間ログインし続けるＢコース。このコースは終わるのが夜になりますが、まあ食事と睡眠はまともに取れます」

			　時間的に見ても、８時間ならまだ常識の範囲内だ。３時間コースよりはかなり長いが、それでも大した負担にはならないだろう。俺たちは全員寮生活だしな。

			「そして最後に、24時間ログインをするＣコース。これを選んだ生徒はＬＳＳ（生命維持装置）に入った状態でログインしてもらいます。しかし過(か)酷(こく)なコースであることには違いないため、私はお勧めしません。覚悟のある生徒だけ選んでください」

			　だが、この24時間コースは凄まじい。

			　これを選べば、学校内に備え付けられた最新の生命維持装置のなかで、思う存分ゲームを楽しめるのだから。

			「では機材の関係上、先着10人までのＣコースから決めていきます。希望する生徒は挙手を――」

			「はい」

			　俺は当然、手を挙げた。なんの迷いもなく、誰よりも早く。

			「……いいんですか、一(いち)之(の)瀬(せ)君？　地球時間ではたった24時間ですが、向こうの時間は――」

			「関係ありません」

			「一応途中でログアウトすることもできますが、高価なＬＳＳを使う以上、生半可なことではやめられ――」

			「わかっています」

			「……それなら一(いち)之(の)瀬(せ)君はＣコースで決まりです」

			　早(はや)川(かわ)先生の忠告を完全に無視して、俺はＣコースを選んだ。

			　他のクラスメイトたちから、どよめき声が聞こえてくる。

			「本当に選ぶ奴いたのか……」

			「24時間ぶっ通しとか……ありえないだろ……」

			「いくら向こうが異世界だって言われても……ねえ？」

			　どうやらここにいる生徒の大半は、このクラスにＣコースを選ぶ奴がいるとは思わなかったようだな。

			　でも、それってどうなんだ。

			　これから行くのが異世界だ、などという言葉が聞こえてきたが、その認識は甘い、と言わざるを得ない。

			　俺たちが今から行く世界、アースは異世界である前に、クロクロ――ＭＭＯの世界なんだぞ。

			　他者と熾(し)烈(れつ)な競争を繰り広げるＭＭＯにおいて、スタートダッシュは非常に重要だ。

			　今日、高等部、中等部のクロクロプレイヤーが一斉にログインする。そうなると、狩り場争いやアイテム類の獲得では過(か)酷(こく)な競争が生じる。

			　また、ＢコースとＣコースではログイン時間に３倍の差がある。Ａコースとの差は８倍だ。

			　その差は、プレイヤーの力に大きな差を生み出すことだろう。

			　すでに俺たちは調査員プレイヤー、大学生プレイヤーに大きくリードされている。

			　なら、そこまでスタートダッシュにこだわらなくてもいいんじゃないか？　と思う奴もいるかもしれない。

			　しかし、だからといって、俺がゲームをする時間を減らす理由にはならない。

			　異世界が存在しているという、荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)な事実に、『誕生は異世界(リアル)が先か、クロクロ(ゲーム)が先か』と人は問う。こういった議論があるなかで、俺はあえて『ゲームをするなら本気でやろう』と思うのだ。

			　そのほうが、俺はゲーム(リアル)に対して、真(しん)摯(し)でいられるのだから。

			　……でも、なんだかガッカリだな。

			　俺以上に気合の入った奴が、クラスのなかにいないんじゃ――。

			「他にはいますか？」

			「はい」

			「俺もＣコースで」

			「僕もお願いします」

			「それじゃあ私もっ！」

			　と思っていたら、なかなか骨のある生徒が２組にもいたようだ。

			　いいぞいいぞ、そうでなくっちゃ面白くない。

			　名前は覚えていないが、男子生徒６人と女子生徒２人が、俺に続いて手を挙げた。

			　そして最後にもう１人、女子生徒が手を挙げた。

			「朝(あさ)比(ひ)奈(な)さんもですか」

			「……はい」

			　朝から縁のあった、俺が唯一名前を覚えているクラスメイト、朝(あさ)比(ひ)奈(な)水(み)無(な)月(づき)も、俺と同じく24時間ぶっ通しコースを選んだ。

			「これで10人……わりと早く決まりましたね。ではＣコースの参加者は一(いち)之(の)瀬(せ)君、日(ひ)影(かげ)さん、氷(ひ)室(むろ)君、橘(たちばな)姉弟、雨(う)水(すい)君、結(ゆう)城(き)君、和泉(いずみ)君、羽生(はにゆう)君、朝(あさ)比(ひ)奈(な)さんで決定とします。続いてＢコース――」

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)水(み)無(な)月(づき)も、何気にゲーマーだったということだろうか。

			　アイドルなんかやってると忙しいってイメージがあるから、そんなのはできないと思っていたけど、案外暇(ひま)だったのかな。

			　そんなことを思いながら、俺は早(はや)川(かわ)先生の話を聞き流して窓の外を眺めていた。

			　早くログインしたいなぁ。

			　

			「君たち10人には、この個室にあるカプセルのなかに入ってもらいます」

			　昼休みも終わり、Ｃコースを選んだ俺たち10人は、とある学園施設に連れてこられた。

			　白衣を着た数人のスタッフが待機している。俺たちを受け入れる準備は万全のようだ。

			「事前に君たち宛てで送った手引書に記載されていたと思いますが、今回行うＣコースの結果は、今後のカリキュラムに大きく影響します。心して受けるように」

			　本来ＬＳＳ（生命維持装置）は、24時間程度で使われることはない。

			　つまり、今回のＣコースはテスト運用ということだ。

			　このコースでそれなりによい結果が出た場合は、24時間という制限を更に引き伸ばすことも検討されているという。

			　俺としては、延長してくれるのなら大歓迎だ。

			「では、今から10分後にまた会いましょう」

			　早(はや)川(かわ)先生は俺たちの前を去った。

			　教師専用のログイン施設でもあるのだろう。

			　ちなみに、この学園には、クロクロのアカウントを持つ元調査員の教師が複数人いる。

			　彼ら彼女らも、俺たちと同じ異能者(アビリテイスト)で、クロクロアカウントを持っているという。

			　俺は早(はや)川(かわ)先生を横目で見送りながら、スタッフに指示された小部屋のなかに入っていく。

			「１年２組、出席番号２番の一(いち)之(の)瀬(せ)君だね？　それじゃあ服を全部脱いでコクーンに入ってもらえるかな？」

			「…………」

			　そこには、１人の男性スタッフが待ち構えていた。

			　突然服を脱げと言われて少し焦(あせ)ったが、たしかに、ＬＳＳのなかに入るには全(ぜん)裸(ら)にならなければならない。俺は素直に服を脱いだ。

			　多分男子生徒なら男性スタッフ、女子生徒なら女性スタッフが１人、ついているのだろう。

			　ちなみにコクーンとは、このＬＳＳの名称なのだとか。繭(まゆ)っぽい形だからなのかな。

			「……はい、オッケー。ログイン中、君の体調は私たちがモニター上で24時間看(かん)視(し)しているから、安心して異世界探索をするといいよ」

			　男性スタッフが、全(ぜん)裸(ら)になった俺の体にいくつかの機材を貼り付けていった。

			　恥ずかしいというか気持ち悪いというか、微(び)妙(みよう)な気分だが、これも慣れるしかない。

			「じゃあ、アースへ行ってらっしゃい、一(いち)之(の)瀬(せ)君」

			　男性スタッフが最後にそう言うと、カプセルの蓋(ふた)が閉じた。

			　やがて、意識が薄れていく。ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)世界に飛び立つときの感覚だ。俺にとっては馴(な)染(じ)み深い。

			　そう思いつつ、俺の意識はアースの世界へと飛んでいった。

			　

			「……久しぶりじゃの」

			「…………」

			　以前会った白髪の少女、クロスが俺の目の前に現れた。

			　場所はいつぞやに初期設定を行った、白い部屋。

			　ここにはもう二度と来ないだろう、と思っていたんだが。

			「……久しぶりだな。元気にしてたか？」

			「あんまり元気というわけではないのう……ずっと封印されておるし……」

			「そっか」

			　本体は、ユグドラシルの最深部に１０００年も閉じ込められているって話だったな。

			　日に当たらなかったり運動不足だったりで、健康にもよくないだろう。うん。

			「というか、お前って本当に神様なんだよな？」

			「？　うむ、一応そうじゃが……」

			「ふーん……」

			　前回会ったときは子どもの戯(たわ)言(ごと)としてまったく信じなかったが、今では、少しだけなら信じてもいいのかもしれない、くらいまでにはなっている。

			　神という話は未だ受け入れがたいが、とりあえずこの子はアースの住民なんだろう。

			　ちなみに、一応学校にはクロスがこんなことを言っていた、という報告をしてあるが、信(しん)憑(ぴよう)性(せい)がゼロなので、痛い子を見るような反応をされてしまった。

			　もしかしたら、俺が２組になったのはそれも関係しているのかもしれないな。

			「で、今回はいったいどうしたんだ？　お前とこうして話すことはもうないだろうって思っていたんだが」

			「どうしたもこうしたもない……あのあとお主は、全然アースに来てくれなかったではないか……」

			「……こっちにはこっちの事情があるんだ」

			　ここ４ヶ月、クロクロはネットから隔(かく)離(り)されていたからな。

			　国のお偉いさんが、特殊な学校の学生を使ってのアース調査をしようとしなかったら、俺たち一般人がこうしてログインする手段はなかった。

			　また、地球で１時間が経過するとアースでは１日経過する。

			　これはクロクロの仕様でもそうなっていたのだが、アースは今もその時間の流れで進んでいるらしい。

			　地球で４ヶ月過ぎたということは、アースでは８年の歳月が流れたということになる。

			　この子がやきもきしていたとしても、当然と言えるな。

			　１０００年という時間と比べたら、それも大したことじゃないんだろうけど。

			「わしはお主以外の者と意(い)思(し)疎(そ)通(つう)ができんというのに……お主以外にアースへよく来る異世界人は、ユグドラシルにさっぱり近づかんし……いったいどうなっておるんじゃ……」

			「あー……ホント悪かった」

			　俺たちより先に来ているプレイヤーは、地下迷宮の攻略を後回しにしていたのか。

			　それは初耳だ。なら、クロスのやきもき度は、倍率ドンって感じだな。

			　だがそれは、俺ではなく、クロクロをネットから切り離して調査を行っていた警察組織や政府に向けられるべき非だ。俺がこれ以上謝るのは、微(び)妙(みよう)に納得いかない。

			　というか、この子は俺としか話せないのか。

			　前に魂(たましい)がどうのこうので１人としか繋(つな)がれない、とか言ってた気がするけど、それは電話で一度に一箇所にしかかけられないというのとは違い、そもそも俺との回線しか繋(つな)がっていない、という状態なんだろう。

			　だったら、その敷く回線の先も慎重に選べって話だ。

			「そういえば……お前に１つ訊(たず)ねたいことがある」

			「む？　なんじゃ？」

			「ジョブチェンジって、できたりしないか？」

			　神というのなら、知っているかもしれないと思っての質問だが、はたしてどうか。

			「じょぶ……ちぇんじとな……？」

			「あー……つまり今の俺は僧(そう)侶(りよ)だけど、戦士に変わることはできないのか、って話だ」

			「おおっ、天職を変えられるかという質問じゃったか。それなら諦(あきら)めるがよい。天から与えられし才能は、そんな簡単に変えられるものでもないのじゃよ」

			　……変えられないのか。

			　というか天から与えられたって、神であるお前からではないのか。

			「神様ならそれくらい変えてくれよ」

			「無理じゃな。個人の才能を変えるなどという行為は、わしにはできんし、そもそも今のわしは、こうして人の意識に割り込むくらいの力しか出せん」

			「……そうか」

			　なんというか、融(ゆう)通(づう)の利かない神様だな。だからこそ、幽(ゆう)閉(へい)なんてされるんだろうけど。

			　これで、スタートダッシュは確実に失敗だとはっきりしたな。

			　ジョブに合ってないステ振りをした状態では、効率的な行動も何もない。

			　Ｃコースを選んだ他の連中に、俺はどこまで喰らいついていけるだろうか。

			「まあ、ジョブについてはわかった……あと俺たちプレイヤー……異世界人の大半は、今日から本格的に動き始める。ユグドラシル攻略も、近いうちに始めると思う」

			「そ、そうなのか！」

			「ああ、だからお前もそう心配するな。さっきから眉(まゆ)に皺(しわ)がよってるぞ」

			「え……あ……すまぬ……」

			　クロスは慌(あわ)てておでこを両手で隠した。

			　別に気にしているわけじゃないから、隠さなくてもいいんだが……まあいいか。

			「それじゃあまたな。次会うときは、笑顔で出迎えてくれると嬉(うれ)しい」

			「わ、わかったのじゃ」

			　クロスは、俺に向かって遠慮がちな微笑(ほほえ)みを向けて手を振ってくる。

			　俺も手を振り返すと、周りから強い光が溢(あふ)れてきた。

			　こうして、俺の意識はアースへと飛んでいった。

		

	
		
			　

			４　パーティープレイにおける回復しない回復職(ヒーラー)の有用性について

			　

			　クロスと別れた先は、とある泉の前だった。

			　俺は、あらかじめ指定されていた地区まで走り、クラスメイトたちと合流した。

			「アースへようこそ。今、私たちがいる場所はアースの３箇所に設置されていた始まりの町の１つ、『ミレイユ』です」

			　大広場に集まった俺たちを前にして、早(はや)川(かわ)先生の声が響き渡る。

			　ふと目を向けると、別クラス、別学年の生徒たちが教師から説明を受けている姿も見えた。

			　多分、他の場所でも同じことが行われているんだろう。

			「ここに集合するまでの過程で、自分の体が地球と同じように動くことは確認できたと思います。私たちの体は地球での体とほぼ同一である、ということを肝(きも)に銘(めい)じておいてください」

			　アースでの体は地球での体とほぼ同一。俺もゲーム開始初日に理解した内容だ。

			　幸い、アースでの俺たちはＨＰが０になっても即死ぬわけではなく、死ぬまで３００秒ほどの猶(ゆう)予(よ)が与えられている。それに、たとえアースで死んでも、地球にいる俺たちは死なない。

			　まあ、それでも本当に死んだら重いペナルティがあるから、誰も死にたくはないだろう。

			　でも死なないんでしょ？　なんて甘いことが言える人間なんか、このなかにはいない。

			「それと同時に、ここがゲームであるという認識も完全に捨て、良識ある行動を心がけてください」

			　更に早(はや)川(かわ)先生は俺たちに忠告を促した。

			　この世界がゲームだからと思って、軽い気持ちで死なれても困るだろうからな。

			　それに、アースの原住民である《アース人》は、ＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)というわけではなく意思を持った人間であるため、俺たちには紳士的な交流が求められている。

			「では、これから町の外へ出てモンスターを狩りに行きます。君たちも、長話にはうんざりしているでしょう」

			　細かいことは後で話すつもりなのだろう。

			　地球に比べて時間も豊富にあるしな。

			「狩りは基本的にパーティーを組んでの行動となりますから、各自好きな者同士で組んでみてください」

			　早(はや)川(かわ)先生は、続けてそんなことを言った。

			　この教師は無理難題をおっしゃる。

			「誰と組んでも構いませんが、ある程度、手引書に沿ったパーティー編成を心がけてください」

			　とは言ってもだな。回復しない回復職(ヒーラー)はどんな役割を持てばいいのか。

			「なあなあ、お前、一(いち)之(の)瀬(せ)って言ったよな？　俺とパーティー組まないか？」

			　頭を悩ませる俺のところへ、１人の男子生徒がパーティーの勧(かん)誘(ゆう)にやってきた。

			　俺に声をかけたのは、俺がたまたま近くにいた僧侶職だったからだろう。

			　パーティーに１人は必須なヒーラーを確保しようとして、声をかけてきたという心理は読める。

			「俺、仙(せん)道(どう)。キャラネームはバンクっていうんだ。ジョブは剣士でＳＴＲとＡＧＩ寄りのステ振りにしてんだけど、お前は僧(そう)侶(りよ)だよな？」

			「……ああ、まあな」

			「だよな！　それじゃあ是非俺と組んでくれ！　回復職(ヒーラー)がいてくれたほうが心強いし！」

			「…………」

			　回復職(ヒーラー)……か。

			「あ、それなら俺も入れてくれ！　頼りにしてるぜ、一(いち)之(の)瀬(せ)！」

			「僕も僕も！　ジョブは騎士だから盾役はまかせとけ！」

			　俺が苦笑いを浮かべていると、更に数人のクラスメイトが集まってきた。

			　どうやら、ここでも通常のＭＭＯゲームと同じく、回復職(ヒーラー)は他のジョブについているプレイヤーから人気のようだな。

			　俺以外の僧(そう)侶(りよ)プレイヤーにも人が集まっている。

			　だが残念だったな。俺は僧(そう)侶(りよ)であって僧(そう)侶(りよ)じゃない。

			「……多分、俺はお前たちの期待に添えないと思うぞ」

			「え？　どうしてだ？」

			「初期ステータスポイントをすべてＶＩＴに振っているからだ」

			「………………へ？」

			「俺はＭＮＤに１ポイントもステ振りしてない。だから回復魔法の効果も最低レベルだ」

			「……………………」

			　このままパーティーを組んでもロクなことにならないと判断した俺は、自分が回復では役立たずだと正直に話した。

			　すると、俺のところに集まっていたバンク（仙(せん)道(どう)）たちは顔を引きつらせて後ずさる。

			「お、おいおい……冗談だろ？」

			「だってお前、ゲーム好きって自己紹介で言ってたじゃん……なのに、回復職(ヒーラー)を選んでＭＮＤに１ポイントも振らなかったの……？」

			「ありえないだろ……何するつもりだったんだよ？」

			「…………」

			　俺は何も言い返せず黙(だま)りこくる。

			　初めてやるゲームにもかかわらず、挑戦的なビルド（構成）となった理由をここで話しても意味などないし、客観的に見て地(じ)雷(らい)だということは俺も重々承知しているからな。

			　しかし、この状況はきつい。バンク（仙(せん)道(どう)）たちだけじゃなく、他のクラスメイトの俺を見る目まで厳しくなってるし。

			　こんなんじゃ俺はぼっち確定じゃないか。入学初日からこれじゃ、先が思いやられる。

			「えっと……わりい、一(いち)之(の)瀬(せ)。俺、別の奴と組むわ……」

			「俺も……」

			「なんか……ごめんな……」

			「…………」

			　いや……謝らなくてもべつにいいさ。

			　どうせこんなんじゃ、パーティーなんて組めないだろうっていうのは……わかっていたことだ。

			　ちょっとへこむけど……まあ……しょうがない。

			「……ん？　どうした、一(いち)之(の)瀬(せ)君。君は誰とも組まないのか？」

			「先生は俺の事情、知ってますよね……？」

			　１人で落ち込んでいた俺のところに、早(はや)川(かわ)先生がやってきた。

			　なんというか、クラスメイトからハブられたあとで、教師にそんなことを聞かれたくはない。

			　いろいろ惨(みじ)めだ。

			「まあ、知っているかと聞かれれば知っているな。君はステ振りさえまともならと、我々も頭を悩ませている」

			「……そうですか」

			「しかし、君ならそんなハンデがあっても上手くやっていけるんじゃないか、とも私は思っているよ」

			　それは、いろいろ買いかぶりすぎだな。

			　教師陣からどんな評価を受けているかなんて知らないが、ステ振りをミスったらそこでお終いという場合もあるのがＭＭＯだ。

			　だから、ステータスに振れるポイントは吟(ぎん)味(み)して振らなければならない。

			　また、回復職(ヒーラー)であるのにＭＮＤへポイントを一切振っていない俺のステ振りは、クロクロにおいては地(じ)雷(らい)と言っていい。

			　今の俺では、パーティープレイなどできないだろう。

			　……というか。

			「先生。さっきまでと口調が違いませんか？」

			「ん？　……ああ、私も一応教師だからな。公(おおやけ)の場では丁寧な対応が求められる」

			「今はいいんですか？」

			「生徒１人と話すときくらいなら構わないだろう。私はこの口調のほうが楽なんだ」

			「……へぇ」

			　さっきまでは先生の言っていた『ＴＰＯ』をわきまえていたってことか。

			　しかし、女性にしては口調が男っぽいな。

			　まあ、この人は凛(りん)とした佇(たたず)まいの美人さんだ。

			　教室で見たビジネススーツ姿も様になっていたし、こういう口調も、らしいと言えばらしいのかもしれない。

			　女性としてそれはどうなんだ、と俺なんかは思ったりするけど、その辺は人それぞれだろう。

			「……お、君と組みたそうにしている子がいるな」

			「え？」

			「私のことはいいから、彼女の相手をしてやりなさい。君だって１人は心細いだろう？」

			　早(はや)川(かわ)先生がニヤリと口元を歪(ゆが)めながら、目線を俺の背後へと送った。

			　俺は訝(いぶか)しみながら振り返る。

			　そこには朝(あさ)比(ひ)奈(な)が立っていた。

			「……ね、ねえ、一(いち)之(の)瀬(せ)君。私とパーティー、組んでくれない……かな？」

			「俺と？」

			「う、うん」

			　彼女は、仙(せん)道(どう)たちとのやりとりを聞いていなかったのだろうか。

			　わりと周囲から注目されていたように見えたんだけど。

			「朝(あさ)比(ひ)奈(な)。俺は僧(そう)侶(りよ)だけど、初期のステ振りはＶＩＴ全振りだ」

			「……？　それがどうかしたの？」

			「どうかって……回復職(ヒーラー)なのに回復は多分気休め程度にしかならないぞ？　役立たずだぞ？」

			「え、そうなの？」

			「…………」

			　ああ、つまり彼女はアレか。ただ単によくわかってないんだな。

			　クロクロにおけるＭＮＤの数値は、回復魔法の効果に大きな影響を与える。

			　なので、回復職(ヒーラー)はＭＮＤ寄りのステ振りをする必要がある。

			　彼女はそういう基本的な部分を理解していないのだろう。

			　だけど、回復役を担当するヒーラーはＭＮＤを多めに振る、なんていうのは、どのＭＭＯでもスタンダードなステ振りだ。

			　それを知らないということは……。

			「あー、朝(あさ)比(ひ)奈(な)ってＭＭＯ初心者？」

			「う、うん。そのとおりよ」

			　念のため訊(たず)ねてみると、彼女はこくりと頷(うなず)いてきた。

			　この反応を見て俺は「はぁ」とため息をつきながら、朝(あさ)比(ひ)奈(な)からの勧(かん)誘(ゆう)を断った。

			「なら、俺と組むのはやめておけ」

			「ど、どうして？」

			「さっきも言ったとおり、俺は役立たずだ。今後レベルが上がっていけば改善されるだろうが、それも大分先の話だ」

			　絶対にないとは言いきれないが、ステ振りをリセットできるような便利アイテムは、アースでは今のところ確認されていないらしい。

			　だから俺は、初期ステなんて問題にならないくらいステータスを上げるしかないわけだが、それも今すぐにとはいかないだろう。

			　しばらくの間は、どうしてもお荷物になる。

			　また、初心者である彼女を、そんな俺の事情に巻き込むわけにはいかない。

			「だったら、その大分先まで、付き合ってあげてもいいわよ？」

			「は？」

			　彼女の予想外の反応に、俺は目を見開いた。

			「でもその代わり、お願いがあるんだけど」

			「……なんだ？」

			　交換条件ということか。だが、なにを要求されるか想像がつかない。

			　俺はやや警(けい)戒(かい)しながらも、彼女に向かって耳をそばだてた。

			「ＭＭＯについて……私に教えてくれない？」

			「俺が……朝(あさ)比(ひ)奈(な)に……？」

			　俺は彼女のお願いを聞いて、肩(かた)透(す)かしをくらった。しかも納得がいかない。

			　確かにＭＭＯ初心者であるなら、そういうお願いをしてくるのも普通かもしれないが……。

			「どうして俺なんだ？　他の奴に教えてもらえばいいじゃないか」

			「え、えっと……それは――」

			　俺は朝(あさ)比(ひ)奈(な)に訊(たず)ねると、彼女は頬(ほほ)を掻(か)きながら言葉を紡(つむ)ごうとする。

			「ミーナちゃん！　俺たちとパーティー組んでください！」

			　が、そこで男子生徒が俺たちの会話に割り込んできた。

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)は、そんなクラスメイトのほうを向く。

			「あっと……えーと……ごめんなさい。私、一(いち)之(の)瀬(せ)君とパーティー組もうと思ってるから」

			　彼女はそのクラスメイトの誘いを断った。

			　まだ俺は組むだなんて言ってないんだが。

			「なに？　一(いち)之(の)瀬(せ)と？」

			「……ミーナちゃん。悪いことは言わないから、それだけはやめといたほうがいいぞ」

			「一(いち)之(の)瀬(せ)といると効率悪いよ？　俺たちと組んだほうが絶対いいって」

			　声をかけてきた男子クラスメイトと同じパーティーメンバーらしき連中まで現れて、俺と組むのはやめろと朝(あさ)比(ひ)奈(な)に言いだした。

			　まあ、俺も逆の立場だったら、そうアドバイスしてもおかしくはなかっただろう。

			　少しムカッとするけど。

			「でも私、ＭＭＯ初心者だから、効率とかもどうでもいいし……」

			「初心者だったら俺たちが教えてあげるよ！」

			「わけのわからないステ振りする一(いち)之(の)瀬(せ)より、俺たちのほうが絶対知識量上だし」

			　しかも、どうやらこの連中は俺のステ振りがおかしいのを知り、知識量で勝っていると思っているようだ。

			　もしかしたら、こいつらのほうがＭＭＯについて深い理解があるのかもしれないが、俺がライトゲーマーだと思われているのだとしたら、その認識を改めさせないといけないだろう。

			「いや、一(いち)之(の)瀬(せ)君のほうが君よりＭＭＯ知識は上だぞ」

			　……と思っていたら、傍(そば)にいた早(はや)川(かわ)先生がそんなことを言ってくれた。

			「学園入学前に行われたＭＭＯペーパーテストで、一(いち)之(の)瀬(せ)君は唯一満点を取っている。彼のＭＭＯ知識は本物だ」

			「な……満点……？」

			「10種類以上のＭＭＯゲームに関する問題を全部……？」

			「嘘だろ……」

			　周囲にいたクラスメイトが全員、俺のほうを注視してきた。

			　そういう情報をぺらぺら喋(しやべ)る教師というのは、いかがなものか。

			　俺は早(はや)川(かわ)先生に向かって非(ひ)難(なん)めいた視線を浴びせる。

			「というわけだから、ＭＭＯについて知りたいなら一(いち)之(の)瀬(せ)君と組むことをお勧めする」

			　早(はや)川(かわ)先生は俺から目を逸(そ)らしてそう結論付けた。

			　こっち向けよ。

			「納得いきませんね、それは」

			「氷(ひ)室(むろ)君……？」

			　そんなところへ、１人の男子生徒がやってきた。

			　近くにいたクラスメイトが「氷(ひ)室(むろ)」とか呼んでいるが、キャラネームは……フローズか。

			「一(いち)之(の)瀬(せ)君がＭＭＯ試験で満点？　そんなわけないでしょう。だって彼はヒーラーという役割が与えられた僧(そう)侶(りよ)なのに、ＭＮＤへポイントを振らず、初期のステータスボーナスポイントをすべてＶＩＴに振ってしまうような人なんですよ？　しかも、おそらくはゲーム開始初日に。ありえないですよ」

			　フローズ（氷(ひ)室(むろ)）は俺を指差して、早(はや)川(かわ)先生に反論した。

			　確かにコイツの言うとおりだ。

			　仕様を調べつくしていない初期の段階から、ヒーラーがＶＩＴ全振りをするというのは頭がおかしいと俺も思う。

			　ソロで活動する場合、あるいはボスモンスターの回避困難な全体攻撃で死なないようにするために、ＶＩＴを上げるということはよくある。ヒーラーが死ぬのはパーティーの全滅に関わるので、生存重視の型として、ＭＮＤよりＶＩＴを優先するパターンもないわけではない。

			　けれど、回復を度(ど)外(がい)視(し)したヒーラーのステ振りは、パーティープレイにおいて、まずありえない。

			　パーティーを組むのなら、ヒーラーは味方を回復させることが仕事だ。

			　なのに、味方を回復させるのにまったく寄与しないステ振りをしても、意味がない。

			　もしそんなステ振りをしているヒーラーがいたら、俺はパーティーに加えたりなんてしない。

			「大体、ＶＩＴにポイントを全部振って、君はいったい何をするつもりなんだい？　タンクでもするつもりかい？」

			　……しかし、こうも煽(あお)り口調で言われるとイライラする。

			「……回復はできないだろうが、タンクはできるだろうな」

			「はぁ？　本当にそう思ってるのかい？　ちょっと君、ＭＭＯを舐めてるんじゃないのかな？」

			「確かにエンドコンテンツでなら、回復役のＶＩＴ全振りが活躍する機会なんて、ないだろうが……まだゲームを始めたばかりの状態と言っていい今なら、盾役の真似事くらいはできるだろう」

			　売り言葉に買い言葉なところもあるが、これは誇(こ)張(ちよう)でもなんでもないと俺は思っている。

			　それには、狩場やパーティーなどの条件をいくつか満たす必要があるのだが。

			「……本当にそう思うかい？」

			「？　まあな」

			　なぜ確認するのかよくわからないが、できると言った以上、俺は首を縦に振る。

			「それなら俺と決闘(デユエル)してみるかい？　俺のジョブは騎士だから、タンク同士、良い勝負になると思うが」

			「……は？」

			　フローズはそんな提案を俺にしてきた。

			「確かに、そのほうがわかりやすい。決闘(デユエル)するというのなら許可しよう。私も一(いち)之(の)瀬(せ)君の実力は、この目で見ておきたいと思っていたところだ」

			　フローズの提案に、早(はや)川(かわ)先生がノリノリで乗っかってきた。

			　俺はそんな彼女の様子を見て、苦笑いを浮かべる。

			「先生。冗談を言うのも大(たい)概(がい)にしてくださいよ。俺が勝っても、メリットが何もない」

			「朝(あさ)比(ひ)奈(な)さんがパーティーに加わるだけじゃ、駄目かい？」

			「それはメリットかもしれませんが、俺には必要ありません」

			　１人よりも複数人でＭＯＢ(モンスター)を狩ったほうが、効率的なレべリングができるだろう。

			　が、俺自身がお荷物になりかねない現状では、朝(あさ)比(ひ)奈(な)に負担を強いるというのも忍びない。

			「ふむ……それじゃあ、どういう条件なら君は勝とうとする？」

			　別に俺は勝ちたくない、だなんて言ってはいない。

			　ただ、戦って勝つからには、それなりの理由が必要なのも確かだ。

			「……この決闘(デユエル)で勝ったら、俺はこの先自由に行動させてもらいます。そのほうが気楽ですし」

			　だから俺は、アースでの単独行動を条件にして、フローズとの決闘(デユエル)を了承した。

			　今の俺だと迷惑にしかならないだろうが、レベルを上げれば、それも少しずつ改善されるだろう、という思惑があってのことだ。

			「わかった。まあ、君なら私たちと一緒にいなくても大丈夫だろう」

			　俺の要求を、早(はや)川(かわ)先生は呑んだ。

			　本当にいいのかよ、と彼女にツッコミたかったが、これは俺にとって悪くない流れなので、別に再確認する必要はない。

			　こうして、僧(そう)侶(りよ)である俺は騎士であるフローズと、１時間後に一対一の勝負を行うことになった。

		

	
		
			　

			５　装備を求めて

			　

			　フローズ（氷(ひ)室(むろ)）と決闘(デユエル)をすることになってしまった俺は、戦闘準備をするため、一時的に単独行動をすることを許可してもらった。

			「……はぁ」

			　憂(ゆう)鬱(うつ)だった。

			　何が悲しくて、回復職(ヒーラー)が盾職とＰｖＰをしなくちゃいけないのか。

			　こんなのは、傍(はた)から見ればいじめ以外の何物でもない。

			　クロスクロニクルオンラインでは、10種類の職種(ジヨブ)がある。

			　攻撃特化の剣士と魔術師、防御特化の戦士と騎士、バランス型の武道家、援(えん)護(ご)特化の盗賊と弓兵、回復特化の僧(そう)侶(りよ)、吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)や鍛(か)冶(じ)師(し)など様々なジョブに派(は)生(せい)する趣味人、どれにも属さない特殊な立ち位置の調教師。

			　これらのジョブは、各々が使用できるスキルによって大まかに役割が決まる。

			　盗賊や騎士がアタッカーを務めるというような例もあって、一概に決められるものではないが、それでも僧(そう)侶(りよ)は回復か援(えん)護(ご)、騎士は防御か攻撃というふうに役割が振られている。

			　つまり、回復や援(えん)護(ご)をメインとする僧(そう)侶(りよ)が、防御や攻撃をメインとする騎士に勝つ道理などない。

			　しかも、クロクロにおける僧(そう)侶(りよ)は、レベル１の段階で取得できるスキルに攻撃スキルがない。

			　一応レベル３になれば、聖魔法を取得できるようになるようだが、おそらくＭＮＤ依存の攻撃魔法であるそれは、今の俺が手にしても無用の長物だ。

			　まあ、ミレイユの町近くにある『ミレイユ大墓地』で出てくるアンデッドには、回復魔法でダメージが入るようだから、攻撃スキルがなくても、僧(そう)侶(りよ)がソロでレベルを上げることも可能なんだろう。だけど、それも聖魔法と同様、今の俺にはできない狩りの仕方と言える。

			　……つまり結果として、俺はＳＴＲ０の貧弱な攻撃のみで、戦わなくてはならない。

			　しかし、レベル１同士の決闘(デユエル)であれば、それなりに戦えはするだろう。

			「なんだか難しい顔してるわね、一(いち)之(の)瀬(せ)君」

			「…………」

			　背後から女子の声が聞こえてきた。

			　その声の主が誰なのかわかってしまった俺は、呆(あき)れ調子で後ろを振り返る。

			　案の定、朝(あさ)比(ひ)奈(な)がいた。

			「なんでお前がいるんだ」

			「むっ……一応早(はや)川(かわ)先生の許可は取ってあるわよ？　『１人じゃなく２人のほうが何かと安全だろう』って言ってくれたわ」

			「あの教師……」

			　仮にも異世界であるアースで、生徒をホイホイ自由にさせるなよ。

			　俺は自分のことを棚に上げ、ふくれっ面の朝(あさ)比(ひ)奈(な)を見ながらそんなことを思った。

			「それと、ここでは苗(みよう)字(じ)で呼ぶな。キャラネームで呼べ」

			　俺は、さっきから気になっていた名前の呼び方について、朝(あさ)比(ひ)奈(な)に抗議した。

			　他のクラスメイトや早(はや)川(かわ)先生にも言えることだが、なんというか、みんなキャラネームを蔑(ないがし)ろにしすぎてはいないだろうか。

			　ここはゲームではないと言うが、それで本名呼びを推(すい)奨(しよう)するなら俺は一言申したい。アースにいるお前は、地球にいるお前なのか、と。

			　実際のところ、ほぼ同じものとして考えたほうが齟(そ)齬(ご)は出にくいのだろうが、だからと言って、同一視するというのもどうかと思う。

			　今の俺は、一(いち)之(の)瀬(せ)真(まこと)なんかじゃなくシン。くだらないかもしれないが、俺は真(まこと)とシンを分けて考えたい。

			　ちなみに、早(はや)川(かわ)先生は早(はや)川(かわ)先生だ。俺は教師という人間が、どうにも好きになれないからな。

			「えっと……わかったわよ……シン？」

			「それでいい」

			　俺の思いが伝わったのか、朝(あさ)比(ひ)奈(な)は呼び名を訂正してくれた。

			「なら、私のことも朝(あさ)比(ひ)奈(な)じゃなくミナって呼びなさい。それで対等よ」

			「わかった」

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)の名前は水(み)無(な)月(づき)だったはずだから、普通にあだ名として使っているのかもしれないが、俺の網(もう)膜(まく)に映る彼女のキャラネームが『ミナ』である以上は、そう呼ぶことにためらいはない。

			「……それで、これからあなたはどこに行くつもりなの？」

			「防具屋。まず装備を整えないと話にならない」

			　前を歩く俺にミナが訊(たず)ねてきたので、即答する。

			　今の俺は杖(つえ)とローブを装備しているが、こんなので騎士相手に戦えるわけがないからな。

			「それって、つまり勝つためによね？　氷(ひ)室(むろ)君に」

			「当たり前だ。俺はどんな事情があっても、負ける気なんてさらさらない」

			　たとえジョブのハンデがあろうとも、それを理由にして負けたくない。

			　やるからには勝つ。

			「えっと、それは私のためにかしら？」

			「いや、お前のためじゃない」

			「むっ……」

			　勝敗に付(ふ)随(ずい)するかたちで祭り上げられた、ミナのためではない。

			　あくまで、俺が負けず嫌いだからだ。

			「この決闘(デユエル)は俺自身のために勝つ。勘(かん)違(ちが)いするな」

			「……あっそ、それじゃあ精々頑張ってくださいねーっだ！」

			　俺がミナに振り返って念を押すと、彼女は口をイーっとさせ、ぷいっとそっぽを向いた。

			　彼女は、俺がフローズたちから彼女を守ろうとしているとでも思ったのだろうか。

			　でも、それってどうなんだ。別に相手は、悪い奴なわけじゃないぞ。

			「というか、そもそもどうして俺なんだ。誘われるまま、アイツらのパーティーに入ればよかったじゃないか」

			　俺はミナに訊(たず)ねた。

			　本当なら、あの場は彼女がフローズたちのパーティーに加わることで、丸く収まったはず。

			　けれどそうはならず、結果的に俺は決闘(デユエル)をするハメになった。

			　だから、俺は彼女の真意を知りたくなった。

			「……だって、氷(ひ)室(むろ)君たちは私をアイドルのミーナとして見てるんだもの」

			「？　それは悪いことなのか？」

			「悪いわよ！　私はもう芸能活動辞めたんだから！」

			「そ、そうか」

			　よくわからないが、とにかく彼女はアイドルとして見られたくないということか。

			　そう考えると、ミナが俺と組みたがる訳も理解できる。

			　なんてったって、俺は彼女がアイドルだったことに興味なんてないんだからな。

			「あと、ＭＭＯ試験について、早(はや)川(かわ)先生たちがあなたの噂(うわさ)をしていたのを聞いて知っていたから……っていうのもあるわね。２組にいるってことと、一(いち)之(の)瀬(せ)っていう苗(みよう)字(じ)を聞いただけだったから、自己紹介のときまではわかんなかったんだけど」

			「…………」

			　俺たちの通う学校に、個人情報保護法は効かないのだろうか。

			　あんまり情報漏(ろう)えいが酷いようなら、訴えるのも致し方なしだぞ、これは。

			「それに、さっきのあなた……なんか一人ぼっちで寂しそうにしてたから」

			「…………」

			　……つまり、俺をパーティーに誘ったのは哀れみ混じりだったわけか。

			　それはそれできっついな。心がすさむ。

			「まあ……もうどうでもいいさ。とにかく俺は負ける気なんてないから、よろしく、ミナ」

			「あ、う、うん……よ、よろしく……シン」

			　だが俺は、自分の微(び)妙(みよう)な感情を顔には出さないよう努め、ミナに向けて右手を差し出す。

			　すると彼女は、若(じやつ)干(かん)迷ったようなふうを見せるものの、俺の手を握ってきた。
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			「あ……あったかい」

			「ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)だったら、ここまでの再現は不可能だったな」

			　ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)技術は年々進歩を遂げているものの、未だ触覚や味覚といった人の感覚を再現し切れてはおらず、何かに手を触れても手袋をして触るような感触しかないし、食べ物を食べても美(お)味(い)しいとは感じない。

			　だが、異世界であるアースなら、地球とまったく同じ感覚で外部からの刺激が伝わってくる。

			　今更ではあるが、俺はそんな当たり前のことを再認識した。

			「……と、着いた」

			　そうしているうちに、防具屋へとたどり着いた。

			　俺たちは木でできた扉を開け、店のなかに入っていく。

			「……へー、防具と言っても結構いろいろあるのね」

			　店のなかに展示されている品々を見て、ミナは呟(つぶや)き声を上げている。

			「いらっしゃい、お若いの。本日はどんなものをお探しで？」

			　還(かん)暦(れき)を過ぎたのではないかというご老人が、店の奥から俺たちに話しかけてきた。

			　この人もＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)ではないのだろう。

			　だから、ぞんざいな対応をするわけにはいかない。

			「僧(そう)侶(りよ)用の装備を見(み)繕(つくろ)いたいのですが、『重装備』はどのあたりを見ればいいでしょうか？」

			「ほう……重装備……お主、なかなか通じゃのう」

			　ご老人は口角を上げながら、１つの区画を指差した。

			「……ねえ、重装備って？」

			「重装備は防具の一種で、戦士、騎士、僧(そう)侶(りよ)、趣味人が着られる装備品のことだ。それ以外のジョブが装備すると性能が大きく落ちるから、お勧めはしない」

			　ご老人の指差した区画にあった重装備類を物色していると、横からミナが質問をしてきた。

			「標準的な中装備と比べて防御力に優れているものの、移動速度にマイナス補正が付くというのが特徴だな」

			　重装備を使えることから考えて、僧(そう)侶(りよ)はサブタンク的な運用も可能なのかもしれない。

			　ＨＰの成長率やスキルのバリエーション的に考えて、メインタンクとしての性能は盾職に劣(おと)るはずだけど。

			「ふぅん、よく知ってるわね。私たちがアースに来たのって、今日がほぼ初めてのはずなのに」

			「公式サイトに載っていた情報だからな」

			　何事も予習は大事だということだ。

			　その公式サイトも、４ヶ月前に消(しよう)滅(めつ)したんだが。

			「でも、移動速度を下げてもいいの？　防御力はあるに越したことはないんでしょうけど」

			「一応の保険だ、防御力を上げるのは」

			　この世界は、通常のＭＭＯゲームとして考えて動くと、痛い目を見そうだからな。

			　痛(つう)覚(かく)などの感覚がリアルである以上、ちょっとしたダメージで集中力を切らしかねない。

			　俺はそんなことを思いながら、店の鎧(よろい)をすべて調べる勢いで見ていく。

			「……なんだあれ」

			　すると、店の奥に置いてある装備に俺の目は釘(くぎ)付(づ)けとなった。

			　

			【死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)　呪　耐久値 １００００　　重量30

			　ＶＩＴ ＋10　ＡＧＩ －３　ＩＮＴ －10　ＭＮＤ －10】

			　

			　なぜか無性に気になった俺は、その装備に近づいて詳しく調べた。

			　他の鎧(よろい)は最大でＶＩＴ＋７といったところなのに、この死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)はＶＩＴが＋10という、かなりの高性能だ。

			　しかし、ＩＮＴとＭＮＤが低下するうえに、『呪』なんてものが装備の名前に付いている。

			　これはつまり、呪い装備ということなのだろう。

			「なんじゃ、まさかその鎧(よろい)が気になるのか？」

			　ご老人がしかめっ面でやってきた。

			　今は俺たちしか客がいないみたいだから、暇(ひま)なのか。

			　まあ、近くに店員（店主か？）がいるなら聞いてみよう。

			「すいません、これってどんな呪いが付いているんでしょうか？」

			　一言に呪いといっても、いろいろある。着たらお祓(はら)いをしないと脱げなくなる、常に何かしらの状態異常をかかえる、一定時間が過ぎるとダメージを受ける等々だ。

			　しかもその呪いは、ただ見ただけでは効力がわからない。

			　呪いの効力は、『鑑定』スキルを使うか、実際に装備すると知ることができる。

			　ただ、今回は店の売り物なのだから、店員に訊けば呪いの効力もわかるだろう。

			「ふむ……それには『アンデッド属性付与』の呪いがかけられておる。普通の僧(そう)侶(りよ)にはお勧めせんのう」

			『アンデッド属性付与』。

			　その名のとおり、装備者にアンデッドの属性を付与する呪いということになるのか。

			　アンデッドモンスターは炎、聖属性に弱く、回復系のアイテムや魔法も弱点だったりする。

			　だからこのアンデッド属性が付与されたら、それらのマイナス効果が発揮するのだろう。

			　となると、ちょっとこれは使い物にならないな。

			　炎や聖は相手に合わせればいいが、戦闘中に回復ができないのは致(ち)命(めい)的(てき)と言わざるを得ない。

			　回復なしで戦い続けるなんてことができるとしたら、回避能力に余程自信のある奴だけだ。

			　その回避能力も、この重装備のマイナス効果、ＡＧＩ－３が邪魔をして下がってしまう。

			　こんなの買う人間がいるのか？

			「ちなみにおいくらですか？」

			「一品物じゃが、返品なしで１０００ゴールドじゃ」

			　……わりと安いな。

			　一品物とか言っているが、他の重装備にある値札に書かれた額より安い。

			　返品なしとか言っているし、店側としても扱いに困ってるのかもだ。

			「でも、こんな呪いじゃ買う気にならないな……」

			　一番防御力が高いから、呪い次第では買ってもいいかと思っていたんだが、しょうがない。

			　俺は、その他にも、防具として優秀だが呪いつき、という品を数点見た。

			　しかし、結局どれも使いモノにならないと判断し、ガッカリといったため息を漏(も)らした。

			「そういえばお主たちの予算はいくらなんじゃ？」

			「１０００ゴールドです」

			　これはゲーム開始時の所持金で、プレイヤー全員が最初から持っている支度金だ。

			　どこから来た金なのか知らないが、数千人規模のプレイヤーがこの金を使って、町の経済に変な混乱が起きやしないかと少し気になる。

			　だからといって、使わないわけにはいかないんだが。

			「１０００か……それなら価格が手ごろな盾(たて)を先に見(み)繕(つくろ)ってみてはどうかのう？」

			「盾(たて)……か」

			　盾(たて)も僧(そう)侶(りよ)が扱える装備だ。将来的には、杖(つえ)の他に盾(たて)を持って防御力を上げるか、鈍(どん)器(き)を持って攻撃力を上げるか、もしくは二本杖、大杖を持って回復力を上げるか、という選択になるというようなことが、サイトには書かれていたな。

			　加えて言うなら、俺にとって盾装備は馴(な)染(じ)み深い。見ておいて損はないだろう。

			「盾(たて)はこっちじゃ」

			　こうして俺たちは、ご老人の後を追って盾(たて)売り場にやって来た。

			「……こっちは安いのだと１００から５００ゴールドってところか」

			　盾(たて)につけられた値札を見ながら呟(つぶや)きつつ、俺は近くにあった小盾と大盾を調べる。

			　

			　【バックラー　耐久値 ７０００　重量 ５

			　　ＳＴＲ ＋１　ＶＩＴ ＋２】

			　

			　【ラージシールド　耐久値 ７０００　重量10

			　　ＳＴＲ ＋１　ＶＩＴ ＋５　ＡＧＩ －２】

			　

			　小盾は大盾と比べて防御能力が低く、大盾は防御能力が高いものの、移動速度にマイナス補正がかかるという違いがある。

			　また、盾(たて)も装備するとＳＴＲに補正が付く。武器として扱えるということの証明なんだろう。

			「盾(たて)を使い慣れていない初心者は、バックラーがお勧めじゃぞ」

			「いや、盾(たて)は使い慣れてますので」

			「ふむ？　そうじゃったか」

			「はい」

			　とはいっても、ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)ゲームのなかでの話だが。

			　けれど俺は、そこで盾(たて)の使い方を熟(じゆく)知(ち)したと言っても過言ではない。

			　こんなことを言うと、リアルに盾(たて)を使っていた人たちから怒られそうだけどな。

			「……なにも装備やジョブだけで優(ゆう)劣(れつ)が決まるわけじゃない……か」

			　俺は盾(たて)を持つと、ＭＭＯにもいろいろな力があるということを思い出しつつ呟(つぶや)いた。

			「？　どうしたのよ、シン？」

			「これからする決闘(デユエル)での方針が、見えてきたのさ」

			「方針？」

			　俺が１人で納得すると、横にいたミナは首を傾げていた。

			　どういう意味かは、彼女にもすぐにわかるだろう。

			「すいません。このバックラーとラージシールドを、１つずつ下さい」

			「む？　２つとも？」

			「はい、２つとも」

			　俺は、バックラーとラージシールドの料金を支払った。

			　そして２つの盾(たて)を、それぞれ左右の手に持つ。

			　右の大盾が重く、確かにこれでは動作にマイナス補正がかかるなと感じる。だが、これくらいの重量感があったほうが頼もしいと思い直して、口元に笑みを浮かばせた。

			「１つは後ろにいる娘のかの？」

			「いえ、両方俺が使う用です」

			「？？？　お主は僧(そう)侶(りよ)なのではないかのう？　杖(つえ)はどうするんじゃ？」

			「必要ないです。なんと言っても、俺は敵の目をひきつけるタンクですから」

			「た、タンク……？」

			「はい」

			　俺は困(こん)惑(わく)するご老人に金を渡し、２つの盾(たて)を手に持って防具屋から出た。

			『二枚盾』という罠(わな)を張ったタンクの戦い方を、クラスメイトたちに見せてやる。

		

	
		
			　

			６　二枚盾のシン

			　

			　準備を終えた俺たちは、町の外を少し歩いた地点で、ＭＯＢ(モンスター)相手に戦闘を行っている１年２組の集団と合流した。別行動をしていたのは、大体１時間ほどだったと思うが、クラスメイトの何人かは、もうそれなりにＭＯＢ(モンスター)と戦うことにも慣れた様子だ。

			　そして、そのなかにはフローズたちもいる。

			　あいつらは俺とミナを見た途端、狩り途中のＭＯＢ(モンスター)を他のパーティーに譲(ゆず)って近づいてきた。

			「おやおや、逃げずにちゃんと来れたようだね、回復職(ヒーラー)の一(いち)之(の)瀬(せ)君？」

			　フローズは相変わらず俺を馬鹿にした様子で、そんな口上を述べてきた。

			「ここで勝たないと、ゲーマーとして示しがつかないからな」

			「……へえ、君は俺に勝つ気でいるのかい」

			「当たり前さ」

			　戦うのなら常に勝つ気で戦う。常識だろ。

			「負ける準備はできているか、フローズ」

			「勝つ準備ならできている……というか、俺をキャラネームで呼ぶな。クラスメイトにそう呼ばれるのは恥ずかしい」

			「…………」

			　……恥ずかしいと思うのなら、今後は使わないでおいてやる。

			　だが、やはりこいつとは価値観が違うな。

			「まったくもって気に入らないな。俺は君のことが好きになれそうにないよ」

			「別にいいさ。俺も今お前を好きになれそうにないと思ったところだ」

			　こうして俺と氷(ひ)室(むろ)は睨(にら)み合う。

			　入学初日からクラスメイトと険(けん)悪(あく)なムードを作りたくはなかったが、仕方がない。

			「どうやら、お互い戦闘準備は完(かん)璧(ぺき)のようだな」

			　俺と氷(ひ)室(むろ)が目線で火花を散らしているところに、早(はや)川(かわ)先生がやって来た。

			　この人は自分の生徒たちを争わせるようなことをして、何がしたいんだろうか。

			「……一(いち)之(の)瀬(せ)君、君はそんな装備で本当に大丈夫なのか？」

			「はい、大丈夫です」

			　早(はや)川(かわ)先生は、俺が両手に持っている２つの盾(たて)を見て心配そうに言った。

			　確かに、これは決闘(デユエル)をするスタイルじゃないからな。早(はや)川(かわ)先生も予想外だったようだ。

			　まあ、こんな装備でも大丈夫な決闘(デユエル)方式にしてもらえないと、俺の勝率は低くなるだろうが。

			「ただ、決闘(デユエル)は一発勝負にしてもらえないでしょうか？」

			「一発か……氷(ひ)室(むろ)君はそれで構わないか？」

			「ええ、いいですよ」

			　決闘(デユエル)方式はどちらが早く相手に一撃入れるかという一発勝負に決定した。

			　俺の装備は白フードと盾(たて)二枚だ。一応、アイテムボックス内には狩り用の棍(こん)棒(ぼう)があるけど、今回は使わない。

			　対する氷(ひ)室(むろ)は、初期装備ではあれど全長１５０センチメートルほどの槍を持っている。

			　俺はステータス的に考えて、氷(ひ)室(むろ)より防御力が高いだろうが、攻撃力は歴然の差があるはずだ。

			　こんな状態で半減勝負、あるいは全損勝負などをすれば、俺は氷(ひ)室(むろ)にロクなダメージを与えられず、長期戦となってしまうだろう。

			　だから俺は、攻撃力、防御力が関係しない一発勝負で戦いたかった。

			　駄目なら駄目で、泥(どろ)仕(じ)合(あい)をして勝つまでだったんだけどな。

			　しかし、こうもあっさり一発勝負を受けるとは、どうやら氷(ひ)室(むろ)からしてみたら、俺の二枚盾が余程脅威に見えないらしい。

			　そういう思考になるだろうとは思っていたが。

			「では……決闘開始(デユエルスタート)」

			　早(はや)川(かわ)先生から決闘開始(デユエルスタート)の合図が出た。

			　それに合わせるようにして、俺の網(もう)膜(まく)に【決闘開始(デユエルスタート)】という文字が現れ、この戦いが成立したことを示してくる。

			　氷(ひ)室(むろ)のほうもそれは同じだったようで、開始早々にスキルを発動させてきた。

			「ふん、まずはその盾(たて)を吹き飛ばしてあげよう！　『ランスタックル』！」

			　氷(ひ)室(むろ)の槍と足から瞬(またた)くような光が溢(あふ)れ、俺に向かって一直線に飛び込んでくる。

			　それを俺は右手に持った大盾でガードした。

			　なかなか威力のあるスキルだが、それは大盾を軽く弾くまでで、俺には届かない。

			「くっ……やはりその盾(たて)は邪魔だな……『二段突き』！」

			　そして氷(ひ)室(むろ)は、やや緩(かん)慢(まん)な動作で槍の矛先を俺に向け、そこから２回の突きを放ってきた。

			　俺はそれを左手に持った小盾で、軽く受け流す。

			「ちっ……『パワースラスト』！　『横薙(な)ぎ』！　『二段突き』！」

			「…………」

			　俺がスキルを連続で捌(さば)いたのを見て氷(ひ)室(むろ)は舌打ちし、更にスキルを連打してくる。

			　そんな氷(ひ)室(むろ)の行動は、俺には馬鹿げているとしか思えなかった。

			　何か狙(ねら)いがあるにしても、これはいただけない。

			　結局、その後も俺は氷(ひ)室(むろ)が放ってきたスキルをすべて防いだ。

			「ぐ……くそっ！　なんなんだ！　さっきから君は守ってばかりじゃないか！」

			　氷(ひ)室(むろ)は俺から一旦距離を置き、やや息を切らしながら怒(ど)鳴(な)ってきた。

			「タンクは守ってナンボだろ」

			　俺は、呆(あき)れ混じりに言い返した。

			　タンクにおいて、守ってばかりというのは褒(ほ)め言葉である。

			「だからといって、タンクが攻撃しなくてもいいだなんてことにはならない！」

			「まあ、正論だな」

			　タンクは常に、ＭＯＢ(モンスター)からヘイト（敵対心）を集めなくてはいけないし、殲(せん)滅(めつ)速度上昇のために、それなりに攻撃をしたほうがいいというのは確かだ。

			　しかし、守ることを疎かにしたタンクなど、お荷物にしかならない。

			　従来のＭＭＯＲＰＧとは違い、よりリアルな戦闘が楽しめるＶＲＭＭＯＲＰＧ、そしてそのなかでもＰｖＰに力を入れているタイプのゲームでは、実際に守るという行動を取らないと、タンクでさえかなり脆(もろ)いからな。

			「なら君も攻撃してこい！　『ランスタックル』！」

			「……言われずともだ」

			　氷(ひ)室(むろ)が喋(しやべ)りながらもスキルを発動させてきたのを見て、俺は小さく呟(つぶや)く。

			　俺は氷(ひ)室(むろ)の叫びを聞く前に軽く横へ動いて『ランスタックル』を避け、突っ込んできた氷(ひ)室(むろ)の頭上目掛けて小盾を振り下ろした。

			「がっ!?」

			「決闘(デユエル)終了だ」

			　小盾は氷(ひ)室(むろ)の頭に命中した。それは無事に攻撃と判定され、決闘(デユエル)終了の文字が現れる。

			　決闘(デユエル)は俺の勝ちだった。

			「槍のリーチを生かせばいいものを……なんで突進スキルを使って間合いを潰すかね……」

			　俺はそのあっけない結末に、大きくため息を漏(も)らすばかりだった。

			　氷(ひ)室(むろ)が最後に使った『ランスタックル』は、敵との間合いを一瞬で詰められる優秀なスキルだったんだろうが、リーチで勝っている今回のような戦いでは、あまり多用すべきではない。

			　また、スキル終了時の硬(こう)直(ちよく)時間が僅(わず)かに存在しているように見受けられた。一発貰えば即終了というこの戦いでは、使い勝手が悪いように感じる。

			　もしも俺が氷(ひ)室(むろ)の立場だったら、絶対に振らなかっただろう。

			　スキルの仕様を、正確に把(は)握(あく)しきれていなかったこの男の負けだ。

			「な……なんだ今のは……なんで今の攻撃を簡単に避けれるんだい！　おかしいだろう！」

			「おかしいって何がだ？」

			「君はＡＧＩにポイントを１も振っていないじゃないか!?　なのに、あの速度で出した攻撃を、どうしてあっさり避けられるって言うんだい!?」

			「それか……」

			　どうやらコイツは対人戦慣れしていないのだろう、と俺は確信した。

			「お前は決闘(デユエル)の最後に『ランスタックル』を使用してきたが、それは最初に放った『ランスタックル』と完全に同じ予備動作を行っていた。そのモーションを見れば、スキルを振ってくる前でも何が来るのか簡単に想像できる」

			「予備動作……だと……」

			「対人戦重視の『ＥＥ』や『ＫＮＯ』、『Ｆ８』あたりでは、必須のプレイヤースキルなんだが」

			　ここに挙げたＶＲＭＭＯは、人と人が争うのをメインに置いたゲームだ。

			　それらのゲームでは「相手と行動の読み合いをする」という格ゲー的な要素があり、向こうの挙動に合わせてこちらも動かないと即死亡、というシビアさを持っている。

			「……お前が普段プレイしているのは、『ＦＭ』か『Ｄハン』あたりの、ＰｖＥ（プレイヤーvs.エネミー）がメインのゲームか？」

			「そ、そうだけど……それがどうしてわかるんだい？」

			「俺もそのゲームはやっているから、なんとなくわかったのさ。お前はＰｖＰに慣れていない、ＰｖＰに関するプレイヤースキルが低いってな」

			「な……俺のプレイヤースキルが低い……だって……？」

			「あくまでＰｖＰでの話だけどな」

			　ライトゲーマー向けのＭＭＯゲームとして確固たる地位を築いた『ＦＭ』『Ｄハン』も、やりこむと深い知識や経験に裏づけされた素早い立ち回りが求められるようになってくるが、これらのタイトルはライトゲーマー層を取り込むために、プレイヤースキルで大きな差が出ないよう作られている。特に『Ｄハン』はアクション要素の比重が大きいものの、プレイする敷(しき)居(い)を低くするために、シリーズを重ねるごとにライトゲーマー寄りの作りとなってきていた。

			　そのせいで、ヘビーゲーマー層からは不満の声が噴(ふん)出(しゆつ)したりしているタイトルだ。

			　企業として、どのゲーマー層を狙(ねら)ったモノを作るかというのを考えての結果だというのはわかっているから、別に批判するわけではないけれど、俺も少し不満を持っている。

			　プレイヤースキル重視のゲームだと、ハードルが高くなりすぎてゲーム人口が少なくなる、という弊(へい)害(がい)があるからな。難しい話だ。

			　そして、ＰｖＥメインのゲームで遊ぶゲーマーは、「相手の行動を読む」ということはできても、「自分の行動で相手はどう動くか」という点で、ＰｖＰメインのゲーマーに後れを取ることが多い。

			　また、それ以外にも大きな勘(かん)違(ちが)いをしてしまう奴が出てくるのも、確かと言える。全員が全員ではないのだが、これはもはや、ステータス依存のゲームにおける宿命、と言ってもいい。

			「氷(ひ)室(むろ)、お前はジョブやスキル、レベル、装備といったものでは語れないプレイヤースキルを蔑(ないがし)ろにしてきたんじゃないのか。ただ単純にレベルを上げて、良い装備を手に入れさえすれば勝てる、という幻想に囚(とら)われていたんじゃないのか」

			「ぐ……」

			「クロクロにおける騎士は、最初から攻撃スキルと防御スキルがバランスよく備わっているが、僧(そう)侶(りよ)はレベル３になるまで攻撃スキルがなく、回復スキルと援(えん)護(ご)スキルしか持ち合わせていない。俺が回復職(ヒーラー)だから、攻撃スキルや防御スキルを持っていないだろうと、攻撃スキルでごり押せば勝てるだろうと、そう思ってお前は俺との決闘(デユエル)に臨んだんじゃないのか？」

			「うぅ……」

			　ライトゲーマー向けに作られたゲームは、ゴリ押しで進めることが簡単にできてしまう。

			　そのため、プレイヤースキルを磨かないプレイヤーの比重が大きくなり、レベルが高くて装備が強いだけのＮＯＯＢ(ヘタクソ)が量産される傾向がある。

			　氷(ひ)室(むろ)がＮＯＯＢ(ヘタクソ)かどうかは今の戦闘だけでわかるものでもないが、ゲームのシステムで動く敵と戦うＰｖＥを、人同士の読み合いが重要であるＰｖＰと同列に考えてしまっているところは、いただけない。

			　その２つはまったくの別物だ。ＰｖＰでは、プレイヤースキルの差が如(によ)実(じつ)に現れる。

			　今回の決闘(デユエル)で俺は堅実な防御を続け、じれた氷(ひ)室(むろ)がスキルを使う瞬間を狙(ねら)うことで、なんとか勝とうと考えていた。

			　なので氷(ひ)室(むろ)が不用意な一撃をしてくれるように、いつも使っている二枚盾の戦術を取った。

			　あえて武器を装備せずに二枚の盾(たて)を持った戦術のメリットは、防御力が高いというだけではなく、敵の思考を誘導するという点にこそある、と言っていいだろう。

			　こちら側に武器がないと知ると、相手は程度の差こそあれ、自分がやられるかもしれないという心理的恐怖から解放されて、隙(すき)を生じさせる。

			　その結果、俺と相対した敵は二枚盾の罠(わな)にはまり、安直な行動を取ることが多くなるのだ。

			　加えて、俺の防御をいつまでたっても突破できないプレイヤーは、精神的に追い詰められ、俺以上に疲労値を増大させ、ますます安直な攻撃をしやすくなっていく。

			　俺は氷(ひ)室(むろ)をこの罠(わな)にはめて、何も考えずに攻撃をさせるよう誘導するため、守りに徹していた、というわけだ。

			　しかし、最初からあれだけスキルを連発されると、逆に何か意味があってのことかと思って少し警(けい)戒(かい)したのだが、結局何もなかったので、肩(かた)透(す)かしを食らった気分にさせられてしまった。

			『スキルでごり押しができるのは、ミドルゲーマーまで』

			　対人戦ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)ゲームの上位陣にリアルの格闘家が多数存在する昨今では、よく聞かれる言葉だ。

			　それに、ＰｖＥメインのＭＭＯゲームをメインで遊んでいたゲーマーが、ＰｖＰ寄りのＭＭＯゲームを始めると、ＰｖＰメインのゲーマーに後れを取る。これも少し考えればわかりそうなものなのだが、それでもこういった事実を認識していないゲーマーはわりとガチで多い。

			　特に、ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)ゲームではキャラクターが自身と同一化しているため、自分が強いものだと錯(さつ)覚(かく)してしまうケースが多い、とも言われていたりする。

			　おそらくは氷(ひ)室(むろ)も、この心理に陥(おちい)ってしまったゲーマーであるのだろう。

			「ＭＭＯを舐めるなよ。どれだけ時間をかけてレベルを上げたかとか、ジョブの違いだとか、装備の優(ゆう)劣(れつ)だとか……それだけでは勝敗なんて決まらない、ということをよく覚えておけ」

			　俺は氷(ひ)室(むろ)にそう告げた。

			　ヘビーゲーマーだという自負があるゆえに、つい余計なことを口走ってしまった。

			「…………」

			　実際のところ、こんなことを真面目に言う奴は痛いということはわかっている。

			『ゲームでなにマジになってんだよ』と思われても仕方のないってことも、わかっている。

			　ただ気軽に遊びたいという層にとって、プレイヤースキルなんてどうでもいい話だ。

			　けれど、俺は止められなかった。

			　学校入学初日から、俺はクラスメイト相手に自分のゲーム思想を語ってしまった。

			　アホすぎるにもほどがある。周りで見ていたクラスメイトも静まりかえってるし。

			　多分、ドン引きされてるんじゃないか、これ。

			「……二枚盾のシン…………もしかして【ワールドデストラクション】に所属してる『シン』？」

			　そんなことを思っていたら、１人の男子生徒が、俺を見ながらそんなことを呟(つぶや)いていた。

			「なあ……一(いち)之(の)瀬(せ)って『ＥＥ』でも、二枚盾をメイン兵装にしてるキャラ、使ってないか……？」

			「……よく知ってるな」

			　知っている奴がいるとは、驚いた。

			　確かに俺は、『ＥＥ』で二枚の盾(たて)を使って、戦場を駆け回っている。

			　今回俺が盾(たて)を二枚使用したのは、そのときの感覚で動こうとしたためだ。

			「な……マジか……」

			「え……？　二枚盾の『シン』っていうと……ここ２年間、ほぼ毎日ログインして好成績を上げているのに、デッドしたところは一度も見られていないっていう……？」

			「【黒(こく)狼(ろう)】の部隊員10人に粘(ねん)着(ちやく)されるのを、たった１人で戦って生き残り続けた動画でネタ化してる、あの『シン』……？」

			「大会に出場していないプレイヤーのなかでも、最強クラスって言われてる奴じゃねえかよ！すげえ！」

			「…………」

			　なんだか、結構詳しい奴が多いな。

			　というか、ネタ扱いされてるという話は、驚いているんだろうが、ギャグにしか聞こえない。

			【黒(こく)狼(ろう)】が粘(ねん)着(ちやく)してくるのは、いつものことだし。

			　しかし、どうしてこんなに知ってる奴が――。

			　……あ、そっか。

			　元々、俺たちは全員クロクロを始めようとしていた集団だ。

			　なかには初心者も混じっているが、他のネトゲに詳しい奴がいても不思議じゃないのか。

			「でも、どうしてそんな奴がヒーラーに……？　『シン』ってタンクだっただろ？」

			　俺が回復職(ヒーラー)をやっていることに、疑問の声が出てきた。

			「……初期設定のときに手が滑(すべ)ったんだ。本当は戦士をやる予定だった」

			　俺は当然の疑問に軽く答えた。

			　今更だが、クラスメイトには言っていなかったな。

			「なるほど……そういえば戦士の項目の隣って、僧(そう)侶(りよ)だったな」

			「それでＶＩＴ全振りか……」

			　俺がなぜ、僧(そう)侶(りよ)なのにＶＩＴ全振りしたのかに納得するような声が、ちらほらと上がる。

			　しかし、いくら納得しようとも、俺はＶＩＴ全振りの僧(そう)侶(りよ)だ。

			　そこから一人前の僧(そう)侶(りよ)になるには、かなりの労力が必要になる。

			「まあ……そういうことなので、俺は別行動させてもらえませんか、早(はや)川(かわ)先生」

			「いいだろう。それが約束だったからな。常識の範囲内で好きにするといい。ただし、夜が更(ふ)ける前に戻ってくるように」

			「わかりました、では」

			　俺は、クラスメイトに背を向けて走り出す。

			　ここから先は、ひたすらレベル上げだ。

			　一応、武器として棍(こん)棒(ぼう)は購入してあるから、地道にＭＯＢ(モンスター)を１匹ずつ狩っていこう。

			「ちょっと！　置いていかないでってば！」

			「…………」

			　と思っていたら、後ろからまたしてもミナがついてきた。

			　彼女はやや怒り調子で、俺のほうへ走ってきている。

			「……本当に俺のパーティーメンバーになるつもりか？」

			「当たり前じゃない！　さっきパーティーメンバーとして握(あく)手(しゆ)したじゃないの！　なにボケてんのよ！」

			「ボケって……」

			　別に、そこまでボケたことを言ったつもりはないんだが。

			　しかし、確かにさっきよろしく頼むと言ったな。パーティーメンバーとしてというか、クラスメイトとしてのよろしくだったんだが……まあいいか。

			　俺はミナに最終確認を行うべく口を開いた。

			「……何度も言うようだが、俺といると効率が悪いぞ？　他の奴とパーティー組んだほうが、早くレベル上がると思うぞ？」

			「だからそんなの知らないわよ。それともなに？　私がパーティーに入ると、あなたは効率が悪くなるの？」

			「いや、そういうことはない」

			　むしろ入ってくれたほうが、俺にとっては効率的だ。

			「なら、私はあなたとパーティーを組むわ。私はクラスでチヤホヤされたくないし、あなたにとっては人手が増える。それでいいじゃない」

			　結局、互いのメリットを提示されたら、断る理由もなくなる。

			　俺は頭を掻(か)きつつも、これ以上の口論は無意味だとしてメニュー画面を開く。

			「……はぁ。わかった。それじゃあしばらくよろしく頼む、ミナ」

			「うん。こちらこそよろしく、シン」

			　そして俺は、メニューに備え付けられたパーティー申(しん)請(せい)をミナに送る。

			　彼女は突然現れた表示に驚いたような表情をしつつも、指を動かして許可の操作をした。

			　

			　彼女はＭＭＯ初心者だが、俺が教え込めばそれも問題ないだろう。

			　こうして、俺にパーティーメンバーが１人できた。

		

	
		
			　

			７　ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)

			　

			【ＮＡＭＥ ミナ　ＪＯＢ 剣士　ＬＶ １

			　ＨＰ １３２　ＭＰ 80】

			　

			　俺のパーティーメンバー、ミナは、剣を武器にして戦う剣士だ。

			　剣士のジョブには、アタッカーの役割が割り振られている。

			　だから、攻撃手段が貧弱である俺はタンク、ミナがアタッカーという役割をこなせばいい。

			　そう考えた俺は、クラスメイトたちがいるところから遠く離れた場所にある沼地フィールドにて、大きなカエルを盾(たて)で押さえつけていた。

			　あまりゲーム的な足止めではないが、仕方がない。

			　俺には、タウント（挑発）スキルも足止めスキルも、ないんだからな。

			　物理的な足止めを実行するしかない。

			「よし、やれ」

			「お、おーけー……」

			　大盾を上から押し付けられて動けずにいるＭＯＢモンスター『ビッグフロッグ』を前にし、ミナがやや躊躇(とまど)う様子を見せつつも、剣を数度突き刺す。すると、ビッグフロッグは体から血を噴(ふん)出(しゆつ)させながら痙(けい)攣(れん)し、やがて白い煙(けむり)と化した。

			　それを確認した俺は、メニュー画面を開いてアイテムボックス内の中身をリストアップする。

			　俺のアイテムボックス内には、ビッグフロッグの死(し)骸(がい)とＦ級魔石が入っていた。

			　ビッグフロッグの肉１匹分につき50ゴールド、Ｆ級魔石１つにつき30ゴールド手に入る。

			　そういうクエストが、冒険者ギルドという依頼斡(あつ)旋(せん)所にあったのは確認済みだ。

			　ここで出てくるビッグフロッグは討(とう)伐(ばつ)ランクがＦで、基本的に単独行動をしており、仲間意識が薄くて同種が誰かに攻撃されていても気にしない――つまりＡＤＤ（増援）に悩まされないらしいので、俺はここを狩場に選んだ。

			　また、ビッグフロッグは時々能力低下の粘液を飛ばすのだというが、こうして上から押さえつけてしまえば問題ないだろう。

			「……経験値は３か。レベルアップまであと10匹は倒す必要があるな」

			「うげぇ……」

			　更に経験値も確認すると、ミナがとても嫌そう、といった渋い表情で変な声を上げた。

			　多分、血がリアルすぎて引いているんだろう。俺もアースでの狩りがここまでエグイとは、思わなかったからな。

			　これもアースがＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)ではない、ということを理解させられる一例だが、それと同時に、ドロップアイテムが自動的にアイテムボックスへ収納される、というところが納得いかない。

			　そう考えると、メニューやステータス、アイテムボックスも、どう解釈していいのやらだけど。

			　まあいい。そんなことを考えても仕方がない。

			　今の俺たちがすべきことは、レベル上げだ。

			　俺は、すぐ近くに寄ってきたビッグフロッグへ盾(たて)を押し付けて、再びミナを呼ぶ。

			　飛び跳ねたりして押さえつけるのが難しいのもいるが、そこまですばやいＭＯＢ(モンスター)でもない。

			　俺たちは１匹ずつ淡々と確実に倒していき、経験値と金を増やしていった。

			「……ん？」

			　そんなとき、沼地の奥から変な集団がやって来た。

			　先頭には覆(ふく)面(めん)を被った人間が走っていて、それを十数匹のビッグフロッグが追いかけている。

			　そいつらは、段々と俺たちのほうへと近づいてきて――。

			「……まさか……ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)か？」

			　ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)。

			　ＭＯＢ(モンスター)を意図的に集めて他のプレイヤーに押し付け、殺させる、その手法が脳(のう)裏(り)をよぎった。

			　この辺りのＭＯＢ(モンスター)は集団で襲ってくるということがない、という情報を町で仕入れていたからこそ、この狩場を選んだ。

			　なのに、あれだけの数のＭＯＢ(モンスター)が固まっているというのは、意図的としか思えない。

			「逃げるぞ！　ミナ！」

			「え？　で、でも――」

			「あのビッグフロッグの数はマズイ！」

			　さっきまでは１匹ずつ狩っていたからダメージも受けていないが、十数匹という数を相手にしたら、ミナを守りきる自信がない。

			　俺は戦士職でも騎士職でもないから、挑発スキルなんて持っていない。

			　集団戦になった場合に狙(ねら)われるのは、ダメージディーラー（ＤＰＳ）のミナだ。

			「あ……」

			　ここで彼女を死なせてしまっては、面目が立たない。

			　俺はミナの手を取って走る。

			「くっ……！」

			　しかし、先頭にいる覆(ふく)面(めん)を被った軽装の人物は、俺たちより足が速かった。

			　覆(ふく)面(めん)は俺たちのほうを向きながらも、軽く追い抜いていく。

			「……え？」

			　そして、その覆(ふく)面(めん)は忽(こつ)然(ぜん)と姿を消した。

			　何が起きたのか、よくわからない。

			　だが、目の前から覆(ふく)面(めん)の……プレイヤーが消えてなくなったことだけは理解できた。

			　これでＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)は確定なのだろう。

			　プレイヤーだったのかどうかについては、顔を隠していたために判別が不能だったせいで、俺の推測ではある。しかし、あの覆(ふく)面(めん)は俺たちを殺しにきたのだと断言できる。

			　俺はこの窮(きゆう)地(ち)を打開するために、ミナへ命令した。

			「……ミナはこのまま走れ。俺はビッグフロッグを倒してくる」

			「え!?　だ、だったら私も――」

			「お前は邪魔だ。足手まといだからさっさと逃げろ」

			「な――」

			　驚(きよう)愕(がく)の表情をしているミナから手を離し、俺はビッグフロッグのほうへ向けて駆け出す。

			　キツイ言い方だが、こうでも言わないと逃げてくれそうにないからな。

			　それに、１人で戦ったほうが安全だというのも確かなことだ。

			「いくぞ！」

			　俺は走りながらアイテムボックスを開いて、小盾と棍(こん)棒(ぼう)を持ち替える。

			　攻撃力が低い俺がＭＯＢ(モンスター)を倒すのには多少時間がかかるだろうが、最終的に勝てばよい。

			　目の前にビッグフロッグが迫る。

			「うらあ！」

			　すぐ近くにいる１匹の巨大なカエルに、俺は棍(こん)棒(ぼう)を振るう。

			　一撃では死なないことなどわかりきっているため、最初に攻撃した１匹を執(しつ)拗(よう)に殴り続けた。

			　その最中、左右から押し寄せてくる他のＭＯＢ(モンスター)に押し潰されないよう立ち回り、大盾で塞(ふさ)ぎ、棍(こん)棒(ぼう)でけん制する。

			　だが、行動パターンを読み切れていない十数匹のＭＯＢ(モンスター)に囲まれている状態で攻撃を避けるというのは難しく、俺は背後にいた敵に体当たりをくらってしまう。

			「ぐっ！」

			　しかし、それは大したダメージにはなっていない。今の攻撃で俺のＨＰゲージが１ドットほど減ったが、これならあと数十発は食らっても平気だろうと確信が持てた。

			「!?」

			　けれど、そんな余裕も僅(わず)かに揺らぐ。３匹のビッグフロッグが今までとは違う動きをしたかと思うと、俺に向かって黒い粘液を吐き出してきた。

			　この攻撃は初めてだ。

			　２匹分の粘液は盾(たて)で防ぐことができたが、１匹分が俺の体に付着してしまった。

			　体の動きが、若(じやつ)干(かん)鈍くなったように感じる。

			「……『ヒール』！　『キュア』！」

			　どのようなバッドステータスを得てしまったのかわからないものの、俺は回復魔法と治療魔法を自分自身に振りかける。

			　……治らなかった。

			「くっ……」

			　魔法は確かに発動した。

			　なのに俺のＨＰは回復しないうえに、状態異常らしき体の鈍さも治らない。

			　若(じやつ)干(かん)重い体を無理矢理動かし、やっと最初に攻撃したビッグフロッグ１匹を倒したところで、再び治療魔法を使用してみる。

			　しかしそれでも治らず、そのまま次のＭＯＢ(モンスター)を倒すべく棍(こん)棒(ぼう)を振るった。

			『キュア』は状態異常を治す回復魔法の一種だが、これで治らないとするなら、今の俺は毒や麻(ま)痺(ひ)とは違ったバッドステータスを受けていることになる。

			　つまりは事前に調べたとおり、能力低下――ステータス低下の攻撃なのだろう。

			　これは珍しくもなんともないので、今がどういう状況なのか理解できるのだけれど、『ヒール』で俺のＨＰが１も回復しないというのは予想外だった。

			　普通は、ＭＮＤがなくても少しは回復したりすると思うんだが、この異世界(ゲーム)のルールではそうなっているのか。

			　もしかして、ここでの『ヒール』は、ＭＮＤで割と自由に威力が決められる計算式になっていたりするのか？

			　だとしたらアレが使えたりするかもしれないが――。

			「シン！」

			「な……」

			　と、そこへミナの声が響いてきた。ミナがＭＯＢ(モンスター)に囲まれている俺のところへ駆けつけてきて、１匹のＭＯＢ(モンスター)を剣で斬りつけていた。

			　逃げろって言ったのに、どうして来たんだ。

			「バカヤロウ！　さっさと逃げろ！　ミナ！」

			「いやよ！　１人で逃げるなんて！　それより２人で早く倒しちゃいましょう！」

			　俺が声を荒らげると、ミナもまた怒(ど)鳴(な)り調子で言い返してくる。

			　そうこう言っているうちに、彼女は１匹のＭＯＢ(モンスター)を倒した。

			「く……」

			　あんなことをしていては、タゲがミナのほうに移ってしまう。

			　タンクはヘイト（敵対心）を溜めて、常に敵ＭＯＢ(モンスター)から標的(ターゲツト)されなければならない。

			　だが、アタッカーが無(む)闇(やみ)に攻撃を続けると、ヘイトが溜まって、ＭＯＢ(モンスター)がそちらに流れる。

			　下手なアタッカーがよくする行為だ。

			　俺は、冷や汗を掻(か)きながらもミナを見た。

			「…………？」

			　けれど、ＭＯＢ(モンスター)は俺を攻撃するばかりで、一向にミナを攻める素振りがない。

			「……へえ」

			　この状況を見て、とある可能性――回復魔法によって、かなりのヘイトが俺に集中しているのかもしれないと思い、自分へ向けて更に回復魔法をかけた。

			　ＭＯＢ(モンスター)からヘイトが集まるパターンは、大きく分けて３つある。

			　１つ目は敵ＭＯＢ(モンスター)に攻撃すること、２つ目はタンク職が持つタウント（挑発）スキルを使用すること、そして３つ目は回復魔法を使用することだ。

			　細かく見ていけば他にもいろいろあるのだが、この３つは大体のＭＭＯＲＰＧで採用されている。

			　つまり今、目の前にいるＭＯＢ(モンスター)のヘイトは回復魔法を使用している俺に溜まり、ミナのほうへは流れなくなっているのだ。

			　俺の回復魔法は回復量が０だったが、多分、回復魔法を使うこと自体のヘイトが大きいのだと思われる。

			　また、おそらく回復量に応じてヘイトが溜まるといった概念はないのかもしれない。

			　さすがに、タウントスキルほどヘイトを溜める魔法ではないだろうからな。

			　そう考えた俺は一筋の希望を見出して回復魔法を連発する。

			　途中でＭＰが尽きそうになるものの、あらかじめ町で買ってポケットに入れていたＭＰ回復ポットを飲んでゆるゆると回復しつつ、ＭＯＢ(モンスター)の攻撃を凌(しの)いだ。

			「ぐっ!?」

			　しかし、黒い粘液を再び受けたあとに使用した回復魔法には、なにか痛みのようなものを感じ、更に俺のＨＰが減った。

			　それを見た俺は、この現象に１つの確信を持ちつつ、ＨＰ回復ポットを飲んで戦い続ける。

			　そのあとも俺たちは戦闘を続け、どれだけの時間が経過したのかもわからない頃に、ようやくビッグフロッグをすべて倒すことに成功した。

			「はぁ……はぁ……ど、どんなもんよ！　やればできるじゃない！」

			「…………」

			　俺とミナは２人とも無事に生き残った。だが、いくつか気になることが出てきた。

			　俺はメニュー画面を開いて、自分のステータスを確認する。

			　

			【ＮＡＭＥ シン　ＪＯＢ 僧(そう)侶(りよ)　ＬＶ ２

			　ＨＰ １０４／１５９　ＭＰ ２／１２８

			　ＳＴＲ ０（６）　ＶＩＴ 50（56）→55　ＡＧＩ ０（－２）→－３　ＩＮＴ ０

			　ＭＮＤ ０→－１　ＤＥＸ ０→－１　ＬＵＫ ０→－１　ステータスポイント残り ２】

			　

			　ＶＩＴ、ＡＧＩ、ＭＮＤ、ＤＥＸ、ＬＵＫの数値が１下がっていた。これは『キュア』では治療できないステータス低下系の状態異常、さっきのＭＯＢ(モンスター)が吐いた粘液によるものだろう。

			　……今なら試せるな。

			「……『ヒール』」

			「ぎゃわっ!?」

			「…………」

			　ミナにヒールをかけると、彼女は奇声を上げた。

			　同時に、彼女のＨＰが削られたのを、俺は見た。

			　これは確定と言っていいだろう。回復量が０だったときも、もしかしたらと思っていたが、これでアースにおけるヒールの仕様を完全に把(は)握(あく)できた。

			「……まさかダメージヒールがあるなんてな」

			　いいことを知った。

			　ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)野郎は俺たちを殺す気だったのだろうが、今回は検証する手間が省(はぶ)けてラッキーだ。

			　俺は口元をニヤリとさせた。

			「ちょっと、いきなりわけわかんないことを人にしておいて、謝(しや)罪(ざい)はないの？」

			「ああ、悪い」

			「かるっ……まあいいけど。それで、さっきから何をぶつぶつ独り言喋(しやべ)ってんの？」

			「それについては町に戻る途中にでも話す。だがその前に、アタッカーとしてのヘイト管理についてみっちり教えてやる。覚悟しろ」

			「お、お手(て)柔(やわ)らかに……」

			　俺たちは、レべリングを中断して町へと引き返すことにした。

			「あと……なんで引き返してきたんだ。お前には逃げろと言ったはずだが？」

			「だから、１人で逃げるなんて嫌だって、言ってるじゃない！」

			「そんなことを言ってもだな……」

			　アースでの死は重い。

			　クロクロではあったはずの死に戻りという概念がない今、完全に死んでしまったら、二度と生き返ることはない。

			　それはアースからの永久追放を意味しており、加えて、俺たちの持つ異能(アビリテイ)の消失……それに関連してとあるモノも、なぜか消えてなくなるのだそうだ。

			　この情報はまだ一般公開されていないが、俺たち学生のクロクロプレイヤーには全員、伝えられている。

			　俺たちは死にたくないと思っている。おそらくミナも同じだろう。

			　なのに彼女は引き返してきた。

			　どうして、そんなことをしたのか？

			「……というか、あなたは本気で私が死ぬとか思ってたの？」

			「？　どういうことだ」

			「私の異能(アビリテイ)を忘れた？」

			「…………あ」

			　俺の疑問には、わりとあっさり答えが出た。

			　彼女の異能(アビリテイ)は『重力制御』。それを使えば空に浮くことだって、簡単にできる。なら、もしも自分の身が危険であると判断したら、空に飛んで緊(きん)急(きゆう)離(り)脱(だつ)をするということもできたのか。

			　そう考えると、さっきまでの俺は滑(こつ)稽(けい)だ。

			　必死になって彼女を守ろうとしていた自分を思い出して、頬(ほほ)が熱くなる。

			「でもまあ……私を心配してくれたのは嬉(うれ)しかったわよ……ありがと」

			　俺がミナからそっぽを向いて頭を掻(か)いていると、彼女は感謝の言葉を述べてきた。

			「……どういたしまして」

			　気を使わせてしまったようで申し訳なく思い、俺の頬(ほほ)はますます熱くなる。

			「とにかくさっさと戻ろう。ここからは、俺も結構役に立つってことを証明してやるから」

			「いや、別に役立たずだなんて思ってないわ……って置いてかないでよ！　もう！」

			　

			　こうして俺は、後ろから怒ったような声を出しているミナと一緒に町へと引き返した。

		

	
		
			　

			８　覚(かく)醒(せい)するヒール

			　

			「いらっしゃ――む？　どうかしたかの、お若いの」

			　俺とミナは町に戻ると、すぐさま冒険者ギルドに顔を出して、ビッグフロッグの肉をすべて引き取ってもらった。

			　それで得たお金が目標額に到達していることを確認すると、俺はつい数時間前に来た防具屋に再びやって来た。

			「ちょっと買いたい物ができましてね」

			「ふむ、そうじゃったか。それで買いたい物とはなんじゃ？　ローブか？　鎧(よろい)か？」

			「こっちの品物です」

			「む？」

			　俺はまた会うことになった店主（なんだろう、多分）のご老人と軽く会話をしたあと、店の奥にある重装備コーナーへと足を向ける。

			「……よし、まだあったな」

			　そして、ついさっき見た黒い鎧(よろい)を見て、ニヤリと口元を歪(ゆが)ませる。

			　

			【死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)　呪　耐久値 １００００　重量30

			　ＶＩＴ ＋10　ＡＧＩ －３　ＩＮＴ －10　ＭＮＤ －10】

			　

			「これください」

			「そ、それは……よいのかのう？　返品は不可じゃぞ……？」

			　店主は渋い顔をしながら、本当に買うのかと確認をしてきた。

			「構いません。これは俺にとって最強装備だと思いますから」

			「む、むぅ？　……そう言うのなら無理に引きとめはせんが」

			「１０００ゴールドです。お確かめください」

			「本気なんじゃな……あいわかった。好きにせい」

			　俺が金の入った袋を渡すと、店主は大きく頷(うなず)いた。

			「ありがとうございます」

			　俺は店主にお礼を言うと、鎧(よろい)を装備した。

			　ゲームなら、メニュー画面のワンクリックでシュバッと装着できるものなのだが、アースでは、実際に着る作業をしないといけないのが煩わしい。

			　とはいっても、装備品のサイズは魔法である程度自動的に合わせてくれたりするのだから、あまり贅(ぜい)沢(たく)なことは言わないでおく。

			　鎧(よろい)を装着すると、体に重い物がのしかかったという重量感を感じる。

			　俺はそれを気にせずに、動作確認をし始めた。

		

	
		
			[image: 145.jpg]
		

	
		
			「……それと、もしかして他にＭＮＤ……精神力を下げる装備とかって、あったりしませんか？」

			「精神力をか。ワシの店にはそれしかないが……他の店でよく探せば、もしかしたらあるかもしれんのう」

			「そうですか」

			　どうやら、ＭＮＤを下げる装備は少し珍しい部類に入るようだ。

			　あればあるだけ嬉(うれ)しいものなんだが、まあ仕方ない。

			「盾(たて)のことといい鎧(よろい)のことといい、お主は面白いことをするのう。僧(そう)侶(りよ)としての才覚に恵まれなかったか？」

			　そんな俺の思惑を正しく読み取ったらしきご老人は、笑いながら言った。

			「……まあ、そんなところです」

			　俺がＭＮＤを下げてやろうとしていることを、この人は理解しているような雰(ふん)囲(い)気(き)だ。

			　とはいえ、僧(そう)侶(りよ)が前衛をやるなんてマイノリティーだろうけど。

			「ほっほっほっ、わかった、もしそういった装備があればお主に知らせよう。名前と連絡先を教えてくれるかの？」

			「ありがとうございます」

			　そして最後に店主とそんなやり取りを交わし、俺とミナは店を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……ああ、そうだ。まあ、なければないでも別にいいから、店で聞くだけ聞いてみてくれ。それじゃ」

			　俺は夕焼け空を眺めながら、４人のプレイヤーに連絡をとった。

			　メニュー画面に通信機能が備わっているため、キャラネームさえわかっていれば――ブラックリストに入っていたり、迷宮に潜っていたり、別大陸にいたりなどしていなければ、という但(ただ)し書きがつくものの――誰とでも話すことができる。

			「ねえ、さっきから私、置いてきぼりなんだけど？」

			「ん？　ああ、悪い」

			　そういえば、ミナにはヘイト管理についてを話しただけで、今俺がしていることの意味をまったく説明していなかった。

			　傍(はた)から見たら、何をしようとしているのか、よくわからなかっただろう。

			「とりあえず、今日は最後にもう１回、ＭＯＢ(モンスター)と戦ってからクラスに合流しよう」

			　再び町の外にある草原地帯に出ると、手ごろなＭＯＢ(モンスター)がいないかと周囲を見回す。１匹の犬を発見した。

			「ミレイユコヨーテか」

			　ミレイユの町周辺にしか現れないＭＯＢ(モンスター)だから、ミレイユコヨーテという名前なのだろう。

			　クロクロサイトの情報によれば、ＭＯＢ(モンスター)中最弱のチュートリアル的なモンスターだ。

			　さっきもミナが１匹倒したが、スキル一発でやられてしまうほどに弱かった。

			　俺は、こちらに向けて走ってくるコヨーテを待つ。

			「さて……それじゃあ試させてもらおうか」

			　待ち受けること十数秒後、コヨーテが射程範囲内に入ったところで俺は手を振りかざす。

			「『ヒール』」

			　ゆっくり腕を上げ、回復魔法『ヒール』をＭＯＢ(モンスター)に向けて発動させた。

			　通常のヒールは白い光が対象者を包むのだが、効果が逆転したからか、俺のダメージヒールは黒いエフェクトを放っている。

			　ＭＯＢ(モンスター)はこの回復魔法一発でＨＰが空となり、その体を霧(きり)状(じよう)に変化させていった。

			「……ふぅん」

			　この結果を見て、どうやら今の状態でも序(じよ)盤(ばん)なら十分に通用しそうだと俺は判断した。

			　にしても一撃か。本当にチュートリアルなＭＯＢ(モンスター)だったようだ。

			「えっと……？　あなたって攻撃魔法持ってなかったわよね？　なんでモンスターやられちゃったの？」

			　ミナは何が起こったのかよくわからない、といった様子で首を傾げている。

			　なので、俺は彼女に説明することにした。

			「今のは攻撃魔法じゃなくて回復魔法……通称『ダメージヒール』だ」

			　ダメージヒール。それはＭＭＯゲームにおいて、回復職(ヒーラー)の放つ回復魔法でダメージが与えられてしまう謎(なぞ)仕様のことだ。

			　簡単に言うと、回復量を決める計算式にＭＮＤの数値が掛け算で直接組み込まれているため、それがマイナスになると、回復が反転してダメージになってしまうという理屈である。

			　だが、そんなことがリアルな世界と言っていいアースでもできるとは、思っていなかった。

			　どんな理屈が働いているのだろうか。

			　先ほどの店主の様子からして、もしかしたらこの世界にも知識としてはあるのかもしれない。

			　というか、ＩＮＴもマイナスになっているんだが、この状態で攻撃魔法を撃ったらどうなるんだ。回復魔法にでも転じるのか。

			　いや、それこそ意味不明な理屈だから、おそらく今現在マイナス数値なＡＧＩ同様、魔法攻撃にマイナス補正が働くだけだと思うけど。

			　まあ、俺にとってはダメージヒールが使えるという事実以外、どうでもいいな。

			　しかし、このダメージヒールは実際に使おうと思ったら、いろいろと問題が多い。

			　第一に、本来回復のための魔法を攻撃魔法として使用するため、回復手段が制限される。

			　回復魔法を使えばダメージが入る。なら、もう回復魔法として使うことはできない。

			　第二に、ＭＮＤをマイナスにするのは難しい。

			　今回のように、ＭＯＢ(モンスター)の特殊攻撃や装備品によってマイナス数値にすることはできないわけではないが、それは元々のＭＮＤが低いという前提が必要になる。

			　回復職(ヒーラー)を選んでおいて、回復魔法にかかわるステータスの数値が低いだなんていうパターンは、初心者か、馬鹿か、ダメージヒールという概念を知っているプレイヤーがネタとして作るか、くらいしかない。

			　なので、ＭＮＤを大きくマイナスにすることは、初見ではなかなかできないと言える。

			　そして第三に、回復魔法の射程はそこまで長くない。

			　少なくとも、魔術師職の扱う攻撃魔法より短いのが現在のＶＲＭＭＯにおける主流だ。

			　アースで射程を詳しく検証したわけではないが、クロクロの先行配信ＰＶを見た感じでは、おそらく他のＶＲＭＭＯと似たり寄ったりの射程だろう。

			　また、そのことで問題となるのが、攻撃魔法として回復魔法を扱おうとするなら、前衛にいなければ敵に当てられない、ということだ。

			　例外もあるが、基本的に中衛、後衛に位置する回復職(ヒーラー)が前衛をするのはかなり厳しい。

			　たまに回復職(ヒーラー)が前衛をしているパーティーも目にするけど、その大半はネタか、サブタンク、サブアタッカー的な役割であって、メインとして前衛ができるというのはまずない。

			　ソロではなく、パーティープレイを重視したタイプのＭＭＯゲームにおける仕様として、純粋な回復職(ヒーラー)が本気で前衛ができるのだとしたら、盾職と物理攻撃職の面目は丸潰れになる。

			　もしもプレイヤースキルを生かしての回復職(ヒーラー)前衛をするなら、普通に盾職前衛をしてくれたほうが数倍結果が出るから、そっちをやってくれという話だし。

			　こういった理由から、回復魔法を攻撃魔法として使用するのはメリットが少ない。

			　ダメージヒールが存在するゲームでも、宴会芸としてくらいしか使われていないからな。

			　しかし、今回は少し事情が違う。

			　俺は僧侶職でありながら、ＭＮＤは最低値。

			　さらに、大きなマイナス補正のある装備を発見し、それを手に入れた。

			　しかもこの装備、死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)には、回復魔法でダメージを受けるようになる、アンデッド属性付与の呪いがかけられている。

			　これについては安全を考(こう)慮(りよ)した状況で再度検証するが、おそらくはこれを着ながら俺が回復魔法を自分にかければ、普通にＨＰを回復できるかもしれない。

			　それに加えて、俺は本来戦士職を希望してＶＩＴ極振りを行った。

			　これからもステータスポイントをＭＮＤに振る必要がないのなら、あえてＶＩＴを伸ばし続けるのもいい。

			　タンク職固有の防御スキルや足止めスキルなどがないのが痛いが、ヘイトを溜めるスキルを回復魔法で代用できるから、擬(ぎ)似(じ)的(てき)なタンク職として、ある程度は戦える。

			　本当は普通にタンク職をしたいところだが、キャラデリできず、今の職とステ振りを生かしていかなければならない以上は、仕方がない。

			　まあ、ステ振りをプレイヤーに１００パーセント委ねているんだから、なんとかなるだろう。

			　とはいえ、焦(あせ)りは禁物だ。

			　ここからでも、ちょっと硬くて死ににくい回復担当を目指して、ＭＮＤを上げる方向へ持っていっても悪くはないのだから。

			　そんなことを、俺はかいつまんでミナに話した。

			「えっと……つまりあなたは回復魔法を攻撃に使えるってことで、いいのよね……？」

			　俺の説明を聞いたミナは、眉(まゆ)をひそめながらそう言った。

			　なんだか、あんまりよくわかってくれてないような気がするが……。

			「とりあえず、それだけわかってればいい」

			　俺はそう言い、ミナを連れて町へと引き返した。

			　自由時間も終了だ。そろそろ顔を見せないと早(はや)川(かわ)先生に何を言われるかわからないからな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……無事戻ってきたと思ったら、随(ずい)分(ぶん)仰々(ぎよう　ぎよう)しい装備をしているな」

			「僧(そう)侶(りよ)失格のステ振りですからね。なりふり構っていられませんよ」

			　クラス全員で泊まる予定となっている宿に引き返した俺とミナを、早(はや)川(かわ)先生が出迎えた。

			「それで、今日の成果はどんなものだ？」

			「一応俺とミナはレベル２になりました」

			「ほう、ならちゃんと上手くパーティープレイはできているようだな」

			「はい、まあ」

			　俺はタンクとして機能したし、ミナもアタッカーとして十分な働きを見せていた。

			　もう少し狩りをしたかったが、夕方までという約束だったし、ミナを長く連れ回すのも気が引ける。

			　なので結局、俺はほどほどのレベル上げで終わらせることにしたのだ。

			「これで１年２組は12人がレベル２になったか」

			「割と少ないですね」

			「言ってくれるな。私たちは安全性を考(こう)慮(りよ)して集団行動を心がけたんだ。狩りの効率が悪くても仕方がないだろう？」

			「ああ……それもそうですね」

			　他のクラスメイトは早(はや)川(かわ)先生主導の下で動いていたのなら、１人当たりの経験値が少なくなってしまっても仕方がないか。

			「それに、やはりどうしても、モンスターを狩るということに抵抗感を持つ生徒もいてな。その子たちには、別の方法でレベル上げをしてもらおうと思っている」

			「抵抗感ですか」

			　確かに、ＭＯＢ(モンスター)は血を吹きだしたりして生々しかったからな。

			　抵抗感のある生徒というのは、そういうのを見て拒否反応が出たんだろう。

			「本日の授業では誰も大きな怪(け)我(が)をしていないから、上出来と言えるさ」

			「怪(け)我(が)をしても、早(はや)川(かわ)先生ならすぐ治せるんじゃないですか？」

			「そのとおりだがな」

			　早(はや)川(かわ)先生のジョブは僧侶職だ。

			　だから生徒の誰かが重傷を負っても、たとえＨＰが０になったとしても――３００秒以内という制限が付いているものの――先生がいれば簡単に回復できる。

			　しかも先生は高レベルのはずだから、俺たち程度になら、低級の回復魔法や蘇(そ)生(せい)魔法を一発かけるだけで全回復だろう。

			「そうだ……先生って今いくつです？」

			「24だが？」

			「24ですか」

			　やっぱり、今日ログインした俺たちよりも大分レベルが高いな。

			　追いつくのはいつになることやら。

			「あと、これも少し気になっていたんですが、迷宮は今どこまで攻略されているんですか？」

			「……いや、迷宮攻略は現在行っていない。まずアースを見て回ることを優先して、私たちは動いているからな」

			「へえ」

			　まあ、迷宮攻略よりアースの住民とコンタクトを取ったほうが有益だろうからな。

			　それに、人手不足という現実もある。

			　クロクロのアカウントを所持しているプレイヤー、アースへと来れる権利を持つ地球人(プレイヤー)は、俺たちを含めても１万人しかいない。加えて、その１万人というのも、全員が全員調査に協力しているわけではなく、未だログインしていないプレイヤーも数多くいる。

			　こういった事情があるからこそ、俺たちみたいなのを集め、学費やら単位やらをエサにして働かせようとしているのだろう。

			「とはいえ、君たちに迷宮探索を禁止しているわけでもない。行きたければ行ってみるといい。ＭＯＢ(モンスター)は強力で、外よりエンカウントしにくいという傾向があるが、多くの生徒が狩りをしている外でのレべリングより、効率的かもしれないしな」

			　クロクロでは、世界を冒険するというのも１つの楽しみ方なのだそうだが、ゲームのメインは地下迷宮『ユグドラシル』の探索にある、と公式サイトでは発表されていた。

			　なので俺は、できれば迷宮にも行きたいと思っているし、あの小さな女の子、クロスの願いを聞いて、攻略を進めてみたいと思っている。

			「そうですか。それでは明日、行ってみます」

			　明日は迷宮探索に決まりだな。

			　……そうだ、あのことも一応伝えておこう。

			「話は変わりますが、ついさっきＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)に会いましたよ」

			「なに？　ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)だと？」

			「はい。顔は白い覆(ふく)面(めん)で隠されていて、見えなかったのですけどね」

			　先ほどあったＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)と、それを行った人間の特徴を早(はや)川(かわ)先生に教えた。

			　俺たちは大丈夫だったが、他のプレイヤーがやられたら一発退場になるかもしれない。

			　念のための報告だ。

			「やけに足が速かったので、ＡＧＩに極振りしているか、それなりにレベルが高いプレイヤーの仕業だと思います」

			「……君の言い方だと、ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)をしたのはプレイヤーであると確信しているように聞こえるな？　もしかしたらアース人の仕業かもしれないぞ？」

			「かもしれませんね。プレイヤーの犯行だと思ったのはただの勘です」

			　実のところ、俺たちを抜き去るときに、覆(ふく)面(めん)とは一瞬目線が合ったように感じた。

			　そのとき俺は、そいつがゲーマーであると予感した。

			　こんなせこい手を使って殺そうとしているのに、俺たちへ平然と目線を向ける奴が、アース人であるとは思えない。

			　ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)をした奴は、俺と同じゲーム感覚で動いているプレイヤーだ。

			　未だアース人との交流がほとんどない俺であっても、そう思えてしまう。

			「……わかった。ではアースに来ている地球人(プレイヤー)全員へＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)には注意するよう呼びかける。犯人が捕まるかは保証できないが、できる限り捜(そう)査(さ)をするよう上にかけ合ってみよう」

			「そうしてください」

			　思えば、無理矢理にでもＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)野郎を捕まえるべきだったかもしれないが、あの場にはミナやＭＯＢ(モンスター)もいたから、そっちを放っておくのもマズイ。

			　それに、俺は正義の味方でも自治厨でもない。

			　火の粉は振り払うが、マナーのなってない奴を積極的に潰す気もない。

			　この話は大人たちに任せて、俺たちはレべリングに励(はげ)むことにしよう。

			「……あ、そうだ。これもしておくか」

			　俺は早(はや)川(かわ)先生との会話の最後に、１つの検証を行うことにした。

			「早(はや)川(かわ)先生、ちょっと見ていてくれませんか」

			「？　見るって、何をだ？」

			「もし死んでしまったらリザ、お願いします……『ヒール』」

			　俺はその場で自分自身にヒールをかける。

			　ここに来るまでにも自動回復が働いて、ある程度ＨＰが回復していたが、自らの回復魔法で、俺のＨＰは一気に満タンとなった。

			　どうやら実験は成功のようだ。

			　俺はこのとき、ダメージヒールはかなりの強スキルだという予感を、確信に近いものへと変えた。

			「ありがとうございました、早(はや)川(かわ)先生」

			「いや、私は何もしていないんだが……」

			　俺が何をしたかったのか読み取れていない様子の早(はや)川(かわ)先生は、首を傾げている。

			　固い口調で少し怖そうな人だと思っていたが、こうして見ると割と可愛げがあるな。

			「いえいえ、早(はや)川(かわ)先生はただ俺を見ていてくれるだけで、良かったんですよ」

			「……さっきの質問といい……もしかして君は私に気があるのか？　だとしたらいけない教え子だな」

			　さっきの質問って、なんのことだ。

			　まあ、重要なことじゃなさそうだし、どうでもいいか。今日はもう疲れた。

			「そんなんじゃないですよ。では、そろそろ自分の部屋に行きます」

			　俺は、早(はや)川(かわ)先生に今日泊まる部屋の場所を教えてもらい、そそくさとその部屋へ移動した。

			　

			【ＮＡＭＥ シン　ＪＯＢ 僧(そう)侶(りよ)　ＬＶ　２

			　ＨＰ １５９／１５９　ＭＰ ９／１２８　ＳＴＲ ０　ＶＩＴ 50（67）　ＡＧＩ ０（－５）　　ＩＮＴ ０（－10）　ＭＮＤ ０（－10）　ＤＥＸ ０　ＬＵＫ ０　ステータスポイント残り ２

			　装備『死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)、バックラー、ラージシールド』

			　スキル［ヒールＬＶ１、キュアＬＶ１、リザレクションＬＶ１、戦闘時ＨＰ自動回復ＬＶ１、戦闘時ＭＰ自動回復ＬＶ１］】

		

	
		
			　

			９　シン様

			　

			「じゃあここで一旦別行動ね。今日はありがとう、シン」

			「いや、こっちも助かった。また明日も頼む、ミナ」

			　宿の部屋は当然男女別々なので、俺は女子部屋の前でミナと別れた。

			　今日は彼女がいてくれたおかげで狩りも捗った。

			　もしソロだったら、俺はまだレベル１だったはずだ。

			　まあ、今の俺にはダメージヒールがあるから、１人でもそれなりの狩り速度が出せるだろう。

			　が、ＭＰの関係上、それだけに頼るわけにもいかないから、やはり複数人で狩りをしたほうが効率的と言える。

			　ミナのほうも俺といて気疲れしないというのなら、このままパーティーを組むのもいいかもしれないな。

			　そんなことを考えながら、俺は男子生徒が集まる大部屋へと続く廊下を歩いていた。

			「一(いち)之(の)瀬(せ)君」

			「…………？」

			　俺の目の前に、１人の女子生徒が現れた。

			　黒いローブを着ていることから、魔術師職であろうと推(すい)察(さつ)できる。

			　はねっ毛交じりの、あまり整えられてないショートヘア。猫背なうえに、やや俯(うつむ)いているせいでよく見えないが、彼女の顔はとても整っているように感じた。

			　この少女は、もう少し身だしなみや姿勢に気を使えば、ミナにも負けていないんじゃないか、という印象を受けた。

			　俺の網(もう)膜(まく)に映る彼女のキャラネームは、『サクヤ』。

			　けれど、彼女の顔にもキャラネームにも見覚えがなかった。

			「ちょっと来て」

			「え？　ちょっ、な、なんだ？」

			　サクヤというキャラネームを持つ彼女は、俺の腕を突然掴(つか)んだかと思うと、そのまま宿の奥に歩き出す。

			　俺はそんな彼女に連れられ、１つの部屋へ入った。

			　おそらく女子用の部屋なのだろうが、今は俺たち以外、誰もいないようだ。

			「えっと……サクヤ……さん？」

			「サクヤでいい」

			「あっそ……それじゃあサクヤ、俺になんの用だ？」

			　ここに連れてきたということは、なにか用があるのだろう。

			　しかし、その用事の内容がわからない。

			　多分同じクラスの生徒だと思うんだが、俺は彼女のことを知らなかった。

			「一(いち)之(の)瀬(せ)くんが、『ＥＥ』で二枚盾を使っている『シン』だっていうのはホント？」

			　なんだ、その話か。

			「あ、ああ……本当だが」

			　俺は軽く頷(うなず)く。

			「じゃあもしかして……『ＰＯ』のトップギルド『ブルーファントム』に所属してる『シン』も君？」

			「……よく知ってるな」

			　驚いた。

			　別のゲームで遊んでいた俺のキャラも、当てられてしまった。

			「！」

			　彼女のほうも目を大きく見開いて、とても驚いたというような様子を見せた。

			「そ、それじゃあ『Ｄハン』で『ドラゴンキラー』って呼ばれてる『シン』や、『ＭＯＦ』のレイドコンテンツにおいて、最難関と呼ばれている、ＢＧＫ討(とう)伐(ばつ)を１人でやってのけたっていう『シン』もっ？」

			「いや、ＢＧＫ単(たん)騎(き)撃(げき)破(は)はデマだから。でも元ネタは多分俺だ……というか、本当によく知ってるな……お前も俺と同じゲーマーか」

			「！」

			　彼女は俺のプレイしていたゲームの使用キャラを、次々言い当てていく。

			　まあ、それらのゲームでは全部キャラネームを統一していたからな。

			　共通したネームを見て、彼女も『もしや？』と思って訊(たず)ねてきたんだろう。

			　だが、それだと、彼女は４つのゲームを網(もう)羅(ら)していることになる。

			　人のことを言えたもんじゃないが、彼女は相当ゲーム好きなんだな。

			「ああ……やっぱり……やっぱりシン様だったんだぁ……」

			「……シン……様？」

			　彼女は、俺のキャラネームに様を付けて呼びだした。

			「っ!?」

			　そして、突然詰め寄ってきた。

			　思わず後ずさりして、壁に背を預ける。

			　それでも彼女は更に詰め寄り、壁に手をバァーン！　と叩き付け、俺の顔を至近距離からマジマジと見つめてきた。

			「はわぁ……私……シン様と生で会っちゃったよぉ……」

			「……シン様ってなんだよ。俺たちはただのクラスメイトだろ」

			「私にとってシン様はシン様だよぉ……」

			「…………」

			　……なんなんだコイツは。

			　どうして今日会ったばかりの女の子に、様付けして呼ばれなくちゃならないんだ。

			　どうして今日会ったばかりの女の子に、壁まで詰め寄られなくちゃいけないんだ。

			　しかも、サクヤは顔を紅(こう)潮(ちよう)させながら、息をハァハァと荒らげている。

			　完全にヤバイ人だろ、これは。

			「ねえ、ねえ。他には？　他にはなんのゲームやってたの？　多分他のゲームでは別のキャラネーム使ってるんだよね？」

			「え……えっと……『ＦＭ』と『ＲＯＳ５』と……あとＶＲＦＰＳでいくつか……」

			「『ＦＭ』と『ＲＯＳ５』なら私もやってるぅ……ねえ、なんていう名前でプレイしてたの？」

			「…………」

			　なんでだろうか。

			　彼女にキャラネームは絶対に教えてはならない、という気がしてきた。

			「なあ……サクヤ。俺とお前って今日が初対面だよな？」

			「リアルではそうだよ」

			「リアルでは……？　じゃあそれ以外では会ったことがあると？」

			　俺はサクヤの言動から、何かしらのゲーム内で出会ったことがあるのだと推測した。

			　彼女はコクコクと頷(うなず)いた。

			「私、『ブルーファントム』のレイジだよ。知ってるでしょ？」

			「レイジって…………え？」

			　サクヤというキャラネームは知らないが、レイジというキャラネームには聞き覚えがあった。

			　というか、かなり詳しく知っている。

			　そいつは俺と同じギルドに所属していて……ギルド内でよく一緒に下ネタ談義をしていた男プレイヤーだ。

			「ちょ、ちょっと待て。え？　レイジって確か男だったはず……」

			「ネナベなんて別に珍しくもないでしょ？　私、シン様とお話したくって……男キャラを作ったんだから」

			「は……？」

			　俺と話をするために、男キャラを作った？

			　わざわざそんなことのために？

			　容量の関係から、１アカウントにつき１キャラしか作れないのに？

			　戦闘特化のトップギルドに加入できるだけのキャラを、最初から？

			　ありえないだろ。

			「う、嘘だ。そんなことあるわけが――」

			「今期の嫁(よめ)は愛(あい)坂(さか)萌(もえ)だよね？」

			「！！！！！」

			「女の子のパンツは白が一番良いんだよね？」

			　サクヤは、俺がレイジに話した内容を次々に口にし始めた。

			「最近お母さんに秘蔵のエロ画像集を見られて、ヘコんだんだよね？　毎日１回はヌかないと落ち着かないんだよね？　最近は二次元ばっかりおかずにしてるんだよね？　しかも二次元の好みは金髪巨乳ろ――」

			「だああああああああああああああああ！！！！！　それ以上何も言うなあああああああああああぁぁぁ！！！！！」

			　目の前にいるサクヤの口から飛び出してくる、ギルド内で語った赤(せき)裸々(ら　ら)な内容に堪(た)えられなかった俺は、思わず彼女を突き飛ばした。

			　しかし突き飛ばされてもなお彼女は、血走った目をこちらに向けて、詰め寄ってくる。

			　そんな彼女に恐怖感を抱きながらも後ずさるが、動揺していたためか、俺は足をもつれさせて、その場に倒れ込んだ。

			「逃げないでよ」

			「うっ!?」

			　そして、倒れ込む俺の上にサクヤが跨(またが)ってきた。

			　彼女はマウントポジションを取ったかと思うと、俺の両手首を掴(つか)んで床に押し付け、潤(うる)んだ瞳(ひとみ)で俺の顔を覗き込むように見つめてくる。

		

	
		
			[image: 167.jpg]
		

	
		
			「はぁ……はぁ……だ、大丈夫だよ。私はそんなシン様の内面を知っても引いたりしないから。だって、私もそうなんだもん」

			「え？」

			「レイジのときの私は男を演じなきゃだったから、少し嘘も交えてだったけど……シン様に言ったことは大体本当だよ」

			　サクヤは俺の目を見つめながら、息を荒くしたままそう言った。

			　レイジとして語った内容の大体は、真実であると。

			『ＰＯ』内でレイジが話していた内容といえば――。

			「私には片思いの人がいて……いつもその人のことを――シン様を思い続けていたんだよぉ？」

			　レイジには惚(ほ)れてる人がいる。

			　また、レイジはその惚(ほ)れてるソイツのことを思って、異性が聞いたらドン引きするであろう内容を『ＰＯ』内の俺に語っていた。

			　だが、そんな困ったギルドメンバーのリアルを知らない俺にとって、誰に惚(ほ)れているかなんてどうでもいいことだったから、身内に語るゲス話として、笑いながら受け流していた。

			　けれど、その惚(ほ)れている人というのは、あろうことか俺だった。

			　俺はその事実に顔を引きつらせる。

			「シン様のことを思って毎日２回は自(じ)慰(い)に耽(ふけ)ったし、シン様から貰った物は今も全部大切に保管してるよ」

			　レイジは好きな子から貰った物をコレクションにしており、それを見ながらオナニーするのが日課だった。それはつまり、ストックをよく切らすレイジに俺が時折渡した回復薬や、狩りを終えたあとに俺が分配した素材アイテムなどを、サクヤはずっと保管していたということになる。

			　レアアイテムを手にしてニヤニヤする思考なら、俺にもわかる。

			　だが、大した価値があるわけでもないそれをコレクションにして、あろうことか自(じ)慰(い)行為に使っていたというレベルにまでは、到達していない。

			　俺には、彼女が何を思ってそんなことをしていたのか、理解できなかった。

			「私もシン様と同じで学校も不登校ぎみだったし、ゲームしてるかオナニーしてるかの毎日だったよ……非生産的な毎日を送ってた駄目人間だよ……だから、私とシン様は同類だよぉ」

			「…………っ！」

			　やばい。コイツはとんでもなくやばい。

			　見た目が可愛いとかそんなことは関係なく、笑みを浮かべながら至近距離で俺を見つめてくる彼女に、俺は恐怖を抱いて、冷や汗を掻(か)き始めた。

			「あぁ……シン様がすぐ傍(そば)にいるぅ……ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)じゃない生のシン様がいるよぉ……」

			「!?」

			「はぁ……これがシン様の匂い……」

			　装備品は早(はや)川(かわ)先生と別れたところで外し、インナーシャツ１枚となっていたのが仇となった。

			　サクヤは俺の胸板に顔を埋めて、スーハースーハーと深呼吸をし始めた。

			　汗を掻(か)いているであろう俺の体の臭いを嗅(か)ぎ、彼女は「うふふふ」と喜びに満ちたような声を上げている。

			　しかし、俺の抱く感情は恐怖しかなく、彼女の拘(こう)束(そく)から逃れようと必死に体をよじった。

			「さっき……氷(ひ)室(むろ)くん？　を圧倒したとき、私は直感したよ。君があの最強の戦士、シン様だって。類(たぐい)稀(まれ)な反応速度に加えて膨(ぼう)大(だい)なゲーム知識と経験を持ち、ネットゲーム界に数々の伝説を生み出した、私たち廃(はい)人(じん)のなかで最も光り輝(かがや)いていた、あのシン様だって」

			「わ、わかったから……わかったから離れてくれ……」

			　俺は伝説なんて作っていないし、光り輝(かがや)いてもいない。それに、俺以上のプレイヤーだって、探せばいくらでもいるはずだ。サクヤは俺を買い被りすぎている。

			　だが、彼女にとってそれは真実なのだろう。

			　彼女は俺に爛々(らん　らん)とした目を向けて、とんでもないことを訊(たず)ねてきた。

			「ねえ、シン様って童(どう)貞(てい)だよね？」

			「ぶっ!?」

			「前に『今まで彼女はできたためしがない』って言ってたよね？　年齢イコール彼女いない歴だって言ってたよね？　隠さなくてもいいよ。私と同じで、ずっとゲームばっかりしてたんだもん。できなくて当然だよ」

			「ぐ……」

			　当然とか言われてしまった。

			　まあ確かに、中学時代はゲーム三(ざん)昧(まい)だったし、俺のゲーム内キャラをいくつも知っている彼女からすれば、デートも何もしていないであろうことはすぐ察せられるのだろうが。

			「私ね、初めて恋人ができるなら、シン様みたいに、ずっとゲームやってる人がいいなって思ってたんだ。それなら私と話も合うし、一緒に遊べるでしょ？」

			「へ、へえ……」

			「ゲーム以外で話せることなんて、ほとんどないもん。テレビも流行も恋バナも何も話せないから、リアルの私はずっと１人だったよ」

			「…………」

			　ずっと１人だった……か。それについてだけは、彼女に対して少し共感を覚える。

			　俺の場合は、ゲームをして引かれたわけじゃないが。

			「ゲームの話をすると皆逃げてっちゃうし、たまにゲームを教えてくれって言ってきたクラスメイトも、ゲーム内の私についてこれなくて、次の日には話しかけてこなくなるし……」

			　いや、サクヤが１人だったのはゲームの話以前の問題だと思うんだが。

			　初対面の人間に対してこんな行動をしているくらいなのだから、彼女のコミュニケーションがどこかおかしかったから引かれたのだろう。

			「だから、私は付き合うならゲーム好きの人がいいなって、ずっと思ってたんだぁ」

			　彼女はそう言いながら、熱っぽい瞳(ひとみ)で俺を見つめ続けている。

			「ねえ……シン様、私は処女だよ。処女のほうが好きなんでしょ？　前に嫁(よめ)認定してたカエデっていうアニメのキャラが非処女だって判明したとき、ギルメンと一緒に凄(すご)い怒ってたもんね？」

			　いや、それはあの場の勢いというか……別にアニメキャラが非処女だからといって、本気で怒ったわけではないというか……。

			「だ、だからなんだって言うんだ……？」

			　しかし、ここでそんな話を持ち出すということはつまり……そういうことなんだろう。

			　俺は彼女が何を言いたいのかを察してしまい、心のなかで様々な感情が入り乱れた。

			「私と付き合って……シン様ぁ……」

			「…………っ！！！」

			　ゾクッとした。

			　サクヤから愛の告白と受け取れる言葉を聞いた瞬間、背筋に電流めいたものが走った。

			　それと同時に、サクヤから目を逸(そ)らして暴れる。

			　けれど、彼女は俺の手首を掴(つか)む手に力をこめて動きを封じた。

			「は、放せ！　お前の言いたいことはわかったから、とにかく一旦放してくれ！」

			「いや。手を放したら逃げちゃいそうだもん」

			　鋭(するど)い。

			　確かに俺は、彼女が拘(こう)束(そく)していなかったら逃げるつもりだ。

			　こんな唐(とう)突(とつ)すぎる告白を受けても、俺のハートはときめかない。

			　……それはちょっと嘘だが、ここで彼女の勢いに流されたら一生付き纏(まと)われる危険性がある。

			　そんな予感がして、俺は彼女の告白を受けるのを躊躇(とまど)った。たとえ、告白をしてきた彼女の見た目が美少女であっても。

			「付き合ってくれるなら、私はシン様が望むことをなんでもするし、なんでもさせてあげるよ？　私の全部をあげるから、私のモノになって、シン様ぁ」

			「う……」

			　女の子と付き合ってみたいなとは俺も思うけど、さすがにサクヤの愛は重すぎて、付き合うのは無理だと感じた。

			　チェリーボーイな俺に、突然現れた少女の愛（特大級）を受け止める度胸など、あるわけがない。

			　いくらなんでも、これはないだろう。

			　可愛ければなんでも良い、ってわけじゃねえぞ。

			　俺はサクヤから離れようと、一心不乱にもがき続けた。

			「やっと会えたんだもん……絶対放さないからね……」

			「ぐ……」

			　だが、そんな俺の抵抗も虚(むな)しく、事態は良い方向に進む気配がない。

			　むしろ、徐々にサクヤとの密着具合が進んでいるような気さえ、してくる。

			　胸板に、彼女のささやかな胸の感触が伝わる。足は絡まっていて、上手く動かせない。

			　今までの人生で、女の子とここまで密着したことなどなかった俺は、それだけで激しい抵抗ができなくなってしまった。

			「シン様ぁ……」

			「!?」

			　俺の心が場に流されかけているのを悟ったのか、彼女は顔を目の前まで近づけてきた。

			　お互いの視線が交わり、その距離は次第に短くなっていく。

			「や、やめ……」

			　そして彼女は俺の唇へと――。

			「サクヤちゃん、そういうことは別のところでやってくれないかなっ？」

			　……頭上から女の子の声が響いてきた。

			「……今取り込み中」

			「とは言ってもここは女子用の部屋だし、他の子の迷惑になっちゃうよっ？」

			「…………」

			　俺を救ったのは、胸がでかくて長い髪を濡らした、武道家装備の服を着た女子だった。

			　また、その後ろでは、同じように髪濡れの女子生徒たちが、こちらを覗き込むように見ている。

			　おそらく、この部屋にいた女子は風呂にでも入っていたのだろう。

			　しかし、いつからそこにいたのだろうか。

			　童(どう)貞(てい)云々のところは、聞かれていないといいのだが……。

			「ほら、君も早く男子部屋に行かないと、怪しまれちゃうぞっ。えっと……シンさま？」

			「……普通にシンと呼べ」

			　俺は茶化すように言う巨乳の女子に苦笑いをしつつも、拘(こう)束(そく)が緩(ゆる)くなった隙(すき)にサクヤを振りほどく。

			「でもとりあえず助かった！　サンキューな！」

			「あ……シン様ぁ……」

			　そして勢いよく立ちあがり、脱(だつ)兎(と)のごとく駆け出した。

			　後ろからサクヤの悲しげな声が聞こえてくるが、気にしない。

			　

			　こうして、サクヤという危険人物から俺は身を守ることに成功した。

			　その後、どうにか男子部屋へとたどり着いた俺は、震えながらもベッドのなかに潜り込み、アースでの初日を終えたのだった。

		

	
		
			　

			10　ＶＲＭＭＯにおける遠距離攻撃の難易度について

			　

			　翌日、ミナがサクヤを連れてきた。

			「……おい……どういうことだ」

			「どうって言われても、私たちとパーティー組みたいってこの子が言うから」

			　朝、宿屋でのホームルームが終了したあと、俺は迷宮へ行こうとしていた。

			　そんなとき、ミナがサクヤを引き連れてきて、「この子をパーティーに入れてもいいかしら？」と訊(たず)ねてきたのだ。

			「私はシン様と一緒のパーティーがいい」

			「いやいや……とは言ってもだ、お前は他の奴と組んでたんだろ？　そいつらはどうしたんだ」

			　パーティーメンバーが増えること自体は悪い話じゃない。

			　特に、ＭＭＯ慣れしているサクヤのようなメンバーであれば――人間性を考(こう)慮(りよ)しなければだが――大歓迎だ。

			　しかし、他でパーティーを組んでいたのであれば、俺たちは戦力を引き抜いたとして、周りからいい目で見られなくなる。

			　人間関係を悪化させるようなことになるのであれば、パーティーに入れるべきではない。

			「まあ、いいんじゃないかな？　僕たちのほうは大丈夫だから」

			　そう思っていた俺のところに、１人の男子生徒が現れた。

			「……誰だ？」

			　その男は小柄で、どこかひ弱そうな印象を受ける。

			「僕は橘(たちばな)弦義(つるぎ)。昨日、サクヤさんと組んでいたパーティーメンバーの１人だよ」

			　橘(たちばな)という名前には、聞き覚えがある。確か、俺たちと同じＣコースを選んだ奴じゃないか？

			　というか、名前カッコいいな。

			　キャラネームは……。

			「……キャラネーム、ユミっていうのか？」

			　なんか、やけに女っぽい名前だ。名前に弦が入っているからユミなのかもしれないが。

			　でも、「つるぎ」なのに「ゆみ」なのか。

			「弦義(つるぎ)は元々女キャラ使おうとしてたんだっ」

			　橘(たちばな)と一緒にやって来た女子が悪戯(いたずら)っぽく言った。

			「し、しー！　言っちゃ駄目だってば！　マイ！」

			　昨日、俺を窮(きゆう)地(ち)から脱出させてくれた武道家の子だな。

			　キャラネームは『マイ』か。今日も相変わらずの爆乳だ。
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			「私は橘(たちばな)真(ま)衣(い)。弦義(つるぎ)とは双子で、私のほうが姉ってことになってるよ。名字だと紛らわしいから、名前で呼んでねっ」

			　橘(たちばな)真(ま)衣(い)。

			　長い髪をツインテールにした活発そうな女の子は、俺たちにそう名乗った。

			「キャラネームも同じくマイ。わかりやすいでしょっ？」

			「確かにわかりやすいな」

			　しかし、リアルネームをそのままキャラネームに使うのはいかがなものか。

			　俺のキャラネームもそこまで捻(ひね)ったものではないから、あまり人のことは言えないが。

			「とにかく、私たちのほうはサクヤちゃんが抜けるのも了解済みだから、気にしなくていいよっ」

			「不束(ふつ　つか)者(もの)ですが、末永くよろしくお願いしますね、シン様！」

			　ホントに不束(ふつ　つか)者(もの)だよ。

			　と言いたいところだが、ここで俺が拒否してもサクヤはついてくるのだろう。

			「はぁ……まあ、優秀なパーティーメンバーが増えるのは俺にとって悪くない」

			「優秀で頼れる妻だなんてそんな……」

			「言ってねえよ……」

			　サクヤのボケた発言を聞いて、一気に不安になった。

			「……俺とはパーティーメンバーとして接しろ。じゃないとパーティーから追い出すからな」

			「ん……わかった、シン様がそう言うなら」

			　俺が睨(にら)みつけてそう言うと、彼女はややしょぼくれた様子ながらも了承してくれた。

			「ふふっ仲が良いね、２人とも」

			「どこがだ」

			　そんな俺たちのやり取りを見ていた弦義(つるぎ)が、微笑(ほほえ)んだ。

			　サクヤと仲が良いとか思われたくない。

			　俺は弦義(つるぎ)に対しても、睨(にら)みを利かした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　サクヤをパーティーに加えた俺たちは、必要な装備とアイテムを揃えたあと、予定通り迷宮へとやってきた。

			　地下１階層はゴツゴツとした岩肌が続く、迷路のような洞(どう)窟(くつ)エリアだ。

			　地下迷宮『ユグドラシル』への入り口は、始まりの町を出てすぐのところにある。

			　この巨大迷宮へはプレイヤーしか入ることができず、ウルズ大陸内にあるそれなりに大きな町には、一方通行ながらもここへと一瞬で転移することができる。

			　また、迷宮には10階層ごとにレイド級ボスが控えており、30人以内のプレイヤーが協力して、そのボスを倒していく必要がある。

			　そして、そんな地下迷宮からアースの中心に向けて探索を行っていき、最深部にいる女神様を救い出すというのが、クロクロのゲーム目的だった。

			「迷宮探索楽しみだね！　シン様！」

			「…………」

			　俺の隣をサクヤが歩いている。

			　彼女は迷宮に着くまでずっと、俺に喋(しやべ)りかけていた。

			「……なあ、サクヤ。お前、魔術師だろ？」

			「そうだけど？」

			「なら後ろに下がれ。もう、いつＭＯＢ(モンスター)が出てきてもおかしくないんだぞ」

			　魔術師職は後衛だ。ＨＰが低く、軽装備しか着用できないので、とても打たれ弱い。

			　なので、そんな魔術師職を後ろに下がらせてタンク職が前を歩く、というのが基本だ。

			「俺は僧(そう)侶(りよ)だがタンクだ。サクヤは俺の後ろにいろ」

			「うん、わかった！　いつまでも後ろをついていくね！」

			「…………」

			　もうツッコミを入れるのもメンドクサイ。

			　俺はサクヤのテンションについていけず、ノーリアクションで前を向いて歩く。

			「……ねえ、あなたとサクヤさんってどんな関係なの？」

			　俺と同じ前衛である、アタッカーのミナが小さな声で話しかけてきた。

			　ここまでは、サクヤがずっと俺にひっついていたから聞きづらかったんだろうな。

			「ただのネトゲ仲間だ」

			「そうは見えないんだけど？　シン様とか言ってるし」

			　まあ、さすがに様付けはないからな。

			　でもネトゲ仲間はネトゲ仲間だ。それ以上でもそれ以下でもない。

			「シン様！」

			「……ん？」

			　背後からサクヤの声が聞こえてきた。

			　俺は後ろを振り返る。

			「…………」

			「…………」

			　サクヤは恥じらいながらも黒ローブの前をめくり上げ、そこから彼女の綺(き)麗(れい)な生足と……純白のパンツが俺の目に映った。

			「おい……なにがしたいんだ」

			「シン様が他の女の子にうつつを抜かしてたから」

			　彼女は顔を朱に染めつつ、そんなことを言った。

			　他の女にって、ミナのことか。というか、なぜパンツを俺に見せるんだ。

			　しかも可愛らしいリボンのついたシンプルな白のパンツとか、完全に狙(ねら)ってやってるだろ。

			　俺がパンツは白がいいって言ったのを、真に受けてやってるだろ。

			　それに、なんで若(じやつ)干(かん)足を震わせてるんだよ。

			　恥ずかしいなら、そういうことするなよ。

			「……とりあえずパンツ隠せ」

			「興奮しなかった？　顔は赤くなってるけど……」

			「いや……興奮とかそういう話じゃないだろ……」

			　サクヤがパンツを見せる姿は目の毒だ。

			　いくら気がないといっても、女の子に興味がないわけじゃない。

			　美少女が恥じらいながらも穿(は)いているパンツを見せてくるというシチュエーションに、なにも思わないわけではない。

			　だが、彼女はただのパーティーメンバー。

			　それに今は迷宮探索中だ。

			「サクヤ。俺とミナはただのパーティーメンバー同士というだけで、そこに何か特別なものがあるわけじゃないぞ。あと、くだらないことをして集中力を乱すな」

			　俺が注意すると、サクヤはシュンとしながら前を隠した。

			　どうやら、これで再び迷宮探索に専念できそうだな。

			「でも、今ミナさんがシン様と仲(なか)睦(むつ)まじそうに話してた……私を除け者にして」

			「べ、別に仲(なか)睦(むつ)まじくなんてないわよ！」

			　今度は、サクヤの言動にミナが反応した。

			　もしかして、サクヤにとって俺が他の異性と話すのはアウトなのか。

			　だとしたら、ますますメンドクサイと言わざるをえない。

			「会話するなら私も混ぜて。シン様と２人っきりで話すなんてずるい」

			「それを言うなら、さっきまであなたもシンと２人で話してたわよね……？」

			「むぅ……」

			　サクヤの滅茶苦茶な言動にミナが反論して、この場は収まりを見せた。

			　サクヤはメンドクサイ性格をしているが、一応話は通じるようだ。

			「……まあ、なんだ。迷宮内での私語は慎(つつし)むということで――」

			　俺が今後の方針を打ち出すべく話していると、遠くから動物の鳴き声が響いてきた。

			　俺たちは、その音がした方角へと目をやった。

			「……ゴブリンだ」

			　洞(どう)窟(くつ)の奥から１匹の子鬼型モンスター、ゴブリンが現れた。

			　そのＭＯＢ(モンスター)は手に錆(さ)びた剣を持って、俺たちのほうへ走ってきている。

			「『ファイアボール』」

			　俺が詰め寄ろうとした瞬間、サクヤが魔法を使用して炎の弾を作り出した。

			　遥(はる)か先にいたＭＯＢ(モンスター)は、彼女の炎魔法一発でＨＰの９割が吹き飛ぶ。

			「……さすが『レイジ』だな。『ヒール』」

			　そして俺は、走り寄ってきた手負いのＭＯＢ(モンスター)へ向けてダメージヒールを放つ。

			　ＭＯＢ(モンスター)のＨＰバーは消(しよう)滅(めつ)し、煙(けむり)と化して消え去った。

			「え……今のって『ヒール』だよね？　シン様？」

			「ああ、そうだ」

			　サクヤが、今の現象に疑問の声を上げてきた。

			　実際に見せたほうがわかりやすいかと思って使ってみたが、やはりアンデッドでもない敵をヒールで倒すというのは、衝撃的であるようだ。

			　俺は目を見開いて驚いているサクヤに、ダメージヒールの概(がい)要(よう)を軽く説明する。

			「ほわぁ……アースに来てまだ２日しか経ってないのに、そんな抜け道を見つけるなんて……やっぱりシン様、凄(すご)い！！！」

			　サクヤは、目をどんどん輝(かがや)かせていく。

			　しかし、俺としてはこんなものより彼女の腕を賞賛したい。

			「これに気づいたのはたまたまだ。それより、お前のほうが凄(すご)いと思うぞ、レイジ」

			　サクヤが操っていたキャラのレイジも、攻撃魔法を得意としていた。

			　俺はその事実を思い出して、やはり頼りがいのあるパーティーメンバーだと再確認した。

			　

			　現在のＶＲＭＭＯＲＰＧにおける一般常識と言っていい概念の１つに、『初心者は遠距離をするな』というものがある。特に仲間への攻撃――フレンドリーファイアが可能なゲームでその禁(きん)忌(き)を犯すと、罵(ば)声(せい)が当たり前のように飛ぶ。

			　ＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)以前、クリックゲーが流行っていた時代では、画面上でカーソルを合わせるだけで、「敵に狙(ねら)いを定める」ということが比較的容(よう)易(い)に行えた。

			　だが、よりリアリティのあるＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)へと移行した結果、三次元的な空間把(は)握(あく)が必要となって、飛び道具、遠距離魔法を敵に当てる難易度が跳(は)ね上がった。

			　一応、スキルやゲームの仕様でホーミング機能が備わっていたりする場合もあるのだが、大抵のゲームでの序(じよ)盤(ばん)における遠距離攻撃はプレイヤーの技量次第、プレイヤースキルに左右されるかたちとなっている。

			　つまり、下手なプレイヤーが遠距離攻撃をすると、前衛にいる味方の背中を誤射することがかなり多い。フレンドリーファイアが可能なゲームにおいて、「最大の敵は味方にいる！」とはよく言われる言葉だ。

			　そしてサクヤ、というかレイジは、そんな遠距離攻撃をするうえでのプレイヤースキルがかなり高い。俺がタンクをしていると、俺のすぐ横を通って魔法がＭＯＢ(モンスター)に当たっていくのだ。

			　しかもレイジは、スキル枠節約のために、ホーミング系のスキルを一切取っていない。

			　それにもかかわらず、俺への誤爆率は１パーセントを切っており、運悪く当たってしまった場合も、ほとんどは俺とレイジの連(れん)携(けい)が上手くなかった頃の話だ。

			「今は、レイジじゃなくてサクヤって呼んで褒(ほ)めて、シン様」

			「あ、ああ……わかった……さすがサクヤだな」

			「でへへ……」

			「…………」

			　俺が褒(ほ)めると、サクヤはニヤケ顔で体をクネクネさせた。

			　何も変なことをせずに黙(だま)っていれば、美少女なのに。いろいろ残念だ。

			「それじゃあ、さっきの続きはまた今度しようね」

			「………………」

			　さっきのって、どのことを指して言っているんだ。

			　パンツのことじゃないよな。

			「さ、早く先に進もう！」

			「…………」

			　サクヤが何を考えているのかわからない。

			　俺はため息を１つつき、再び迷宮の奥へと歩き始めた。

			　こうして俺はその後、背後でふざけたことを言いながらも、的確な魔法で敵を燃やすサクヤを気にしつつタンクをこなし、レベルが３となったところで、迷宮から町へと引き返したのだった。

		

	
		
			　

			11　後輩と同級生

			　

			「へえ……そんなものが、わかった、わざわざ探してくれてありがとうな」

			　町に戻った俺たちは、迷宮で得たドロップアイテムを換金できる探索者ギルドに立ち寄った。

			　その後、とある人物からの連絡を受けて、冒険者ギルドの前までやってきた。

			「シン様、さっき通信してた人って誰だったの？」

			「それは……ああ、今そいつが来たぞ」

			　サクヤの問いかけに答えようとしたが、その前に待ち人が俺たちの目の前に現れた。

			「……久しぶり……です、シンさん」

			「元気そうだな、フィル」

			　風の如く颯(さつ)爽(そう)と駆けつけてきた少女、フィルに向けて俺は軽く挨(あい)拶(さつ)した。

			「紹介する。彼女は俺がクロクロでパーティーを組むはずだったパーティーメンバーの１人で、盗賊職のフィルだ」

			「……ども」

			　フィルは、首に巻いたマフラーで顔の下半分を隠しながら、ミナたちに頭を下げた。
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			　彼女と俺は、世界最大手のゲームメーカーが配信する『フリーダムオンライン（通称、ＦＯ）』というＭＭＯＲＰＧのなかで知り合った。

			　いわゆる、戦友ってやつだ。

			　フィルに戦闘の立ち回りを教えたのは俺だから、師匠と弟子みたいな関係でもある。

			　上手く教えられた自信はないけど、彼女は恩を感じているのか、俺を慕(した)ってくれている。

			　なので俺は、彼女のことを可愛い弟分として見ていた。

			「えっと、中学生？」

			「……今年で中二……です」

			　フィルとはクロクロゲーム初日に１回会ったが、それまで俺はこの子のことを男だと思っていた。

			　レイジ……サクヤのことも男だと思っていたけれど、そっちのほうは確信犯だ。

			　しかし、フィルのほうは違う。リアルの性別を聞く機会なんてなかったから、俺が勝手に勘(かん)違(ちが)いしていた。

			「フィル、お前のほうは上手くいってるか？　クラスで苛(いじ)められたりしてないか？」

			「……オレは大丈夫だ……です」

			　けれど、勘(かん)違(ちが)いするなというのも難しい話だろう。

			　男キャラを使い、男女どちらでも使えるようなキャラネーム、口数が少なくて判断材料が足りず、おまけに自分のことを「オレ」と呼ぶ。

			　そんな人物を女の子認定するなんて、俺にはできなかった……アースに来るまでは。

			　クロクロゲーム開始直後、不注意で僧侶職を選んでしまった俺は、そのことを俺と組む予定だった４人のパーティーメンバーに知らせるべく、コンタクトを取った。

			　もちろん、４人も俺同様キャラメイクが行えなかったので顔バレ上等だったのだが、そんなパーティーメンバー内に１人、やけに小さい子ども……フィルが混じっていた。

			　普段の言動から、フィルはおそらく小学生か中学生だろうと以前から予想していて、それは見事に的中した。

			　でも、女の子だったというのは予想外で、あのときは驚いた。

			　それに、他の３人が大学生や社会人だったから、フィルだけ浮いている印象を受けたんだよなぁ。

			　……まあ、そんなことはどうでもいいか。今は彼女と会った目的を果たそう。

			「それで、例のアイテムは」

			「ん……これだ……です」

			　フィルの日本語が微(び)妙(みよう)におかしいのは、俺たちとどう接したものか、迷っているせいだろう。

			　以前は年齢なんて気にしなかったからタメ口だったが、ここでは年が普通にバレる。

			　年上と判明した相手に敬語を使うかタメ口を通すかで、判断に迷っているのだろう。

			　俺は別にタメ口でも気にしたりなんてしないんだが。

			「……『死(し)霊(りよう)の首輪』と『欝(うつ)の腕輪』、それに『脳筋のバンダナ』……です」

			　

			【死(し)霊(りよう)の首輪　呪　耐久値 １００００　重量 ５

			　ＩＮＴ ＋４　ＭＮＤ －４】

			　

			【欝(うつ)の腕輪　耐久値 １００００　重量 ４

			　ＶＩＴ ＋２　ＭＮＤ －２　ＬＵＫ －２】

			　

			【脳筋のバンダナ　耐久値 １００００　重量 ２

			　ＳＴＲ ＋３　ＶＩＴ ＋３　ＩＮＴ －３　ＭＮＤ －３】

			　

			「よくこんなに見つけられたな」

			　フィルがアイテムボックスのなかから取り出した装備品を目にして、俺は彼女を褒(ほ)めた。

			「えっと……シンさんのため……ですから」

			　アンデッド属性は、俺が回復職(ヒーラー)としてそれなりに機能するために必要なものだ。

			　将来的には、パーティーメンバー全員分集めたいと思っている。

			　この属性がつくと、俺のヒール以外の回復手段が一時的に消えることになる。けれど、首輪や腕輪なら、戦闘中に取り外して回復薬を飲むというような工程を踏めば、なんとかならないでもないしな。俺の着ているような鎧(よろい)は、戦闘中に脱ぐ暇(ひま)なんてないから無理だが。

			　また、アンデッド属性付与以外にも、俺専用にＭＮＤを下げる装備品も探すよう頼んでいた。

			　そして、それらを彼女はたった１日で３つも見つけてきた。

			　褒(ほ)めたくなるのも当然、というものだろう。

			「首輪とバンダナはマーニャンさんからで……腕輪はオレが見つけた……ました」

			「え？　マーニャンが？」

			「う、うん」

			「へえ」

			　俺たちとゲーム初日に組む予定だったメンバーの１人であるマーニャンも、どうやら手伝ってくれたようだった。

			　でも、あのマーニャンがねえ。昨日の通話では、「めんどくせー」と言ってガチャ切りされたから、彼女は俺のお願いを聞いてくれなかったのだと思っていた。

			　まあ、あいつにはまた後日にということにして、今はフィルにお礼を言おう。

			「ありがとうな、フィル。お前も何か困ったことがあったら俺を頼れよ？」

			「ん……そうする……します」

			　彼女は舌足らずで年も若いが、仲間を気遣えるいい子だ。

			『ＦＯ』内ではよく助けられたし、その分狩りを手伝ったりした。

			　内気な性格なのか、フィルは積極的にパーティーやギルドへ入ろうとしない。

			　そんな彼女を俺はパーティーにちょくちょく誘って、数々の戦いを潜り抜けたりした。

			　男だと勘(かん)違(ちが)いしていたことは黒歴史だけど、彼女を加えた５人パーティーで数々の強敵と戦った時間は、俺の大切な思い出になっている。

			「それじゃあ、腕輪とバンダナは俺がつけさせてもらうな」

			　思い出に浸るのもそこそこにして、俺は装備品の運用方法についてを考え始めた。

			　ＭＮＤ低下装備は俺用だ。これを装備すれば、俺の回復魔法は更に攻撃力を増すだろう。

			「あとは首輪なんだが……」

			　死(し)霊(りよう)の首輪はアンデッド属性を付与し、ＩＮＴを上げるという性能を持っている。

			　ステータスの変化を考えると、これは魔術師であるサクヤに渡したほうが良い。

			　……でもなあ。

			「それ、私が使ったほうが良いよね？　私につけてくれるんだよね？」

			　サクヤに目を向けると、彼女は何かを期待しているかのような目で俺を見つめていた。

			　なんというか、これを渡すのには、ものすごく抵抗感がある。

			　が、ここで彼女以外のメンバーがつけるのは効率的ではない。

			　俺は複雑な感情を押し殺して決意する。

			「ああ……これはサクヤの装備だ」

			「じゃ、じゃあシン様がつけて。私に首輪をつけて」

			「……自分でつけろ」

			「そんなこと言わないで、お願いシン様ぁ」

			「…………」

			　……俺はできる限りの無表情で、サクヤに死(し)霊(りよう)の首輪を巻きつけた。

			「ありがとうございます、ご主人様」

			　頭痛くなってきた。

			「……ごしゅじんさま？」

			「あー気にするな。コイツのことは何も気にしなくていいぞ、フィル」

			　これ以上は俺の心が持たないし、ミナから浴びせられる微(び)妙(みよう)な視線と、フィルから向けられる無(む)垢(く)な瞳(ひとみ)にも堪(た)えられない。

			　俺はサクヤを無視して、フィルのほうへと向き直る。

			「……とにかくだ、また何か良いのが見つかったら確保しておいてくれ」

			　そして俺は、フィルに今回の装備品代として少なくない額の金が入った袋を手渡す。

			「ん……了解」

			　フィルは金を受け取ると、俺たちに頭を下げ、風のように去っていった。

			　多分、自分のクラスが泊まる宿に戻ったんだろう。

			「可愛い子だったわね。サクヤといい、あんな子まで手(て)篭(ご)めにしてるなんて」

			「……手(て)篭(ご)めになんてしてないっつの」

			　俺はミナの若(じやつ)干(かん)棘(とげ)がある言葉に反論しつつ、昨日泊まった宿へ向けて歩いていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「サクヤさんをパーティーに加えてみて、どうだった？」

			　宿に戻り、自分のベッドがある大部屋に入ると、部屋にいた弦義(つるぎ)から声をかけられた。

			「悪くはなかった。サクヤはあれで、遠距離攻撃に関するプレイヤースキルが高いからな」

			　ただ、性格に難がありすぎる。

			　俺のことを好いてくれているのだろうが、重すぎて素直に喜べない。

			　俗に言うヤンデレだろあれは。ネットストーカーとも呼べる。

			「それならよかった。彼女、僕たちのパーティーでは全然話さなかったからね。君たちのパーティーに上手く馴(な)染(じ)めたか、ちょっと心配だったんだ」

			「なんだ、やけにサクヤを気にかけてるな。もしかして、お前ってああいうのが好みなのか？」

			　サクヤの容(よう)姿(し)そのものは悪くないから、弦義(つるぎ)が「ちょっといいな」って思っても、まあ不思議ではない。

			　ただ単にアイツの性格をまだ掴(つか)めていないから、そう思えるだけかもしれないが。

			「そういうことじゃないよ。それにサクヤさんは、僕のストライクゾーンから結構離れてるし」

			「ストライクゾーン？」

			「うん。僕は年上の女性が好きなんだ」

			「へえ」

			　つまり、コイツは大人のお姉さんが好きなわけだな。

			　俺にはよくわからないが、弦義(つるぎ)にとってはお姉さん属性が欠かせないのか。

			「というと、早(はや)川(かわ)先生とかか？」

			　大人のお姉さんということで、まず第一に早(はや)川(かわ)先生の顔が俺の頭に浮かんだ。

			　あの人も大人のお姉さんという印象だし、なかなかの美人でスタイルも良い。

			　だから弦義(つるぎ)の趣味に合致するはずだ。

			「いや、早(はや)川(かわ)先生はまだ若すぎるかな」

			「そ、そうか」

			　しかし、そこで予想外の回答が返ってきた。

			　若すぎるって。あの人もまあ若いっちゃ若いけど、若すぎるっていうほどの年齢でもないだろ、多分。

			　もしかしてあれか。弦義(つるぎ)は熟女好きなのか。

			　お姉さんじゃなくて、団地妻とかに欲情するタイプなのか。

			「やっぱり女性の魅力は30過ぎてから現れるものだと僕は思うんだ」

			「30ねえ……」

			　それじゃあ、サクヤも早(はや)川(かわ)先生もストライクゾーンには入らないな。

			　まあ、悪い趣味ではないんだろうけど。

			「それで？　一(いち)之(の)瀬(せ)君はどんな女性が好みなのかな？」

			「俺のことはアースではシンと呼べ……って、俺も言わなきゃ駄目なのか？」

			「当たり前だよ。僕だけ自分の性(せい)癖(へき)を暴露したんじゃ不公平でしょ？」

			　……確かにそうだな。

			　しょうがない。弦義(つるぎ)には話すか。

			　これも、クラスメイトとの交友を深めるのに必要なことだ。

			　多分向こうもそう思ったから、あえてこんな会話をしたんだろうし。

			　俺は弦義(つるぎ)の傍(そば)に寄って誰にも聞かれないよう注意しつつ、自分の性(せい)癖(へき)を耳打ちした。

			「……へえ、君もなかなかいい趣味してるね」

			「誰にも言うなよ。これは男同士だからこそ言ったことなんだからな」

			「うん、わかった」

			　俺が念を押して口止めすると、弦義(つるぎ)は朗らかに笑って頷(うなず)いた。

			「それじゃあ、これで僕たち友達だね。これからよろしく、シン君」

			「ああ、よろしく、弦義(つるぎ)…………あー、ユミって呼ばれるのは嫌か？」

			「いや、そう呼びたければ呼んでくれて構わないよ。みんな僕のこと、ユミって呼ぶしね」

			「そうか、ならお前のことはアースではユミって呼ばせてもらう」

			　女性アバターにする予定だったと聞いたから、もしかしたらユミっていうキャラネームで呼ぶのはマズイかと思ったんだが、案外普通にその呼び方を受け入れているんだな。

			「それよりシン君。君やミナさんも、確かＣコースを選んでたよね？」

			「ん？　ああ、そうだが？」

			「なら、Ｂコースを選んだ人たちがログアウトしたあとに、僕とマイとも組まない？」

			「お前たちと？」

			「うん。僕たちもＣコースを選んでるから、どうかなって」

			　そういえば、確かＣコースを選ぶ生徒を決めるときに、早(はや)川(かわ)先生が「橘(たちばな)姉弟」とか言ってたな。

			「今は別の人たちと組んでるから君たちと合流できないけどさ、Ｃコースの人たちだけになったら、気兼ねなく組めるでしょ？」

			「そっか。わかった。俺は構わないが、あとでミナたちにも聞いてみる」

			　俺たち３人パーティーに橘(たちばな)姉弟が加われば、ちょうど５人、パーティーの上限人数に達する。

			　また、ユミは弓兵でマイは武道家だ。パーティーバランス的にも悪くはない。

			「前向きにお願いするよ。君となら気兼ねなくレべリングができそうだしね」

			「もしかして廃プレイする気か」

			「うん、一日中ＭＯＢ(モンスター)を狩り続けるっていうの、嫌いじゃないでしょ？」

			「まあ、嫌いじゃないな」

			「だよね」

			　どうやらコイツも、それなりのヘビーゲーマーであるようだ。

			　その後、俺とユミは今までどんなゲームをしてきたかという話で盛り上がった。そして、高校に入学して初めて男友達ができたその日は終了した。

		

	
		
			　

			12　モンスタートラップ

			　

			　翌日、俺たちは再び迷宮探索を行った。

			　地下１階層では、小鬼型モンスターのゴブリンとミミズ型モンスターのラージワーム、それにコウモリ型モンスターのフライングバットといったＭＯＢ(モンスター)が出現したが、それらを危なげなく狩っていた。

			　単体の敵ならＩＮＴに極振りをしているサクヤの攻撃魔法でほぼ瀕(ひん)死(し)になるし、複数なら俺がダメージヒールを使えば結構食いついてきてくれる。しかも、通路が狭(せま)いことから物理的な足止めがしやすいため、ミナたちがダメージを負うこともない。

			　正直ヌルゲーもいいとこだが、迷宮の難易度は階を降りるごとに増していくのだろうと思い直して探索を続けた。

			　そして、迷宮地下１階層を２時間ほど探索した頃、洞(どう)窟(くつ)の奥から突然悲鳴が聞こえてきた。

			「！　走るぞ！」

			「わ、わかったわ！」

			「う、うん！」

			　俺は瞬時に駆け出した。背後にいた２人も追(つい)随(ずい)するのを確認して、前を向き直す。

			　今の声はすぐ近くだ。

			　おそらく、目の前にある角を曲がった先から聞こえてきたのだろう。

			　俺は盾(たて)を前に構えながら走り、曲がり角までたどり着く。

			　そこでは、１つのパーティーが数十体のＭＯＢ(モンスター)に囲まれていた。

			　パーティーは、ＭＯＢ(モンスター)の飽(ほう)和(わ)攻撃を受けていた。

			「……！　『ヒール』！」

			　近くにいたＭＯＢ(モンスター)にダメージヒールを与え、ＭＯＢ(モンスター)たちの注意を引く。

			「加勢する！　俺がＭＯＢ(モンスター)を引きつけるから早く陣形を整えろ！」

			「!?　わ、わかった！」

			　ＭＯＢ(モンスター)の目がこちらを向いたのを確認して指示を飛ばすと、ＭＯＢ(モンスター)に囲まれていたパーティーのなかの１人がそれに答えた。

			　……よく見ると、その子はフィルだった。

			　こんなところで何してんだ。

			「『ファイアボール』！」

			「『スラッシュ』！」

			　背後からミナとサクヤが追いつき、ＭＯＢ(モンスター)へ攻撃し始めた。

			　今は、うじゃうじゃいるＭＯＢ(モンスター)を全部倒すことだけに集中しよう。

			　俺はフィルから目を一旦離し、２つの盾(たて)でＭＯＢ(モンスター)の行動を防いだ。

			「はぁ……はぁ…………全員無事のようだな」

			　そして十数分という時が過ぎ、ＭＯＢ(モンスター)をすべて倒し終えたのを見て、俺は息をつく。

			　そして、なぜここに大量のＭＯＢ(モンスター)がいたのかについて聞き出すべく、肩で息をして座り込んでいる５人のパーティーへと近づいていった。

			「お前たちは、見たところ中学生だな。どうしてこんなことになったんだ？」

			　フィルがいたことからなんとなく察しがついていたが、ＭＯＢ(モンスター)に襲われていたパーティーは全員、俺より年下と思える容(よう)姿(し)だった。

			　おそらくは、フィルと同じ中２だろう。

			「ええっと……ついさっき、そこにあった宝箱をキョウヤ君が開けて……」

			「そしたら、いきなりモンスターが湧(わ)き出てきたんだ……」

			　なるほど。トラップか。

			　迷宮内部には、いくつかのトラップが仕掛けられている。

			　公式サイトに載っていた情報によれば、踏むと毒状態になったりだとか、下の階に落っこちたりだとか……レベルが下がるなんていうものもあったはずだ。

			　おそらく、今回のモンスターハウストラップも、その類なのだろう。

			　しかし、だ。

			「それなら、どうしてわからなかったんだ？　確か盗賊は罠(わな)感知のスキルがあったはずだが」

			　俺はフィルのほうを向いて訊(たず)ねた。

			　フィルのジョブは盗賊だ。盗賊は剣士などの戦闘職と比べると、スキルの威力がやや弱くてＨＰの伸びも悪いが、その分、あると便利なスキルを数多く取得できる。

			　そのなかには、周辺に罠(わな)がないかを調べられる『罠(わな)感知』というスキルも含まれている。

			　なのでフィルがいる以上、こんな事態は起こらないように思えた。

			　スキルレベルが低くて、感知できなかったのだろうか。

			　もしくは『罠(わな)感知』を後回しにし、他の有用そうなスキルを先に取得したか。

			　そういった事情なら、まあ納得できなくもない。

			「罠(わな)があるだなんて聞いてないぞ！　俺は悪くないからな！」

			　俺が思考を巡らせていると、戦士職の男子生徒がそんなことを言った。

			「キョウヤ。落ち着けって」

			「落ち着けるか！　俺たちは今死にかけたんだぞ！　フィルが黙(だま)ってるせいで！」

			　……どうやらコイツが、事の元(げん)凶(きよう)である、宝箱を開けたプレイヤーのようだ。

			　でも、フィルは何も言わなかったのか。

			「いや……フィルちゃんは言ってたよ。『あれは罠(わな)だ』って」

			「へ？」

			　なんだ？

			　どういうことだ？

			　それじゃあどうして罠(わな)に引っかかったんだ？

			「あのときキョウヤ君、宝箱を見つけた途端に大喜びして駆け寄ってたよね……？　フィルちゃんが罠(わな)って言ったのは、その直後だったから……多分聞こえてなかったんだと思う……」

			「…………」

			　……つまりお前のせいか、キョウヤ。

			　コイツは宝箱が罠(わな)であるという可能性を考(こう)慮(りよ)せず、罠(わな)感知ができるフィルに確認を取らないで宝箱を開けたということになる。

			「お、俺は聞いてないぞ！　そんな重要なことを大声で伝えなかったフィルが悪い！」

			　だがキョウヤは自分の非を認めない。

			　確かに、フィルは罠(わな)であるということをパーティーメンバー全員に伝えきれなかった。

			　しかしだからといって、彼女にすべての罪があるだなんてことはないだろう。

			　というべきか、今回は罠(わな)である可能性を考えなかったこの男が一番悪い。

			「こんなんじゃ、１人あぶれていたお前をわざわざパーティーに入れてやった意味もねえよ！使えねえ盗賊だな！」

			「…………」

			　キョウヤは自分のことを棚に上げ、フィルに心ない罵(ば)声(せい)を浴びせていた。

			　フィルは目元に涙を溜め、震えながらそんな言葉に堪(た)えている。

			「ちょっとあなた……っ」

			「待て」

			　ミナが前に出ようとしたのを、俺は手で制した。

			　彼女もおそらく、俺と同じ気持ちなのだろう。

			　サクヤも眉(まゆ)をひそめており、明らかに不愉快だというような表情をしている。

			「俺が言う。２人は黙(だま)って見ていてくれ」

			　だから俺は、彼女たちの思いを背負ってキョウヤの前に立った。

			「おい、キョウヤといったな、お前」

			「な、なんだよアンタ……」

			「今の言葉……訂正して彼女に謝れ」

			　身長的に勝っているため、キョウヤを見下ろすような格好になった。

			　フィルは決して無能ではない。

			　こんなことで彼女が泣いていいわけもない。

			　今回の件はパーティーの連帯責任であり、それでも誰かが糾(きゆう)弾(だん)されるのなら、それは不用意な行動を取ったキョウヤである。

			　俺は大人気ないと思いながらも、年下の男子生徒に対して本気で怒っていた。

			「彼女のほうにも非はあると思うが、今回は状況的にお前が一番悪い。彼女を責める前に、まずお前がパーティーメンバーに謝るべきじゃないのか？」

			　この男はパーティーメンバーに対して、未だ一言も謝っていない。

			　俺はそれについても苛(いら)立(だ)ちを感じ、睨(にら)みつけながらキツイ口調で訊(たず)ねた。

			「……助けてもらったことは感謝してるけどさ、俺たちの問題にしゃしゃりでてくるの、やめてくんない？　うざいんだけど」

			「…………そうか」

			　けれど、それは無意味だった。

			　ただ単に引っ込みがつかなくなっただけかもしれないが、このキョウヤという男は、典型的な自己中なのだろう。

			　子どもすぎて、周りへの配(はい)慮(りよ)が欠けている。

			　でかい口を叩けば偉いのだと、思い込んでいる。

			　まるで鏡を見ているようで、反(へ)吐(ど)が出るようだ。

			「だったら助けてやった報(ほう)酬(しゆう)を払え。そしたら俺たちは退散してやる」

			「なに？　報(ほう)酬(しゆう)？」

			「そうさ。まさか、俺たちがタダで助けてやったと思っているんじゃ、ないだろうな？」

			　本当なら「ありがとう」「どういたしまして」で済む話で、こんなことを言うつもりなんてなかったのだが、今回は仕方がない。

			「報(ほう)酬(しゆう)はお前たちの有り金と装備品、それにアイテムボックスの中身全部だ」

			「な、何言ってんだ!?　馬鹿じゃねえの!?　そんなん払うわけねえだろ！」

			　払わないだろうな、普通。

			「なら、あのままＭＯＢ(モンスター)に殺されていたほうがマシだったか？　俺たちが助けなかったら確実に死んでいただろうな、お前たちは」

			　ＭＯＢ(モンスター)を侮(あなど)るなかれ。一体一体は弱くとも、それが数十匹ともなれば、大きなレベル差がない限りは嬲(なぶ)り殺しの目に遭(あ)う。

			　そして、俺たち生徒はまだ２日と少ししかアースにいないのだから、そんな極端なレベル差にはなっていないはず。

			　なら、さっきの出来事はこの中学生パーティーにとって致(ち)命(めい)傷(しよう)になっていた事態だろう。

			「キョウヤ君、この人の言うとおりにしよ？　私たち、この人たちに助けられたんだよ？」

			「ぐ……で、でも助けてなんて一言も言ってねえし……」

			「僕もアヤの意見に賛成だ。口止め料という意味合いも込めてさ……」

			「なに？　口止め？」

			　予想外の言葉が、中学生パーティーメンバーの口から漏(も)れてきた。

			「実のところ僕たち……クラス単位でやってた狩りから抜け出して、ここにやってきたんです」

			「おいおい……」

			　そうだったのか。

			　思ってみれば、今現在、自由に行動している中学生なんて、あんまり見かけない。

			　それに、迷宮内でプレイヤーと会ったのも、今回が初めてだ。

			　昨日、フィルと町中で普通に会えたからあまり気にしていなかったが、中学生なら、教師陣の目は俺たちより厳しいだろう。

			　加えて、町の外や迷宮といった死が身近にあるところへ行くのは、プレイヤーにそれなりの力があると教師が判断してから、というのが学校の基本方針だったはずだ。

			「なので、できれば今回のことは黙(だま)っていてもらいたいのですが……」

			「……わかった。黙(だま)っておいてやる。その代わり、ここでのやりとりは口外禁止だからな」

			「わ、わかりました」

			　勝手に迷宮に入って死にかけました、なんて言ったらどんな処(しよ)罰(ばつ)が下されるかわかったものではない。俺は俺で、中坊から金銭を巻き上げるという、世間体の悪いことをやっている。

			　お互い秘密にしたほうが賢明というものだ。

			「ちょっと待てよ！　だったら帰りはどうするんだよ！　装備もアイテムも取られた状態じゃ、安全に迷宮を脱出するなんて無理だぞ！」

			　キョウヤが突然、思い出したように叫んだ。

			　やっと、予定していた話の展開になってきたな。

			「そういうことなら譲(じよう)歩(ほ)してやる。装備と消費アイテムは取らないでおく代わり、お前たちのなかから１人、俺たちのパーティーに貰っていく」

			　俺は、あらかじめ考えていた台詞(せりふ)を口に出した。

			　ここで俺がしたかったのは、キョウヤに痛い代償を払わせて反省してもらうことと、中学生パーティーに無理やりという印象を与えながらフィルを引き抜く、ということだ。

			　ここでなあなあにしたら、この中学生パーティーは、いずれまた同じ失敗をしかねない。

			　また、このパーティーにフィルを置いておくのは、あまり良いことのようには思えなかった。

			　どうもフィルは、孤立していたところをパーティーに誘われたからか、キョウヤの言葉に反論できないでいる。

			　ただ単に、フィルが引っ込み思案なだけな部分もあるのだろうが、こんなことがあってなお、この中学生パーティーにいるのはキツイだろう。

			　それに加え、ここで強引なかたちでフィルを引き抜けば、中学生パーティーにとって悪者は俺たちだけになる。

			　これからもクラスメイトとして接しなくちゃいけないフィルは、あくまでこの取引によって発生した被害者、ということにしておけば角も立たない。

			　なのでそれらすべてを解決する方法として、俺は中学生パーティーにこの要求をつきつけた。

			　５人から４人になることで攻撃力が落ちるだろうが、タンクとヒーラーが揃っていれば、迷宮の外に出るだけなら十分だからな。

			「！　あ、アヤは渡さないぞ！　こいつは俺らの生命線なんだからな！」

			　……と思っていたら、別の人間を引き抜く懸(け)念(ねん)を持たれてしまったようだ。

			　キョウヤは、さっきから俺たちの会話に積極的に参加していた僧(そう)侶(りよ)の女の子を庇(かば)うようにして、両手を広げていた。

			　もしかして、こいつはこのアヤって子が好きなのだろうか。

			　まあどうでもいい。俺もヒーラーを引き抜くほど鬼(き)畜(ちく)ではないし。

			「ならしょうがない。そこのフィルという盗賊を寄越せ。迷宮探索で、ちょうど盗賊職が欲しかったところだからな」

			　これはこれで使えると思い、そんな台詞(せりふ)を吐いた。

			「なぁに、別に取って食おうってわけじゃないんだ。ただその子に、俺たちの手伝いをしてもらうだけのことさ」

			「ま、待ってください！　フィルちゃんだけに――」

			「……いや、いい……オ……私がいく」

			　アヤという少女が反対したが、俺の思惑を察したらしきフィルが、取り成すように言った。

			　というか、クラスメイトの前では、「オレ」ではなく「私」なのか。

			　言い直した様子からして、あまり使い慣れていない様子だけど。

			「……私が行けば全部丸く収まる。アヤたちは気にす……しないで」

			「で、でも！」

			　俺たちと一緒に行こうとするフィルを、アヤが引き止めた。

			　まあ、見ず知らずの男子高校生に、女子中学生が連れ去られようとしている状況だからな。

			　何かしら危険だと思っても、仕方のないことだろう。

			「安心して。私たちは本当に、盗賊が欲しいってだけだから」

			「え……？」

			「だから身の安全は私が保証するわ」

			　俺の分が悪いと見たミナが、前に出てアヤを説得した。

			　女性メンバーがいてくれて良かったな。説得がスムーズになる。

			「私たちのパーティーは、女性のほうが比率高いのよ。だから、もしこの男が変な真似をしようものなら、私たちが黙(だま)ってないんだから」

			　ミナはそう言うと、俺に向かってニヤリとした笑みを向けてきた。

			　そんな彼女を見て、俺は嘆(たん)息(そく)しながら両手を軽く上げる。

			「わかってる。俺は中学生に手を出したりなんてしない」

			「ふふっ、それならよかった……ということで、その子をウチに預からせてもらえないかしら？」

			　俺が「無害です」と主張すると、ミナは薄く笑い、キョウヤに見えない位置でアヤにウインクを飛ばしていた。

			「あれ……もしかして、前にテレビによく出てたミーナ……さんですか？」

			　ミナの顔に見覚えがあったのか、アヤは彼女に訊(たず)ねた。

			　そういえば、ミナってそこそこ有名なアイドルをやっていたんだっけか。

			　なら、ミナを知っている子がいても不思議じゃないな。

			「……ええ、そうよ。でもここでは、私のことミナって呼んでね、アヤちゃん」

			「…………！　は、はい。では、フィルちゃんをよろしくお願いしますね、ミナさん！」

			「うん、任されました」

			　フィルは安全だと思ったのか、アヤはホッと息をつき、俺たちに向かってペコリと頭を下げてきた。

			　アヤという子は、ミナのファンだったんだろう。

			「よし、話も纏(まと)まったな。それじゃあまず、有り金から全部出せ」

			「……それは変更なしなんですね」

			「当たり前だ」

			　このパーティーには痛い目に遭(あ)って反省してもらうというのも、今回の提案には含まれていることだからな。今後はもっと慎重に動けよ。

			　こうして俺たちは、人目の届かない場所で中学生から金品をカツアゲし、更に１人の女子中学生をゲットすることに成功したのだった。

			　なんか俺たち、すげえ悪者だな。

		

	
		
			　

			13　ロリコンの気配とスキルレベル

			　

			「……さっきはありがとう……シンさん」

			　迷宮地下２階層への階段を下りている途中、傍(そば)にいたフィルが感謝の言葉を告げてきた。

			「別にお礼を言われることじゃない。報(ほう)酬(しゆう)もちゃんと貰ったしな」

			　そう言いながら、俺は頭を掻(か)く。

			　実際、さっきのカツアゲで俺たちの懐(ふところ)は潤(うるお)ったし、特に被害らしいものもない。

			　おまけに優秀なプレイヤーを１人確保できた。

			　俺たちからすれば、かなりのプラスだったと言える。

			　フィルがいれば俺のアレも育つしな。良いこと尽くめだ。

			「今はとりあえずというかたちで同行してもらっているが、これからもフィルを俺たちのパーティーに加えて問題ないか、あとで先生に聞いてみるな」

			「ん……」

			　本当は同学年同士で組むほうが交友関係的には良いのだろうが、この子の場合は、上手く他のパーティーに馴(な)染(じ)めない。

			　そのことを俺は、別ゲームでのフィルを通して知っている。

			　ならいっそのこと、俺たちとだけつるんでいればいいだろう。

			　こうしたほうが、無理に周囲へ溶け込もうとして苦しい思いをするよりマシだ。

			　俺は、そんなことを考えてフィルをパーティーに加えた。

			　そして、４人パーティーとなった俺たちは迷宮地下２階層へと足を踏み入れた。

			　地下１階層と特に代わり映えしない洞(どう)窟(くつ)内部を探索してすぐに、犬人型モンスターのコボルトが３匹、目の前に現れた。

			「『ファイアーボール』！」

			　まず、サクヤが炎魔法を放って１匹のコボルトを焼く。

			　しかし、鎧(よろい)と盾(たて)を装備したコボルトは、魔法１発だけでは倒せず、３匹は一斉に俺たちへ向けて駆け出した。

			「『ヒール』」

			　俺は走りながら、サクヤが焼いたコボルトへ追い討ちのダメージヒールを与える。

			　すると、そのコボルトは今度こそＨＰが０になり、煙(けむり)となって俺たちの前から消え去った。

			　ただの攻撃魔法でダメージを与えたサクヤより、回復魔法でダメージを与えたうえにＭＯＢ(モンスター)を倒した俺が、もっともヘイトを稼いだため、残り２匹のコボルトは俺に剣を振るってきた。

			　俺は、両手に持った２つの盾(たて)で軽く防ぐ。

			　コボルト２匹は俺の防御を突破できず、その場に足を止めた。

			「……シッ！」

			　そこで盗賊職のフィルが、２匹を流れるように短剣で切りつけた。

			　この攻撃は『スリープスラッシュ』と『ベノムスラッシュ』か。

			　切られたＭＯＢ(モンスター)の片方は眠り、もう一方は若(じやつ)干(かん)動きが鈍くなった。ＨＰが少しずつ削られていくのが確認できる。

			　しかも無(む)詠(えい)唱(しよう)とは大したものだ。

			　一応、そんな概念があるということは学校から貰った手引書にも小さくではあるが書いてあったので、俺もすでに習得していた。しかし、ミナやサクヤといった高校生連中が未だ習得しきれずにいるそのプレイヤースキルを、中学生のフィルが使えるとは思わなかったな。

			「『パワースラッシュ』！」

			　フィルを心から賞賛していると、毒状態に陥(おちい)っているＭＯＢ(モンスター)をミナが豪(ごう)快(かい)に叩き切った。

			　これによってＨＰの半分以上が消え、ＭＯＢ(モンスター)は地面に片膝をつく。

			　そんなところに、またもフィルが飛び込んでＭＯＢ(モンスター)を斬りつけ、再びミナが攻撃を加えたところで、毒状態のＭＯＢ(モンスター)は、あっさりＨＰが０となって煙(けむり)と化した。

			　やはり、フィルがいるとＭＯＢ(モンスター)の殲(せん)滅(めつ)速度が速いうえに、安定性が増すな。

			　俺はそんなことを思いつつ、眠り状態のＭＯＢ(モンスター)がミナの攻撃で煙(けむり)になるのを見ていた。

			「さすがだな、フィル。俺の動きだけじゃなく、ミナの動きにも上手く合わせて攻撃できていたぞ」

			「……ども」

			『ＦＯ』でも、俺とフィルはタンクとアタッカーのコンビをよく組んでいたため、それなりに上手く連(れん)携(けい)がとれると思ってはいた。

			　けれど、今回が初の連(れん)携(けい)となるミナの攻撃にも、フィルは合わせられた。

			　無(む)詠(えい)唱(しよう)の件といい、アースにおけるフィルのプレイヤースキルも、高いと判断していいだろう。

			　フィルの実力を疑っていたわけじゃないけどな。教えたことはすぐに覚える子だし。

			「……でも、それよりシンさんのほうが凄(すご)い。話には聞いてたけど、さっき使ってたのがダメージヒールか……ですか？」

			「あ、ああ、そうだが」

			　今度は、俺のほうがフィルに感心されてしまっていた。

			「……ゲーム初日のときは、シンさんたちが言うようにオレも失敗だって思ってたけど……それを逆に利用するなんて……やっぱりシンさんは凄(すご)い……です」

			　フィルは目をキラキラさせて俺を見つめてくる。

			　過大評価をされている気がするが、可愛い後輩に凄(すご)いと思われるのは悪い気分じゃない。

			　だから俺は、『ＦＯ』内でそうしていたように、フィルの頭を豪(ごう)快(かい)に撫でた。

			「と言っても、攻撃魔法と同様に、そこまで連発できるものではない。複数の敵を相手取るには、フィルの状態異常スキルを重宝する。頼りにしてるぞ」

			「……ん、わかった……りました」

			　フィルは、首に巻いたマフラーで顔を隠した。

			　フィルの耳が赤くなっている。顔が赤くなったのを隠したのだろう。

			　相変わらず、人に褒(ほ)められるのには慣れていない様子だな。

			　こんなことで、いちいち恥ずかしがらなくてもいいだろうに。

			　俺は、フィルのほうへ向けていた顔を上げた。

			「…………」

			「…………」

			　サクヤと目が合った。

			　彼女は涙目になりながら、黒ローブの前をめくり上げている。

			　今日も白か。徹底してるな。

			「シン様からロリコンの気配を感じる……」

			「いや、ロリコンじゃないから。ロリコンじゃないから、とりあえずローブを下げろ」

			　ロリコンって、なんでだよ。

			　俺はただ普通に、フィルを褒(ほ)めてただけだろ。

			「年齢だけは……年齢だけはどうしようもないのに……」

			　サクヤは悔しがりながら呟(つぶや)いた。

			　お前も気にするほど年取ってないだろ。２歳くらいしか違わない子に、変な嫉(しつ)妬(と)心を燃やすなよ。

			「一応言っとくが、フィルは仲間だからな。もしコイツに誤射でもしたら、追い出すぞ」

			「わかってるよぉ……さすがの私でもそんなことまではしないよぉ……」

			「……そうか？」

			　サクヤだったらやりかねないと思ったんだが、言質は貰えたから、まあ大丈夫だろう。

			「でもその代わり、私にもナデナデしてぇ……」

			「…………わかった」

			　そのあと俺は、サクヤの機(き)嫌(げん)を直すべく、彼女の頭を撫でた。

			「シンさんとサクヤさんの関係って……？」

			「夫と妻の関係かなぁ……」

			「黙(だま)れ。適当なこと言うとぶっ飛ばすぞ」

			　フィルが俺たちの異様な関係について訊いてきたり、サクヤがそれにアホな回答をしたりしていたが、ひとまず変な誤(ご)解(かい)が生まれるのだけは阻止することができた。

			　その間、ミナが微(び)妙(みよう)な表情で俺たちを見ていたのは言うまでもない。

			　こうして俺たちは何事もなく（？）迷宮探索を続け、ほどほどの時間が経過した辺りで町へと引き返した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「『かつて私たちが手に入れて倉庫に保管していたものの、そのまま使うこともなく埃(ほこり)を被っていたものなので、好きに使うといいですわよ』……か」

			　迷宮から戻ってきた俺たちが冒険者ギルドにてアイテムの換金をしていると、受付のお姉さんからこんな伝言と装備品のいくつかを渡された。

			　差出人は、ゲーム開始時にパーティーを組む予定だった『セレス』というプレイヤーだ。

			　確か、彼女は前に自分は大学生と言っていたが、どうも文面的に俺たちより早くアースに来ていたようだな。

			「……セレスさんから？」

			　俺が読んでいる手紙を読もうと、爪先立ちになってふらふらしているフィルが訊いてきた。

			「ああ、どうやらそのようだ」

			「……先に来てたんだ」

			「らしいな」

			　どうやらフィルも知らなかったみたいだな。

			　まあ、俺たちは全員アースについて守秘義務が課せられているから、多分、彼女も地球では迂(う)闊(かつ)に喋(しやべ)ることができなかったんだろう。

			　通話機能で連絡を取ったときとかにでも、教えてくれれば良かったのに。

			　先にゲームを始めた、というような後ろめたいモノがあったのかもだが。

			「『先達が後続へ過保護に接すると碌(ろく)なことにはならない、ということはあなたもよく知っているでしょう。だから私たちからの助力も、そこまで大きな意味を成すものではないと留意しなさい』……だとさ」

			　強い装備を身につけたりパワーレべリングをしたりして強くなったと勘(かん)違(ちが)いし、迂(う)闊(かつ)な真似をして死んでしまわないようにという心配りか。

			　つまり、今の俺たちの身の丈に合った装備を送った、と言いたいのだろう。

			「……と言っても、それなりに良いのが揃ってるな」

			　

			【死(し)霊(りよう)の腕輪　呪　耐久値 １００００　重量 ５

			　ＳＴＲ ＋４　ＭＮＤ －４】

			　

			【死(し)霊(りよう)の首輪　呪　耐久値 １００００　重量 ５

			　ＩＮＴ ＋４　ＭＮＤ －４】

			　

			【死(し)霊(りよう)のブーツ　呪　耐久値 １００００　重量 ５

			　ＡＧＩ ＋４　ＭＮＤ －４】

			　

			【愚者の盾(たて)　耐久値 ２００００　重量 ３

			　ＳＴＲ ＋１　ＶＩＴ ＋５　ＩＮＴ －５　ＭＮＤ －５　ＬＵＫ ＋５】

			　

			【吸血の十字架　スキル『吸血』　耐久値 １２０００　重量 12

			　ＳＴＲ ＋５　ＩＮＴ ＋５】

			　

			　死(し)霊(りよう)装備３つに加えて俺用の盾(たて)、それに敵からＭＰを吸い取って自分のＭＰに変えるスキル『吸血』が付属した武器を、セレスは寄越してくれた。

			　とくに、死(し)霊(りよう)装備３つはでかいな。

			　これで、パーティーメンバー全員分の回復ができるようになる。

			　また、防御力を上げるだけにとどまらず、ＭＮＤを下げてくれる盾(たて)もなかなか有用だ。

			　それに、吸血の十字架は鈍(どん)器(き)装備扱いのようで、僧(そう)侶(りよ)の俺でも普通に装備できる。

			　タンクとヒーラーを兼任するせいでＭＰ消費が激しい俺にとって、敵のＭＰを吸収できる武器があるというのは、かなり嬉(うれ)しい。

			　これらがあれば、タンクをするのもかなり楽になるだろう。

			　俺は、死(し)霊(りよう)装備をミナとフィルへ渡した。

			「他の子に、首輪はつけちゃダメだからね、ご主人様」

			「…………」

			　サクヤから念押しをされた。

			　自分以外のパーティーメンバーに、首輪をさせたくないのか。

			　というか、ご主人様はやめろよ。フィルがこっち見てんだぞ。

			　そのあと俺は、死(し)霊(りよう)の腕輪をミナに、死(し)霊(りよう)のブーツをフィルに渡し、首輪は保留にすることでサクヤを鎮めることに成功した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜になり、適当に食事をしてから宿へと戻ってきた。

			「なに？　中学生をメンバーに加えて行動してもいいかだって？」

			「はい」

			　宿へ戻った俺は、フィルを預かっても問題ないか、早(はや)川(かわ)先生にお伺(うかが)いを立ててみた。

			　ちなみに、宿が違うからフィルとは帰り道の途中で別れている。

			　送っていこうとは言ったのだが、彼女は首を振ってさっさか走っていってしまった。

			　まあ、とりあえずこの町の治安は良さそうなので、１人でも大丈夫だろう。

			「ふむ……まあいいだろう。そのかわり、きちんと面倒を見るんだぞ？」

			　早(はや)川(かわ)先生は、軽い調子で二つ返事で了承してくれた。

			　それならそれで、俺としては楽なんだが……。

			「本当にいいんですか？　そんな簡単にオーケー出して」

			「君なら問題あるまい。それで、その中学生というのは何年何組の誰だ？」

			　なんだか気持ち悪いくらいに信頼されてるな。

			「……２年で、キャラネームがフィルっていう女の子です」

			　俺はそれ以上考えるのをやめ、フィルについて軽く説明した。

			「女子……か。君はあれか？　もしかしてパーティーメンバーを女の子で固めるつもりか？」

			　早(はや)川(かわ)先生は眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			「いや、そういうことはないですが……」

			　なんで女の子だと知った途端に、そんなこと言い出すんだ。

			　確かに、俺のパーティーは女子ばっかりだけど。

			「フィルとは、別のゲームで一緒にパーティーを組んでいたんですよ。多分、クロクロでも良いセンいくと思いますよ。彼女がいれば迷宮攻略も捗(はかど)ります」

			「そうか……それならいいんだが」

			　くだらないことでフィルのパーティー加入を取り下げられても困るので、俺は彼女を持ち上げた。

			　実際、その言葉に偽りはない。

			「……ところで、さっきから気になっていたんだが」

			　そこで早(はや)川(かわ)先生は俺を訝(いぶか)しむような目つきで見た。

			「？　なんでしょうか」

			「君はなぜ、町中でも毒状態なんだ？　普通、迷宮からここまで歩いてきたら状態異常も回復するし、そもそも君は僧(そう)侶(りよ)だろう。どうして回復しない？」

			　なんだ、そのことか。

			　状態異常はかかると名前の横に表示されるからな。ＨＰも微量ながら減っていってるし。

			　見た目が大丈夫そうでもバレるか。

			「これはスキルレベルを上げているだけですよ」

			「スキルレベルだと？」

			「俺はタンク兼ヒーラーなので、状態異常になるとまずいんですよ。だからこうして、安全なときに状態異常耐性スキルを鍛えているわけです」

			「あ、ああ……そうなのか……」

			「はい」

			　アースにおけるスキルレベルは、スキルを何度も使うことによって上がる。

			　今も毒状態なのは、さっきまでいたフィルに『ベノムスラッシュ』でちくちくっと刺してもらい、毒耐性スキルを鍛えている最中だからだ。

			　本当は毒状態になって治療して、を繰り返したほうが効率的であるものの、毒状態を維持したままでも、熟練度的なものは増えていくらしい。

			　フィルは軽くといえど、俺の体にナイフを突き立てるのを嫌がっていたが、それでもスキルレベルを上げるためだと言って、なんとか了解してもらった。

			　そんなやり取りをしている近くで、サクヤが羨(うらや)ましそうにこちらを見ていたが、気にしない。

			　下手に声をかけて「私も刺したい」とか言われたら、俺のリアル精神力が削られるからな。

			　今は、ＭＯＢ(モンスター)が毒の状態異常しか使ってこないから毒耐性を優先して上げているが、いずれは睡眠耐性、麻(ま)痺(ひ)耐性なども鍛えていくつもりでいる。

			　盗賊職で各種状態異常攻撃が使えるフィルがいれば、俺の状態異常耐性スキルもどんどん育てられるのだ。

			「……しかし、毒状態は、体が高熱を出しているのと同じくらい苦しいはずなんだが……君は辛くないのか？　この世界はゲームなどではないのだぞ？」

			　早(はや)川(かわ)先生は、俺の体の心配をしてくれた。

			　ゲームなどではない、か。そう思って行動しろということであれば、同意する。

			　人の流れ、町の空気、空の眺め、自身の感覚。

			　何を見たり聞いたりしても、ここがＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)でないということが理解できてしまう。

			　しかし、それは関係ない。人生はクソゲーだとか、ゲームのなかこそ俺のリアルだとか、そういうことではなく、俺はゲームという存在を崇(すう)拝(はい)しているのだから。

			「俺にとってはゲームですよ」

			　だから俺は、早(はや)川(かわ)先生にそう言った。

			　そして、何か言いたそうにしている彼女の視線を無視し、自分のベッドがある部屋へと静かに戻った。

		

	
		
			　

			14　タンクの役割

			　

			「……なんでお前までいるんだ」

			「………………俺のほうが聞きてーよ」

			　翌朝、俺たちの泊まっている宿屋にフィルが訪れた。

			　彼女が来たのは俺たちと一緒に行動するためだからわかるのだが、その後ろに余計なものまでついてきているのを見て、俺は眉(まゆ)を顰(ひそ)める。

			　フィルの後ろには、中学生パーティーを全滅させかねない事態を起こした、キョウヤがいた。

			「それは、この子も君たちのパーティーに入れるためさ、一(いち)之(の)瀬(せ)君」

			「…………」

			　俺たちが宿の前で微(び)妙(みよう)なけん制をし合っているところへ、早(はや)川(かわ)先生がやってきた。

			「早(はや)川(かわ)先生……それは俺への当てつけでしょうか？」

			　昨日、俺は先生に向かって生意気な口をきいた。

			　それに早川先生は、俺以外のパーティーメンバーが全員女子だということにも、あまり良いとは言えない反応をしていた。

			　だからこの人は、俺たちのパーティーに男子を入れようとしているのだろうか。

			　でも、なんでよりにもよってコイツなんだ。

			「いや、別にそういうことではない。ただ、山(やま)田(だ)君は昨日、迷宮で面倒を起こしたらしいな？」

			　山(やま)田(だ)君って、もしかしてキョウヤの名字か。

			　というかそれよりも、昨日あった迷宮での一件はバレてるみたいだな。

			「山(やま)田(だ)君たちが一(いち)之(の)瀬(せ)君たちに助けられたということも、その後のやり取りについても、すべて聞かせてもらった。君なりに理由があってのことだと思うが、中学生相手に金品を巻き上げるのはどうかと、私は思うぞ。たとえそれが、この子たちを救った報(ほう)酬(しゆう)なのだとしても」

			　どこからどうバレたのかは知らないが、中学生パーティーの誰かが全部ゲロッたようだ。

			　まあ、そのあたりは別にどうでもいいが。

			「俺は身の丈に合わない迷宮探索をするくらいなら、フィールドマップで修(しゆう)練(れん)を積んだほうが良いと思っただけですよ」

			　迷宮探索は、それなりに高いプレイヤースキルと金が必要だ。

			　なかで稼げる金も相当なものだが、下準備もなしに入れば外よりも死にやすい。

			　また今回の件は、トラップである可能性をロクに考えずにいるプレイヤーは、それなりの代償を支払う羽目になる、ということを知らしめようとして加えた制(せい)裁(さい)だ。

			　フィルを引き抜きやすくする、という理由もあったけど。

			「つまり金品を奪ったというのは否定しない、と？」

			「報(ほう)酬(しゆう)として貰っただけですよ」

			「まあ、山(やま)田(だ)君以外の子は全員、それで納得しているようだな」

			　他の子たちはキョウヤの巻き添えのようなものだったから、少し可哀想(かわいそう)な気もしていたんだが、そう思っているならこちらも気が楽だ。

			　しかし、事を起こした張本人が納得していないってどういうことだ。

			「けれど、ここでそれを完全に見過ごすわけにもいかないな、教職の立場にいるものとして」

			「……それで、キョウヤを俺たちのパーティーに入れる、と？」

			「そうだ。山(やま)田(だ)君には昨日の件で反省してもらうのと同時に、アースでの振る舞いを君たちから学んでもらう。そして一(いち)之(の)瀬(せ)君たちには、このひよっ子プレイヤーを育ててもらう」

			　なるほど。早(はや)川(かわ)先生たちは俺たちを反省させ、そして今後似たような問題を起こさないよう、キョウヤを教育させようとしているのか。

			　確かに俺はやりすぎたし、キョウヤの行動は目に余る。

			　この辺が落としどころと、教師陣は考えたんだろう。

			「でも、俺でいいんですか？　コイツの教育なら、他に適任者がいるんじゃないですか？」

			　だがメンドクサイものはメンドクサイ。

			　俺はなんとかして、キョウヤのお守りを拒否しようとした。

			「君以上の適任者なんてそういないさ。私は君に期待しているよ」

			「……そうですか」

			　早(はや)川(かわ)先生はニヤリと口元を歪(ゆが)ませて、俺に激(げき)励(れい)の言葉をかけてきた。

			　俺に何を期待しているんだ、この人は。わけわかんねえ。

			「私は良いと思うわよ。別にずっと組むってわけじゃないんだし」

			「男の子なら、シン様を持ってかれる心配は多分ないしね」

			　どうやらミナとサクヤは、早(はや)川(かわ)先生の提案を呑むつもりのようだ。

			　まあミナの言うとおり、これは一時的なパーティー編成だから、そこまで深く考えなくても良いんだが。パーティーメンバー枠も、余っていたわけだし。

			　つかサクヤ。俺は男に走る趣味なんて絶対ないからな。多分とか言ってんじゃねえよ。

			「というわけで、君たちは今日から５人メンバーだ。期限は中学生プレイヤーがログアウトする５日後まで。以上」

			「……はぁ……わかりました。でもスパルタでいきますからね」

			　こうして俺は、不承不承ながらもキョウヤをパーティーに加えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「パーティーメンバーを置きざりにして１人で敵に突っ込もうとするな。敵と味方の位置、距離を常に把(は)握(あく)して立ち回れ」

			「スキル範囲内に敵を全員収めたら、さっさと『シャウト』を使え。なんのためのタウント（挑発）スキルだ。みんな、お前がスキル使うのを待っているんだぞ」

			「誰のヘイトが一番高いかは、敵の目を見ればすぐにわかる。目の前の敵が自分を見ていなかったら、パーティーメンバーが危ないと思え。その際、タウントスキルが使えなかったり攻撃スキルが振れなかったりで視線をこちらに戻せないようなら、体を敵と味方の間に割り込ませて物理的に食い止めろ」

			「ヘイトが十分溜まっているのなら、無理に攻撃するよりダメージを貰わないことのほうに気を配れ。戦闘時間を短くできれば負担も少なくなるが、自分の役割であるタンクがちゃんとこなせるという状況で攻撃することを心がけろ。ゴリ押しの戦いは、回復職(ヒーラー)のＭＰと回復の機会を無(む)駄(だ)にするだけだ」

			「だから何度も言っているだろう。タンクが２人いるときに複数の敵を相手取る際は――」

			「だああああああ！　うっせーよ！　ちょっとだまってろよ！」

			　迷宮に入ってから３時間ほどが経過した。

			　その間、俺はずっとキョウヤに、タンクの心構えや立ち回りについてを説明しながら戦闘をしていたのだが、キョウヤは突然キレて俺を睨みつけてきた。

			「余(よ)所(そ)見(み)をするな。敵が目の前にいるときは、ソイツから目を逸(そ)らすんじゃない」

			「ぐっ……!?」

			　ゴブリンの棍(こん)棒(ぼう)がキョウヤの腕に当たり、手に持っていた盾(たて)を落っことした。

			　言わんこっちゃない。まったくもってメンドウな子守りだ。

			「……ほら、早く盾(たて)を拾え」

			　俺は自分が相手していたＭＯＢ(モンスター)がサクヤの魔法で焼き尽くされたのを確認したあと、キョウヤの前まで走り、ゴブリンの攻撃を盾(たて)で防いだ。

			「べ、別に助けてなんて――」

			「そういうのいいから。マジホントそういうのいいから、早く盾(たて)持って体勢直せ」

			　フォローに来た俺に向かって、キョウヤが何か言っている。

			　それを聞いた俺は、若(じやつ)干(かん)苛(いら)立(だ)った調子で盾(たて)を拾うよう再び指示を出した。

			「『パワースラッシュ』！」

			　キョウヤがモタモタするうちにミナがトドメをさし、ゴブリンは消え去った。

			　なんというか、グダグダだ。

			　そう思った俺は、パーティーメンバー全員に小休止をすると告げ、キョウヤのほうを向く。

			　キョウヤは若(じやつ)干(かん)ひるむような様子を見せていたが、俺は特に気にすることなく口を開いた。

			「タンクは、一時的にであっても機能しなくなれば、パーティーの全滅に繋(つな)がりかねない重要な役だ。戦闘途中に盾(たて)を落とすとか、大チョンボもいいところだぞ」

			「う、うるせーよ！　それはお前がいちいち話しかけてくるのが悪いんだろーが！　気が散ってしょうがねーんだよ！」

			「この程度のことで集中力を乱すな」

			　戦闘中に集中力がないというのは、問題がありすぎる。

			　俺はため息を吐きつつも、キョウヤに対して何度目になるかわからない言葉を言い放つ。

			「……タンクが死ねばみんな死ぬ。お前はパーティーメンバー全員の命を背負っているのだ、ということを自覚しろ」

			　これは大げさなことではない。

			　タンクとは、パーティーメンバー全員の命がかかっている役割だ。

			　アタッカーが死んでも、まだ挽(ばん)回(かい)はできる。

			　ヒーラーが死んでも、蘇(そ)生(せい)手段があるのなら、タンクが生きている限りはなんとかなる。

			　しかし、タンクが死ぬとパーティーは一気に崩(ほう)壊(かい)する。

			　もしタンクが死んで蘇(そ)生(せい)が少しでも遅れれば、それは致(ち)命(めい)的(てき)な痛手となり、最悪の場合、パーティーは全滅してしまう。

			　パーティーの盾(たて)であるタンクは、滅多なことでは死んではいけない。盾(たて)を失ったパーティーほど脆(もろ)いものはないのだ。だからタンクをやる者には、それなりの自覚が必要になる。

			　タンクは死んではならない、タンクは軽率な行動をとってはならない、という自覚が。

			　けれど、その自覚がキョウヤには足りない。

			　コイツはＭＯＢ(モンスター)を見つけたら１人で勝手に飛び込んでいくし、タウントスキルの前に攻撃スキルをぶっ放す。

			　敵をひきつけ、なおかつ死なないことが最大の役目であるタンクとして、失格だ。

			　キョウヤの動きは、パーティープレイをしていない。

			「キョウヤ、お前はちゃんとわかっているのか」

			「な、何をだよ……？」

			「アースではやり直しができない、ということをだ。死に覚えなんてできないんだぞ」

			「そ、そんなことわかってるっつの……」

			　俺が念を押して訊くと、キョウヤは下を向きながらも頷(うなず)く。

			　でも、本当にわかっているんだろうか。

			「一応ＨＰが０になっても、蘇(そ)生(せい)が間に合えば生き返る。だが間に合わなければ死ぬ。この世界から消えてなくなるんだぞ。それを本当にわかっているのか」

			「わかってるって言ってんだろ！」

			　さすがにしつこかったか。

			　キョウヤは、怒ったような表情で睨(にら)みつけてきた。

			「でもそれが俺なんだよ！　元々俺は、タンクなんてガラじゃねえんだよ！」

			　そして、そんなことを言ってきた。

			　俺は、ほとほと呆(あき)れたといわんばかりにため息をついた。

			「だからどうした。お前は昨日のパーティー構成からして、タンクをしていたはずだ」

			　中学生パーティーは戦士、盗賊、僧(そう)侶(りよ)、魔術師、軽装備の趣味人だった。

			　戦士はタンク、魔術師はアタッカー、盗賊はサブアタッカー、僧(そう)侶(りよ)はヒーラー、そして重装備ではなく軽装備に身を包んだタイプの趣味人は、戦闘において歌や踊りでパーティーメンバーにバフ（強化）をかける援(えん)護(ご)、というのがそれぞれの職の役割である。

			　つまり、あのパーティーは、戦士のキョウヤがタンクをしなければならなかったはずだ。

			「タンク職でタンクがしたくないのなら、ソロをしろ。パーティーメンバーに迷惑をかけるな」

			　クロクロにおける戦士職は、タンク職。

			　サブタンク兼サブアタッカーというかたちでも機能するが、タンクを一切しないのであれば、戦士職がパーティーにいても、あまり意味はない。

			　タンクをしたくないのならパーティーなど組まず、ソロで行動しろという話だ。

			「死にたいなら１人で死ね」

			　ソロで行動するのなら、どんなプレイスタイルだろうと構わない。

			　加えて、そのプレイスタイルで死ぬことになっても、ソロであればそいつ１人の責任となる。

			　俺は、キョウヤを突き放すかのようにそう言った。

			「……本当は俺もわかってんだよ。自分がキレやすくって、周りも全然見れないってことくらい」

			　キョウヤは俺を睨(にら)みつけていた目を下に向け、悔しそうに眉(まゆ)を歪(ゆが)ませながら呟(つぶや)いた。

			「目の前に敵がいればぶっ叩きたくなるし、宝箱があれば飛びつきたくなる……それに自分が悪いんだって思っても謝れない……そういう奴なんだよ」

			「…………」

			　なんだかんだ言いつつ、コイツも意地を張っているだけで、昨日のことは自分が悪かったって理解しているんだな。

			　しかし、それを態度で表せないのなら、俺は容(よう)赦(しや)しない。

			「関係ないな。お前の性格なんてどうでもいい。俺にとって重要なのは、お前がタンクとして機能するかどうか。それだけだ」

			　お前のことなど知ったことではない。

			　俺はキョウヤに、そんな意味のこもった言葉をぶつけた。

			「……でも……１人は嫌なんだよ……俺は……」

			　キョウヤは、呟(つぶや)きながら体を震わせた。

			「俺は……アヤたちと一緒にいてえんだよ……１人にはなりたくねえよぉ……」

			「そうか」

			　つまり、ソロになる気はないってことか。

			　なら、やることは１つだ。

			「……どうしても１人が嫌だっていうのなら、お前のそんな性格をわかってやれる仲間に、上手くフォローしてもらうんだな」

			　自分に足りないものを仲間に補ってもらうのも、パーティープレイだからこそできることだ。

			　キョウヤがキレやすいのなら誰かが緩(かん)衝(しよう)材(ざい)になればいいし、視野が狭(せま)いのなら誰かが代わりに見てやればいい。

			　だがそれは、パーティーにちゃんと貢(こう)献(けん)できるからこそ、してもらえる対価と言える。

			「お前は自分のために動いてるんだろうが、タンクは仲間のために動くものだ。仲間をいかに守りきるかが、タンクの醍(だい)醐(ご)味(み)なんだよ。だからお前はまだ、タンクの面白さをわかっていない」

			　その対価を得るためにキョウヤができることは、タンクだ。

			　だからコイツは是が非でも、タンクをやらなくてはならない。

			　そして、できることなら、タンクをしたいからする、という気持ちでやってほしい。

			「なら、どうやったらその面白さってのはわかんだよ」

			「そうだな…………」

			　俺は悩んだ。

			　タンクの面白さというものは、実戦のなかで感覚的に理解するものだと思うので、俺からその問いに答えを出すことはできない。

			　けれど、タンクの面白さを知る下地程度のものなら教えてやれる。

			「お前に足りないのは、仲間を守りたいと思う心だ」

			「仲間を？」

			「そうだ」

			　いくらタンクが守ってナンボだからといって、守りたい物が曖(あい)昧(まい)では面白くないだろう。

			　何を守るために自分はタンクをしているのかを、きちんと理解すること。加えて、その守るものが守りたいと思えるものであれば、タンクをするのを苦だと思うはずもない。

			「俺のせいで仲間が死んだら嫌だ。もしくは俺がいたから仲間は無事だった。戦いの初めや終わりに、いつもこう思うことから始めるのが、良いんじゃないか？」

			　また、どうしても自分本位に動いてしまうのであれば、こういう考えで、自分の行動を仲間の生死と直結させて考えればいい。

			　そうすれば肉壁と揶(や)揄(ゆ)されるタンクをするのにも、少しは責任感やモチベーションが上がる。

			「……まだ、あんまピンとこねーけど……やれるだけやってみる」

			「そうか……っと」

			　そこで俺は、いつの間にか近くに来ていたフィルに目をやった。

			　彼女は俺たちの会話が気になって、様子を見にきたのだろう。

			「とりあえずタンクが楽しくなるように、パーティーメンバーとは仲良くしとけ」

			　俺はキョウヤの肩を軽くたたいて、フィルのほうを向かせる。

			　キョウヤはフィルが傍(そば)にいたことに若(じやつ)干(かん)キョドるものの、しばらくすると冷静さを取り戻した。

			「……フィル……昨日は……その………………俺が悪かったよ。あのときは頭に血が上ってたんだ」

			　キョウヤは、かなり抵抗感のある様子ではあったが、それでもフィルに頭を下げた。

			　コイツもやろうとすれば、ちゃんと謝れるんだな。

			　なら、俺からこれ以上言う必要もない。

			「……ん……私も今度から、もっと大きく声出すよう気をつける」

			　フィルもキョウヤに頭をペコリと下げた。

			　これで昨日のいざこざは、なんとか綺(き)麗(れい)に解消できそうだ。

			　フィルに謝れたなら、他の３人にもちゃんと謝れるだろう。

			　俺は口元を緩(ゆる)ませる。

			「やっぱりパーティープレイは、楽しくやらないとだよな」

			「……だったらアンタも、俺にもうちょっと優しく接しろよ」

			「それは無理な相談だ」

			　フィルにちゃんと謝ったとしても、俺はコイツが嫌いだからな。

			　パーティーメンバーとして助言はするが、それ以外で馴れ合うつもりはない。

			「やっぱアンタ超うぜぇ……」

			「言ってろ」

			　コイツはガキだが、俺も負けず劣(おと)らずのガキだということだ。

			　まあ、嫌いだろうがなんだろうが、パーティーメンバーである以上は死なせたりしねえけど。

			　こうして俺たちは迷宮探索を再開し、地下３階層への階段を見つけたところで町へと引き返した。

			　パーティープレイは朝よりもグダグダ感が減り、少しはマシになったかなという程度にはなっていた。

			　やればできるじゃねえか、キョウヤ。

			「シンさん……本当に……ありがと」

			　その帰り道で、フィルは俺の傍(そば)に寄って、こっそりとお礼を言ってきた。

			　俺は別に、感謝されることなんてしてないんだけどな。

		

	
		
			　

			15　張り合う

			　

			　俺、ミナ、サクヤ、フィル、キョウヤがパーティーで行動し始めてから、５日が経過した。

			　すなわち、Ｂコースを選んだ生徒が地球へとログアウトする日になった、ということだ。

			　フィルから聞いた話によると、中学生は長くても８時間のＢコースまでで、24時間のＣコースは選べないらしい。

			　まあ、Ｃコースは体に負担がかかるからな。Ｂコースまでなら一眠りという程度で済むが、ＣコースはＬＳＳ（生命維持装置）を使用しての大掛かりなものだ。

			　たった１日であれば、ほとんど影響はないだろうが、まったくないとは言いきれない。

			　人によっては、起床後に眩暈(めまい)や吐き気といった体調不良を引き起こす。

			　これは体のできていない年齢であれば、更に危険性が高い。

			　だから１日だけという制限で、俺たちにどんな影響があるかを学校は見ているのだろう。

			　現代のＬＳＳの性能なら、実際に体調不良を訴える生徒は極少数だろうけど、念には念をってところか。

			　今から10年も前の話になるが、ＬＳＳを使って１ヶ月以上ネトゲにログインし続けたという、超の付く廃(はい)人(じん)が死んだことが、ちょっとしたニュースになったからな。

			　そんな、ＬＳＳのネトゲ使用と同じ手法によるアースへのログインには、学校側も慎重にならざるをえないんだろう。世間的に。

			「では、先に戻……ります、シンさん」

			「つーかやっぱずりーよ。なんで俺らだけ、先に戻んなきゃいけねーんだっつの」

			「まあまあ、地球に戻っても、またすぐこっちに来られるんだから。我慢しよ、キョウヤ君」

			　俺の目の前にはフィルとキョウヤ、それにかつて迷宮でキョウヤたちと一緒にパーティーを組んでいたヒーラーの女の子、アヤがいた。

			　３人は、アースを一度離れる前に俺たちへ挨(あい)拶(さつ)がしたいとのことで、集まっていた。

			「この数日、フィルちゃんとキョウヤ君の面倒を見ていただき、ありがとうございました」

			「お前は俺らの保護者かよ……」

			　アヤがお辞儀をすると、キョウヤがそれにツッコミを入れている。

			　俺も同じことを思ったが、キョウヤと同じと思われたら嫌なので、お口にチャックだ。

			「……でもアンタからは、そこそこパーティープレイを学ばせてもらったよ……あんがとな」

			「へいへい」

			　続けてキョウヤがらしくないことを口にしたので、俺は頭を掻(か)きつつ軽く答えた。

			　礼を言われるようなことなど、俺はしていない。アホなことをして仲間を死なせないように、タンクの動き方というものを少し教えたってだけなんだからな。

			「アヤたちとパーティー組んで行動するなら、今度はちゃんと自分の役割をこなすんだぞ」

			「わかってるっつの……俺なりになんとかやってみるさ」

			「お前なりじゃ駄目だ。俺が教えたとおりにやれ」

			　タンクに自己流なんてものは、ほとんどない。

			　戦闘スタイルの違いこそあれ、優秀なタンクの立ち回りはみんな似通ったものだ。

			「……ちっ、やっぱうぜぇよアンタ。人がせっかく素直になってやってんのによ」

			「素直ねえ、男に素直になられても俺は嬉(うれ)しくないな」

			　しかも、すごい上から目線の素直だ。ゲームでは年の差なんて関係ないから、俺は年下にタメ口を使われてもカチンとこないが、コイツの言い方は生意気だと思わざるをえない。

			「私はいつでもシン様に素直だよ！　喜んでもいいんだよ！」

			「お前は黙(だま)ってろ」

			　サクヤが会話に割り込んできた。

			　お前は、素直だとかどうでもいいから、慎(つつし)みを持ってくれ。

			「……とにかく、俺は少し前までの俺とは違うぜ。これからはちゃんとタンクをしてやるよ」

			「そうか、それならいい」

			　パーティープレイにおいて最も重要なのは、自分の役割を理解してきちんとこなすことだ。

			　だから盾職ならタンク、回復職(ヒーラー)ならヒーラーをやるべきなんだ。キョウヤも俺もな。

			「あ、あと！　最後に１ついいですか！」

			　アヤが突然手を挙げた。

			「ん？　なんだ？」

			　俺は彼女のほうを向く。

			　すると彼女は、モジモジしながらミナのほうを向いた。

			「そのぉ…………サイン！　いただけませんか！　ミーナさん！」

			「……へ!?　あ、私？」

			「はい！」

			　……前に迷宮で会ったときもそうなんじゃないかとは想像してたけど、どうやら彼女は正真正銘ミナ、というかミーナのファンだったようだ。

			「あー……うん、まあ私ので良ければ」

			「本当ですか!?」

			「ええ、可愛い後輩から頼まれちゃったら、ね」

			　ミナは続けて「地球に戻ったらあげるね」と言い、アヤのお願いを聞きいれた。

			　芸能活動はやめたと言ってクラスメイトたちから逃げていたから、もしかするとサインも渋るんじゃって思ったんだが。自分を慕(した)ってくれる後輩には優しいんだな。

			　アヤはホクホク顔になりながら、キョウヤはそんな彼女を見て微(び)妙(みよう)な顔をしながら、俺たちのもとから去っていった。

			「……少しの間だったけど、パーティーに入れてくれてありがとう……ございました」

			　最後にフィルがそう言って、軽く頭を下げてきた。

			　わざわざお礼なんていらないのにな。

			　パーティーを組みたいから組んだ。それだけなんだから。

			「またパーティー……入れて……くれますか？」

			　続けてフィルは俺に訊(たず)ねてきた。

			　訊かなくてもわかるだろうに。

			　俺は彼女の頭に手を乗せ、ワシャワシャと撫でつける。

			「ああ、また遊ぼうぜ、フィル」

			「……ん……ありがと」

			　俺がニッと笑うと、フィルはマフラーで顔を隠しながらも、コクリと頷(うなず)いて後ろを向いた。

			　そして、彼女は軽い足取りで走っていく。

			　途中、何度か振り向いて手を振り、こちらもそのたびに手を振り返してのお別れだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それじゃあ今日からよろしくね」

			「よろしくっ！」

			　フィルたちと別れたあと、俺たちは前に約束をしていた橘(たちばな)姉弟と合流してパーティーを組んだ。

			「ここからは、Ｃコースを選んだ人たちだけの時間だね！　シン様！」

			「ああ、そうだな」

			　サクヤの言うとおり、今日からこの町にはＣコース連中と、何人かの教師たちしかいなくなる。

			　つまり、今こそ他中高生プレイヤーとの差をつける、絶好の機会なわけだ。

			「早速レべリングに行くぞ。異論はないな？」

			「もちろん！　私はシン様にどこまでもついていくよ！」

			「私もレベル上げなら一緒に行ってもいいわ」

			「今ならどの狩場も空いてるだろうしね」

			「どんどんレベル上げていこーっ！」

			　俺の提案に、Ｃコースのメンバーは全員乗ってきた。

			　俺は、これまでで調べておいた、町周辺で効率的にレべリングができそうなところを思い浮かべていく。

			「よし、なら町から出て北にある山岳フィールドに行こう。あそこは今、ＭＯＢ(モンスター)がかなりの数の群れで現れるらしいからな」

			　これまではパーティーメンバーが不足していたり、一部メンバーの実力が怪しかったりだったので、狩場もかなりヌルいところだったり、人が少なく、かつ通路の狭(せま)さの関係で一度に出るＭＯＢ(モンスター)の数が限られている迷宮内だったりを、メインに動いていた。

			　だが、今はフルメンバーなうえに、ミナ以外はそれなりのヘビーゲーマーだ。

			　なので、これまでよりも難易度の高い狩場に挑める。

			　安全性を考(こう)慮(りよ)するならヌルい狩場のほうが良いのだが、それではレべリングの効率が悪いし、なおかつプレイヤースキルも錆(さ)びてしまう。

			「なら一度、道具屋で準備を整えてから行くとしよう」

			　こうして、俺たちのレべリングが始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぁ……やっと帰ってこられた……」

			「本当はもっと狩っていたかったんだがなぁ」

			　周囲がすっかり暗くなったあたりで町へ戻ると、ミナの口からため息が漏(も)れた。

			　まあ、今日はトータルで９時間くらい狩りをしてたからな。狩場への移動時間や休憩時間なども含めると、プラス２時間だ。疲れても仕方ないか。

			　夜になって視界が悪くなり、危険性が増すという判断から町へと戻ってきたものの、その判断を下したときの反応は、ミナ以外、渋々といった様子だった。

			「……あなたたち体力あるわね。あれだけ狩って疲れたりしなかったの？」

			「疲れてるさ」

			　疲れてるけど、レべリングをやめるほどじゃないというだけだ。

			　アースでの俺たちは体力が結構ある。やろうと思えば、一日中狩りを続けられそうだ。

			「でも、精神的に疲れない？　ずっと狩りを続けるのって、私は結構しんどかったんだけど？」

			「それこそ問題ないな」

			　俺たちヘビーゲーマーは、狩りを苦痛だと思わない。

			　体力や消費アイテム類が尽きるまで、武器防具の耐久値が０になるまで、レアドロップを落とすまで、いつまでも１つの狩場で粘れるからこそ、ヘビーゲーマーになれるのだ。

			　むしろ、このへんはまだまだ序の口と言える。

			「この程度で音を上げるな。明日はまた朝から狩りに行くぞ」

			「うん、いいねそれ」

			「それなら、もっと回復剤買っておかないとだねっ」

			「限りある時間を朝から夜までレべリングに費やそうだなんて、シン様ステキ！　抱いて！」

			「あなたたち、ホント元気ね……」

			　俺の提案に、ミナ以外の全員は了承していた。

			「……ん？」

			「あ」

			　俺たちがそんなやり取りをしているところへ、偶然氷(ひ)室(むろ)たちが通りかかった。

			　今はＣコースの連中しかアースにいないが、そういえばこいつもＣコース組だったか。

			　氷(ひ)室(むろ)の後ろにいる４人のメンバーも、おそらく同じだろう。

			「……ふん、君たちも今の時間まで狩りをしていたのかい？」

			「ああ、そうだ。お前たちも、どうやらそのようだな」

			　俺たちの目の前にいる氷(ひ)室(むろ)たちは、装着している鎧(よろい)に傷が目立ち、全身泥だらけだ。

			　今まで、かなりハードなレべリングを行っていたっぽいな。

			「ちなみに、君たちは今、何レベルくらいになったのかな？　俺たちの平均レベルは７で、もうすぐ８になりそうなんだけど？」

			「……俺たちは平均６だ」

			「ふ……そうかそうか！　俺たちには劣(おと)るが、君たちも頑張っているほうなんじゃないかい？」

			「…………」

			　ちっ。

			　やはり、こいつらのほうがレベル的には上か。

			　まあ、それも仕方がないことではある。氷(ひ)室(むろ)たちはアースにきてから２日目という段階で、すでにＣコースメンバー５人で行動し、本気のレべリングを行っていたみたいだからな。

			　対する俺たち５人は今日、パーティーを組んだ。そしてそれ以前は、いろいろな事情があって、効率的なレべリングは行えなかった。

			　レベル差はたった１であるが、この差は、それなりに大きな経験値量の差となっているはずだ。

			　今後もレベルを上げ続けるであろうこいつらを、追い抜けるだろうか。

			「おやおや、随(ずい)分(ぶん)と悔しそうな顔をしているね。いやいや、気にすることではないだろう？　前に君も言っていたじゃないか。レベルだとかで勝敗は決まらないって」

			「…………」

			　確かに俺は氷(ひ)室(むろ)との決闘(デユエル)時にそう言ったが、それでも同時期に始めた奴にレベルで負けるのは許せない。

			「まあそういうわけで、君たちは精々ヌルいレべリングをしているといい。あっはっはっはっ！」

			　氷(ひ)室(むろ)たちは笑い声を上げながら、俺たちのもとを去っていった。

			「……明日から毎朝３時起きな」

			　俺は氷(ひ)室(むろ)たちの背中を見ながら、そう宣言した。

			「そうだね。調子に乗ってる氷(ひ)室(むろ)君たちはぶち抜く必要があるよね」

			「早いとこ追いついて、見返してあげよっ！」

			「ささいなことでもムキになって勝とうとするシン様も、ステキ！　抱いて！」

			　ミナ以外の全員が、俺の言葉に賛同した。

			「私……朝弱いんですけど」

			　明日のレべリングに思いを馳せて燃え上がる俺たちとは対照的に、ミナは引きつった笑みを浮かべ、ポツリと呟(つぶや)いていた。

		

	
		
			　

			16　張り合う第二ラウンド

			　

			「あ……」

			「うぉ……」

			　氷(ひ)室(むろ)たちのパーティーに勝つべく、翌日の早朝に早速レべリングハードモードをこなそうとした俺たちは、ＭＯＢ(モンスター)が大量発生している山岳フィールドに足を踏み入れた。

			　しかし、そこで偶然……氷(ひ)室(むろ)たちと出くわしてしまった。

			　これはちょっと……どうしようか。

			「……今日はここでレべリングするつもりかい？」

			「ああ……というか、俺たちは昨日もここでレべリングしてたんだよ」

			「へえ……」

			　俺たちは昨日、この山岳フィールドでレべリングを行っていた。つまり、この狩場は俺たちが先に使っていたと言っても過言ではない……とか言えたら楽なんだけどな。

			「氷(ひ)室(むろ)。お前たちは今から、別の狩場に移る気とかあるか？」

			「あるわけないだろう。昨日はどうだか知らないが、今日は俺たちが先に来た。場所を移るなら君たちのほうだと俺は思うね」

			　まあ……そうなるわな。

			　残念ながら、今日は氷(ひ)室(むろ)たちのほうが早くこの場にやってきた。なので、もしどちらかがこの狩場を去らなければならないとするなら、それは俺たちのほうということになる。

			　これはレべリングのマナーだ。

			「でも氷(ひ)室(むろ)君、ここは結構広いから、２つのパーティーが一緒に狩りをしたくらいで、効率は悪くならないと思うよ？」

			「……確かに」

			　ユミが氷(ひ)室(むろ)に平和的な提案をした。

			　結果、俺たちもこの狩場でレべリングをしてもいい、ということになった。

			　狩場は先に来たプレイヤーが優先して使うことができる。そして、こういった暗黙のルールを無視した奴がそこで狩りを強行すると、先に狩りをしていた奴とＭＯＢ(モンスター)の取り合いになって、非効率的なレべリングとなる。

			　とはいえ、狩場が広いうえにＭＯＢ(モンスター)も多く存在しているというのであれば、ある程度の融(ゆう)通(づう)も利くというわけだ。

			　ここで氷(ひ)室(むろ)たちがゴネたらメンドウだったが、そこまで器量の狭(せま)い奴らじゃなかったようだな。

			「あ、そうだっ！　狩場が同じなら、ここで勝負でもしてみないっ？」

			「なに？　勝負だって？」

			「うんっ」

			　狩りを始めようという段になって、突然マイが言った。

			「……一応、話だけは聞こうじゃないか」

			　氷(ひ)室(むろ)たちは、マイの話を聞くようだ。

			　なので、俺たちのほうも、ひとまずマイの話に耳を傾ける。

			「勝負の内容は、今日一日でどれだけ多くのＭＯＢ(モンスター)を狩れるか、っていうのでどうっ？」

			「なるほど。ＭＯＢ(モンスター)を仕留めた数は、アイテムボックスのなかに納まった素材の数でわかるし、悪くない勝負形式だな」

			　マイの提案する勝負に、氷(ひ)室(むろ)が頷(うなず)いた。

			　俺も、それなら悪くない勝負だと思う。わざわざ否定する要素もないな。

			「よし、わかった。そういう勝負なら、俺は受けてもいいと思う」

			「俺も俺も。ここで降りるなんて選択肢はねえよ」

			「一(いち)之(の)瀬(せ)たちになんて負けたりしないからな！」

			　氷(ひ)室(むろ)たちは全員、この勝負に乗り気なようだ。

			　マイが勝手に言い出したことではあるけれど、俺たちのほうもそれに同意した。

			　というか、氷(ひ)室(むろ)たちの発言は微(び)妙(みよう)にトゲがある。それに俺とユミに向ける視線だけ厳しい。

			　氷(ひ)室(むろ)たちは男だらけのパーティーだから、もしかして嫉(しつ)妬(と)してんのかな。

			「まあ、やるからにはこっちも絶対負けないぜ」

			　なにはともあれ、氷(ひ)室(むろ)たちに負けるようなマネはしたくない。俺は不敵な笑みを浮かべ、盾(たて)を持つ手に力を入れた。

			　こうして、俺たちは早狩り勝負を開始した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「『スラッシュ』！　……ふぅ、大体片付いたわね」

			　目の前にいたダチョウ型のＭＯＢ(モンスター)を倒したミナが、周囲を見渡しながら呟(つぶや)いた。

			　時刻はすでに夕方。ここまで一心不乱に狩りをした結果、俺たちは昨日より多くのＭＯＢ(モンスター)を狩ることができた。

			　昨日も手を抜いていたわけじゃないけど、やっぱり誰かと張り合うと、気合の入り方が一味違うな。

			　アイテムボックスも全員満杯だ。これなら、氷(ひ)室(むろ)たちに負けるようなことはないだろう。

			「そろそろ約束の時間だね。氷(ひ)室(むろ)君たちと合流しよう」

			「そうだな」

			　ユミの提案に俺は頷(うなず)く。

			　夜になるまでには町に戻らないと危険だから、勝負は夕日で空が赤くなるまで、ということで、氷(ひ)室(むろ)たちとは話していた。おそらく、あいつらも集合地点に戻っている頃だろう。

			　俺たちは疲れ切った体に鞭(むち)を打って、氷(ひ)室(むろ)たちと合流するべく足を動かした。

			「…………いないな」

			　集合場所に氷(ひ)室(むろ)たちはいなかった。

			　あいつら、まだ狩りをしているのか？

			　もう夕日が沈みそうなのに。

			「私が空から見てみるわ」

			「そうしてくれ」

			　ミナが『重力制御』を使って空に舞い上がった。

			　彼女は上空50メートルのあたりで、地上をキョロキョロと見渡している。

			「あ！　いたわ！」

			「ホントか！」

			　ミナは、氷(ひ)室(むろ)たちのいる方角を指さした。

			　どうやら、そこまで遠くにいるわけじゃなさそうだな。

			「!?　ＭＯＢ(モンスター)に襲われてる！　あれは量が多すぎるわ！　早く助けにいかないと！」

			　ＭＯＢ(モンスター)に襲われている。その言葉だけで、氷(ひ)室(むろ)たちが劣(れつ)勢(せい)になっていることを俺は悟った。

			「急ぐぞ！」

			「了解！」

			　俺はミナが指さした方角へと走る。続いて、他のメンバーもあとをついてきた。

			　十数分後、俺たちは氷(ひ)室(むろ)たちを発見した。数十匹のＭＯＢ(モンスター)に囲まれて、身動きが取れなくなっていた。

			「チッ！　何やってんだ氷(ひ)室(むろ)！　『ヒール』！」

			「！　一(いち)之(の)瀬(せ)たちか！」

			「加勢するよっ！」

			「す、すまない！」

			　どうしてこんなことになった。氷(ひ)室(むろ)たちも、狩りの心得をそれなりに知っているだろうに。

			　俺は内心でそう思いながら、目の前にいるＭＯＢ(モンスター)の群れをパーティーメンバーと倒し始めた。

			　そこからさらに数十分という時間が経過し、もはや空も薄暗くなってきたところで、俺たちはＭＯＢ(モンスター)を駆(く)逐(ちく)することに成功した。

			「はぁ……はぁ……だ、大丈夫だったか、氷(ひ)室(むろ)？」

			「あ、ああ……こっちは全員無事だ……」

			「そっか……ふぅ……」

			　被害者はゼロだった。この場にいるメンバーは全員疲(ひ)弊(へい)しているものの、ＨＰ的にはみんなそれなりに余裕があるようだ。

			「……でだ、なんであんな数のＭＯＢ(モンスター)に囲まれてたんだ？」

			　そこまで強い敵ではないものの、数十匹規模のＭＯＢ(モンスター)に囲まれるというのはかなり危険だ。

			　また、一応俺たちはこのフィールドでＭＯＢ(モンスター)が大量発生しているという情報を得たから来たわけだが、それにも限度がある。今戦ったＭＯＢ(モンスター)の数は異常だった。

			「わからない……俺たちが数匹のＭＯＢ(モンスター)と戦っていたときに、背後からあれだけの数が襲いかかってきたんだ」

			「戦ってる最中は増援が来ないよう、十分注意してたはずなのに……」

			「まったく、わけわかんねえよ……」

			　どうやら、氷(ひ)室(むろ)たちにとっても不測の事態だったようだ。

			　数十匹規模のＭＯＢ(モンスター)が一度に襲いかかってくるなんて、普通ではないと俺も思う。

			　どこぞの中学生パーティーのように、迷宮内でモンスタートラップに引っかかるとかすれば話は別だが、今回は屋外であり、そんなトラップの類はない。

			　……だとしたら人為的なもの――ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)であるという線が考えられる。

			「なあ、ＭＯＢ(モンスター)に襲われたとき、周囲に誰か人はいなかったか？」

			「いや……そこまではわからないな……」

			「戦闘中にあった出来事だから……目の前の敵以外には、あまり注意を払ってなかったんだよ」

			　俺も一度やられたことがあるＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)を疑ったが、氷(ひ)室(むろ)たちは怪しい人影を見ていないようだ。

			　断定はできないが、あえて戦闘中を狙(ねら)ってＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)を行ったのだとしたら、実に狡(こう)猾(かつ)といえる。

			　一応、早(はや)川(かわ)先生に報告すべきかもしれない。氷(ひ)室(むろ)たちの評価が下がるかもだが、それは知ったこっちゃない。

			「……ところで、さっき君は『ヒール』でＭＯＢ(モンスター)にダメージを与えていなかったかい？」

			「ん？　ああ、それか」

			　そういえば、氷(ひ)室(むろ)たちは初見だったな。

			　とりあえず俺はダメージヒールの概(がい)要(よう)、ヒールで敵にダメージを与えられること、パーティーメンバーだけは回復ができることなどを、かいつまんで氷(ひ)室(むろ)たちに説明した。

			「ダメージヒール……だと……」

			「おいおい……そんなことができたのかよ」

			「でも説明を聞く限りだと、そこまで使い勝手は良さそうじゃないな」

			　氷(ひ)室(むろ)たちは、次々に感想を漏(も)らした。

			　驚いている奴のほうが多いが、なかには使い勝手の悪さを指摘しているのもいるな。

			　まあ、俺もかなり使いづらい性能、運用方法だと思っているから、否定はできない。

			「……と、お喋(しやべ)りはこのくらいにして町に戻ろう。もう夜だぞ」

			　月に照らされているので足場も見えないというほどではないが、視界が悪くなった状態で、いつまでも外をうろつきたくはない。

			　俺たちは、町のほうへと歩き始めた。

			「……一(いち)之(の)瀬(せ)」

			「なんだ？」

			「あ、あり……いや、なんでもない」

			　帰り道、氷(ひ)室(むろ)は何かを言おうとしていたが、苦虫を噛(か)み潰したような表情を作り、ぷいっとそっぽを向いた。

			　こいつは今、何を言おうとしていたのか。俺には全然わからないな。

			　わからないけど、とりあえず氷(ひ)室(むろ)には当然の要求をしておこう。

			「氷(ひ)室(むろ)」

			「……なんだ？」

			「礼の言葉はまだか？」

			「……あーはいはい！　どうもありがとうございましたぁ！」

			　勝ったな。

			　俺は氷(ひ)室(むろ)のいい加減な礼を聞き、ニヤリと笑みを浮かべた。

		

	
		
			　

			17　サクヤ無(む)双(そう)

			　

			　最近、ユミとマイがパーティーに加わって、１つ気になることができた。

			「ほっ！」

			「…………」

			「はっ！」

			「…………」

			「せいやぁっ！」

			「…………」

			　前衛でＭＯＢ(モンスター)からの攻撃を軽やかに避ける軽装の少女、マイ。

			　彼女の身のこなしはＶＲ(ヴアーチヤルリアリテイ)ゲームをやり込んでいるゲーマーらしく、無(む)駄(だ)がない。

			　しかし、俺にとって彼女の動きは非常に気になった。

			　なぜならマイが大きく体を動かすと……揺れるのである。金属製の鎧(よろい)を身につけず、体の線にフィットした中華風の服を着ているせいで、その豊満なボディがかなり強調されている。

			　つまり俺は、前衛で彼女が敵の攻撃を避けるときにボインボインと揺れる胸に、視線がいってしまうときがあるのだ。

			　戦っている最中に何見てんだ、という話だが、これは男のサガなのだから仕方がない。

			　仕方がない、のだが……。

			「…………」

			「…………」

			　サクヤが俺をじっと見ている。

			　ここ数日、マイの胸に意識が向くと、サクヤの視線がものすごく突き刺さってくる。

			　そして彼女は自分のささやかな胸に手を当て、「はぁ……」とため息をつくのが、一連の流れだ。

			　なんというか、いたたまれない気持ちになってしまう。

			「シンくんって、おっぱい好きなんだねっ」

			「へぁ!?」

			　そんなことを考えていると、マイが驚きの発言をしてきた。

			「な、べ、別に俺はそんなこと――」

			「さっきも私のおっぱい見てたよねっ？」

			「……はい。好きです」

			　どうやらマイは、今まで俺がチラチラ胸を見ていたことに気づいていたらしい。

			　本人から訊(たず)ねられるとは思わなかったが、ここで嘘をついてもしょうがないので、俺は正直に答えた。
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			「ぐぅ……」

			「…………」

			　すると、少し離れた位置にいるサクヤの口から苦(く)悶(もん)めいた声が漏(も)れてきた。

			「私もＢはあるのに……揉(も)めばいいのか……毎日揉(も)めばいいのか……」

			　しかも、なんか独り言をぶつぶつと呟(つぶや)いている。

			　マイが規格外なだけなんだから、あんまり気にしなくてもいいのに。

			　サクヤはとことん、俺の好みに合わせたいのか。

			「それじゃあ、私のおっぱい触りたかったりするかなっ？」

			「はい………………は？」

			「もしも触りたいなら、触らしてあげてもいいよっ？」

			「!?」

			　俺はしどろもどろになって言い直す。

			「い、いや、触りたいかと聞かれれば触りたいこともなくはない、というかなんというか――」

			「ぷっはははっ！　シン君面白いねっ！　からかいがいがあるよっ！」

			「…………」

			　……なるほど。俺はさっきまでマイにからかわれていたのか。

			　いや、わかってたさ。別に本気で触らせてくれるなんて、思っていたわけじゃないさ。

			　わかってたけど、もしかしたら、という気持ちを抑えられなかっただけのことなんだ。

			　だから俺は男として、何も間違ってはいない。

			「サクヤちゃんも、そんな怖い顔しないでっ。ただのジョークなんだからさっ」

			「うぅぅぅ」

			「…………」

			　心のなかで自分を慰(なぐさ)めていると、マイがサクヤに声をかけている。

			　サクヤは低い唸(うな)り声をあげて、俺たちを睨(にら)みつけている。

			「……マイさん、私の旦那様をたぶらかすのは、やめていただけませんかね」

			「おい、誰がお前の旦那だ。適当なことを言うのは、やめていただけませんかね」

			　更にサクヤがアホなことを言い出したので、俺はすかさずツッコミをいれた。

			　サクヤのボケは全部潰しておかないと、周りに誤(ご)解(かい)されかねないからな。

			「でも、シン様がマイさんのおっぱいに釘(くぎ)付(づ)けなのは本当でしょ？　欲情してるんでしょ？」

			「欲情とか言うな……それと、俺はお前のモノでもなんでもないんだから、こんなやり取りをしたくらいで怒るなよ」

			「シン様は私のモノじゃなくても、私はシン様のモノだよ！　私のおっぱいなら盛大に揉(も)みしだいてもいいんだよ！」

			「だからそういうこと言うな！　ホントに揉(も)むぞコラ！」

			　と、そこで俺はつい売り言葉に買い言葉をしてしまった。

			　すると、サクヤの様子が変わる。俺にずずずいーっと擦り寄ってくる。

			「うんいいよ！　シン様が満足するまで揉(も)んでいいよ！　私のおっぱいはシン様のモノだよ！さあさあ、いっぱい揉(も)みしだいちゃって！」

			「や……やめろ……俺は絶対触らないからな……」

			　ものすごい勢いで詰め寄ってくるサクヤに、俺は後ずさる。

			　正直な話、胸を揉(も)んでいいと言われたら揉(も)みたいとは思う。

			　しかしサクヤの場合、ここで誘惑に負けたら既成事実化されて、行き着くところまで行ってしまう危険性を孕(はら)んでいるように感じる。

			　なので俺は、彼女の許しを得ても手を出すことはせず、なんとか諦(あきら)めてもらおうと、思考を巡らせた。

			「サクヤ……俺はＦカップ以上じゃないと興奮しないんだ。だからお前の胸では物足りない」

			「なら、シン様が私のおっぱい大きくなるよう毎日揉(も)んで！」

			「……更に言うと、俺は妹萌(も)えなんだ。だから同級生に手を出す気はない」

			「それじゃあ私、留年するね！　学費も自分で働いて、なんとか工面するよ！　お兄ちゃん！」

			「…………あーでも俺、金持ってない女って嫌いなんだわ。遊べる金ないと楽しくないし」

			「わかった！　その分も私が稼いでくるね！　額によってはちょっと時間かかるかもしれないけど、頑張って貢(みつ)ぐね！」

			　……駄目だ、強すぎる。なんかもう、どれだけゲスなことを言っても諦(あきら)めてくれそうにない。

			　というか、完全に貢ぐ発言をしてるが、お前は本当にそれでいいのか。

			　しかも、妹萌(も)えは留年すれば得られるという話じゃないし。

			「はぁ……あなたたち、そろそろその辺にしたら？　話聞いてて頭痛くなってきたわ……」

			「ああ、すまん」

			　俺がサクヤに敗北しかけていると、呆(あき)れた様子でため息をつくミナから助け舟が寄越された。

			　今の会話を聞かれていたと思うと、少し恥ずかしいな。

			「うん、それじゃあ最後にシン様、ちょっとそこに正座して」

			「な、なんでだよ？」

			「女子のおっぱいに視線を浴びせるのはマナー違反だから、反省」

			　サクヤから意外な正論が出た。

			「……はい、すみません」

			　こればかりは俺に非がある。俺はその場に正座して反省する姿勢を見せた。

			「えい」

			「…………」

			　すると突然目の前が真っ暗になった。

			「って何してんだコラ！」

			　視界が悪くなったのは、サクヤがローブのなかに俺の頭を突っ込ませたからだ。

			　つまり、俺の目の前には彼女のパンツ、というか、お股があることになる。

			　しかし、暗すぎて何も見えない。

			　俺は慌ててサクヤのローブのなかから顔を出した。

			「シン様の抱く劣(れつ)情(じよう)を、マイさんから私に向かせようかと思って」

			「うるさい。俺はもう、お前のパンツを見たくらいでは動揺しない」

			「む……それじゃあシン様は、パンツ穿(は)いてないほうがいいのかな？」

			「絶対やめろよ!?　もうやってること、完全に痴(ち)女(じよ)じゃねえか!?」

			「私はシン様だけの痴(ち)女(じよ)だよ！　マイさんじゃなくて私をオカズに使うのなら、全然オッケーだよ！」

			「…………」

			　……駄目だ、勝てない。

			　俺はあまりにぶっとんだサクヤの発言に、それ以上何も言い返すことができなかった。

			　そして、更に俺はサクヤの恐ろしさを知る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、まだ太陽の光もほとんど昇っていない時間に起きた俺の目の前に、サクヤがいた。

			「あ、おはよう、シン様」

			「う、うおおおおおおおおあああああああああ!?」

			　目覚めの一番にサクヤの姿を見た俺は、驚(きよう)愕(がく)の叫びを上げてベッドから転げ落ちる。

			「だ、大丈夫!?　しっかりしてシン様！」

			「う、うるさい！　どうしてお前がここにいる！　どうやってこの部屋に入ってきた！」

			　俺はさっきまで自分が寝ていたベッドの上にいるサクヤへ、怒(ど)鳴(な)るようにして問いかけた。

			　どうやら、彼女は俺と添い寝していたようだ。

			　しかし、ここは男子部屋……現在、俺とユミしかいないはずの部屋だった。

			　女子であるサクヤがここにいるのは、いろいろおかしい。

			「えへへ……昨日のうちに部屋に忍び込んでたんだ」

			「な、なんでそんなことを……」

			「それはシン様の寝顔を観察するためだよ」

			「だからって添い寝するなよ……」

			　なんかもう、ストーカーというレベルすら超越している。

			　サクヤのスキンシップは、とどまるところを知らない。

			「というか……お前、俺が寝ている間に何かしてないだろうな？」

			　俺はサクヤの行動に、貞(てい)操(そう)の危険を感じた。

			　すると彼女は首を傾げ、顔をニヤッとさせながら口を開く。

			「何かって、例えば？」

			「た、例えばその、き、キスとか……」

			　自分で言うと恥ずかしい。

			　しかも、サクヤはわざと訊いたようなそぶりだったし、俺は完全に遊ばれてる。

			　だが、これだけは訊いておかないと困る。俺の気持ち的に。

			「大丈夫だよシン様。私、そういうのは、シン様がしてくれるまで待つことにしたから」

			　俺の問いにサクヤはそう答えた。

			　俺は、こんなわけのわからない状況であるにもかかわらず、若(じやつ)干(かん)彼女の言葉にドキリとさせられてしまい、慌(あわ)ててそっぽを向いた。

			「そ、そうか。ならいいんだが」

			　本当は全然よくない。

			　けれど、ここで彼女に詰(きつ)問(もん)して薮(やぶ)蛇(へび)となりやしないかと恐れた俺は、それ以上追及することをやめ、その場で立ち上がる。

			「あ、でもいろいろ触ったり舐めたりはしたかな」

			「…………」

			　蛇は藪のなかから普通に飛び出してきた。

			　どこを触ったり舐めたりしたのだろうか。

			　俺はサクヤにその答えを訊こうとしたものの、そこで更なる爆弾を投下される可能性を恐れて、何も言わなかった。

			　一応、あとで全身の臭いを嗅いで確認しておこう。念のために。

			「２人とも朝から元気だね。そんな大声を出してると、宿に泊まってる人たちに迷惑だよ？」

			「……ああ、ユミか。起こしてしまってすまない」

			　ユミはまだ寝ぼけ眼だが、変な起こされ方をしたせいか、少し不機(き)嫌(げん)そうだ。

			「２時半か……あとちょっとは寝れそうだけど、もうこのまま起きてようか」

			「そうだな。なんかホント悪いな、ユミ」

			「いや、いいよ。どうせシン君も眠れないでしょう？」

			「……まあな」

			　サクヤのせいですっかり目が覚めた。これからまた睡眠をとるのは無理そうだ。

			「……というかサクヤ、お前もしかして今までずっと起きてたのか？」

			　考えてみれば、なんでサクヤはこんな時間にもかかわらず起きていたのだろうか。

			　俺の寝顔を観察するためだけに眠らないでいた、とでもいうのか。

			「あれ、シン君はサクヤさんの異能(アビリテイ)知らないの？」

			「異能(アビリテイ)？」

			「私の異能(アビリテイ)は『不眠』だよ！　24時間シン様を見続けられるよ！」

			　不眠……だと？

			　つまりサクヤは、一切眠らずに活動し続けられるということなのか？

			「ちなみに、それっていつまで眠らなくても平気なんだ？」

			「もうかれこれ１年以上は寝てないよ」

			「マジか」

			　それ、大丈夫なのか？　ある意味羨(うらや)ましい異能(アビリテイ)だけど、１年以上も寝てないとか、精神的に問題が起きそうな気がするんだが。

			「だから暇(ひま)な時間が多くて、いつでも遊べるネトゲにはまって……シン様と運命の出会いを果たしたんだぁ……すりすり」

			「…………」

			　まあ、頭のネジが数本ズレてるのは確かだな。

			　俺の背中に頬ずりしているサクヤを引き剥がしつつ、そう思った。

			「その様子だと、僕やマイの異能(アビリテイ)も君は知らないんじゃない？」

			「知らないな」

			　あんまり自分の異能(アビリテイ)を意識したくないから、俺はそれ系の話題を振らないし、クラスメイトがどんな力を持っているか、知りたくもなかった。

			　だから、俺が異能(アビリテイ)を知っているクラスメイトは、ミナだけだった。

			「僕の異能(アビリテイ)は『風読み』で、マイは『消化』だよ」

			「風読みと消化……か」

			「うん。アースでは普通に風があるから、弓使いの僕としては便利な力だね。マイのほうは、お腹がすくのが早くて困ってるみたいだけど」

			「へえ」

			　地味な異能(アビリテイ)ながら、こいつは戦闘中もそれを使っていたのか。

			　ユミの放つ矢の命中率は結構良いから、相当プレイヤースキル高いんだろうなって思ってたけど、そんな力も関係していたんだな。

			　だが、マイの異能(アビリテイ)にはあまり利点を感じない。

			　入学初日の自己紹介で流し聞いた異能(アビリテイ)は、よくわからないものが多かったから、マイが特別不遇というわけでもないんだろうが。

			「……と、そろそろ頃合だね。僕たちはこれから着替えようと思うんだけど、サクヤさんはまだここにいるつもり？　僕たちの着替えシーンでも見ていく？」

			「シン様のストリップなら見たいです」

			「ストリップなんてしないから、さっさと部屋を出ろ、サクヤ」

			　そんな話をしているうちに、窓の外から日の光が薄っすらと見え始めたので、俺たちは狩りをする支度を始めることにした。

			　何気にみんな、自分の異能(アビリテイ)を普通に使っているんだな。

			　単に、常時発動型だから仕方なく、って感じなのかもしれないが。

			　俺は異能(アビリテイ)を積極的に使うことに否定的だけど、まあ人それぞれか。

			「……ん？」

			　サクヤが部屋から出ていくのを見ながら、ベッドのシーツを直していると、そこから白い布が姿を現した。

			　……女性用のパンツだった。

			「…………」

			　これは間違いなく、サクヤの私物だ。

			　なんで、こんなところに置いていきやがった!?

			　しかも、若(じやつ)干(かん)生暖かいような気がする。

			　もしかしたら、これはサクヤの脱ぎたてなのかもしれない。

			　俺は、サクヤの意味不明な行動に顔を引きつらせつつも――その可愛らしいパンツを、無意識のうちに顔へと近づけていく。

			「…………」

			「…………」

			　サクヤと目が合った。

			　彼女はドアの向こうから顔を半分だけ出し、微笑(ほほえ)むかのように口角をニュッと吊り上げながら、俺を見ていた。

			「……これは違うぞ、サク――」

			「うん。前にギルドで『女の子のパンツってどんな匂いするんだろう』って言ってたよね」

			　俺の馬鹿ヤロウ。

			　いくら男だけ（表向きは）のギルドで下ネタ話が多かったとはいえ、そんなことを言うべきじゃなかった。

			　ぶっちゃけ……可愛い女の子の穿(は)いていたパンツがあったら、嗅いでみたいと思ってもしょうがないだろ……こんなトラップ、ひっかかって当然だろぉ……。

			「それはシン様にあげる。大事に使ってね」

			「ちょ、待てサク……ヤ……」

			　サクヤは俺の言葉を聞く前に今度こそ退室した。とてとてと、廊下を歩いていく音が響く。

			　俺はパンツを握り締めたまま、「どうすんだこれ」と頭を悩ませた。

			「今回は君の負けだね。シン君」

			「ぐぅ……」

			　ユミが下した判定を聞き、その場に膝をつく。

			　俺は、サクヤのパンツをアイテムボックスのなかに入れた。ことあるごとにそれを返そうとしたのだが、彼女は「いいんだよ、いいんだよ。なんだったらおかわりもあげるよ」と言って、断固として受け取らなかった。

			　結果、俺は自制心を崩(ほう)壊(かい)させかねない爆弾を、アイテムボックス内に抱えることとなった。

		

	
		
			　

			18　決断の時

			　

			　俺たちが入学式後にアースへ来てから、23日が経過した。

			　その間のほとんどをレべリングに費やした結果、俺たちのレベルは11にまで上がった。

			　Ｂコースの連中が去ってから５レベルしか上がっていないけれど、レベルが上がるのに必要な経験値量がガンガン増えているのだから、仕方がない。

			　早(はや)川(かわ)先生から始まりの町からあまり離れるなと言われているため、安全マージンを十分に取った狩場でしかレべリングができなかったから、というのもある。

			　とはいえ、レベル以外にも、装備品が充実したおかげでステータス的に強くなり、この世界での戦い方にも十分慣れてきた。

			　まあ、俺がステータス的に強くなったかについては、やや疑問ではあるんだが。

			　

			【ＮＡＭＥ シン　ＪＯＢ 僧(そう)侶(りよ)　ＬＶ11

			　ＨＰ ２４０／２４０　ＭＰ ２２０／２２０　ＳＴＲ ０（５）　ＶＩＴ 50（78）

			　ＡＧＩ ０（－４）　ＩＮＴ ０（－18）　ＭＮＤ ０（－20）　ＤＥＸ ０　ＬＵＫ ０（３）

			　ステータスポイント残り20

			　装備［愚者の盾(たて)、ラージシールド、脳筋のバンダナ、死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)、欝(うつ)の腕輪、鋼鉄のブーツ］

			　スキル［ヒールＬＶ４、ヒーリングＬＶ１、プロテクションＬＶ２、キュアＬＶ３、ブレッ　シングＬＶ１、リザレクションＬＶ２、ＭＰ量増加ＬＶ１、戦闘時ＨＰ自動回復ＬＶ２、戦闘時ＭＰ自動回復ＬＶ２、毒耐性ＬＶ２］】

			　

			　俺は未だに、ステータスポイントをどのように振ろうか悩んでいる。

			　ＶＩＴに全振りしたおかげで今はまだなんとかなっているが、そろそろステータスポイントを振っていかないと厳しい戦いになってくるはずだ。

			　ちなみに、ＶＩＴとＭＮＤ以外にポイントを振る気は、今のところなかったりする。

			　攻撃力を上げるＳＴＲは、ソロでない限り、回復職(ヒーラー)にとって不要なものであり、ＩＮＴも同様の理由から振るメリットが少ない。

			　ＡＧＩは、いずれ振ったほうがいいかもしれないが、今のところはＭＯＢ(モンスター)の動きに合わせられているので不要。元々、プレイヤースキルが高いプレイヤーにとって、無用の長物となりかねないステータスだしな。

			　ＤＥＸはＡＧＩと同様、場合によっては振るかもしれない。ＤＥＸにステータスを振ると、クールタイム（スキル再使用時間）が短縮されるメリットがあるからだ。

			　ＬＵＫは盗賊職や趣味人といったジョブなら重宝するかもしれないが、タンクやヒーラーは運任せより堅実さが求められるため、わざわざ振らなくてもいい。

			　結果としてＶＩＴ、ＭＮＤ以外にステ振りをするならＡＧＩかＤＥＸであり、それも今のところは振らなくても問題ない、という結論に落ち着く。

			　そうなると、ＶＩＴに振るか、それともＭＮＤに振るかは非常に悩む。

			　ＶＩＴに振れば、俺はこのまま僧(そう)侶(りよ)でありながらタンクをメインでこなすビルドを維持し続けることになり、ＭＮＤに振れば、レベルの割に回復量が微(び)妙(みよう)だけど、ちょっと硬くて死ににくいヒーラー、として活躍することになる。

			　別にヒーラーをやりたくないというわけではないのだが、やはり俺の本分はタンクだ。

			　できることなら、味方の後ろにいるより敵の前に出て戦いたい。

			　しかし、実際のところ、俺は回復職(ヒーラー)なわけで。悩ましい。

			　また、迷宮探索のほうも俺たちは順調に進めている。

			　盗賊職がいないために慎重な探索となっているが、まだ迷宮としては序(じよ)盤(ばん)もいいところだからか、そこまで酷いトラップもないようで、怪しい物に近づかなければ特に問題はなさそうだ。宝箱を開けられないのがもったいないけど。

			　そんなある日の探索中、地下９階層を歩いていると、２本の分かれ道があるところで、見覚えのある奴らに出会った。

			「！……一(いち)之(の)瀬(せ)たちか。君たちも今日は迷宮探索かい？」

			「……まあな」

			　そこには、俺たち以外でＣコースを選んだ、氷(ひ)室(むろ)たち５人のパーティーがいた。

			　こいつらとはたまに狩り場がかち合ったりして、そのたびに俺と氷(ひ)室(むろ)がいがみ合ったりしていたため、あんまり出くわさないよう気をつけてはいたんだが、今日は運が悪かったようだ。

			　ちなみに氷(ひ)室(むろ)たちのパーティーは騎士、魔術師、盗賊、僧(そう)侶(りよ)、弓兵という構成だ。

			　剣士であるミナは仲間に入れられず、魔術師であるサクヤは被り、武道家のマイは被りである弓兵のユミと一緒に行動していることから、ほぼ必然的に集まったのだろう。

			　Ｃコースを選んだメンバー10人のなかに僧(そう)侶(りよ)が２人もいたのは、互いのパーティーにとって幸運だったな。もしも１人だったら、奪い合いが発生していたかもしれない。

			　まあ、俺を僧(そう)侶(りよ)としてカウントしていいのか、いささか疑問だが。

			「変なところで会ったが、お互いスルーの方向でいくぞ。こんなところで言い争って時間の浪費はしたくないからな」

			「ふん、君の言い方には相変わらず憤(いきどお)りを感じるが……不干渉でいるのには同意する。迷宮内でトラブルなど勘弁願いたい」

			　外であれば、少し見回すと人の姿が見えるが、迷宮内ではまったくない。

			　たまに迷宮探索をしているプレイヤーを見かけることがあるが、それも頻度としてはかなり低いと言える。

			　つまり、迷宮内で何か問題が起きても、誰かが救出してくれることなんてまずない。

			　だから、ここで俺たちが喧(けん)嘩(か)を始めることは、自重する必要がある。

			「それじゃあ、俺たちはこの先の道を行かせてもらう。お前たちは向こうの道を進め」

			　ということで、俺は目の前にある分かれ道の一方を指差した。

			　すると氷(ひ)室(むろ)は、「ハァ……」とため息をつく。

			「なんで君にそんな指図をされなきゃいけないのかな？　それに向こうの道はさっき俺たちが調べたが、行き止まりだった。行くだけ無(む)駄(だ)だよ」

			　どうやら、氷(ひ)室(むろ)たちはすでに一方の道を探索し終えて戻ってきたところだったようだ。

			　なら、もう一方の道を進むか、引き返すかのどちらかしかないのだが……。

			「……途中までなら、一緒に動いてやってもいい」

			「ああ、この先に分かれ道があったら、そこですぐに別行動といこう」

			　こいつらに道を譲(ゆず)って引き返すというのは、ちょっと微(び)妙(みよう)だ。

			　結局、俺たちは条件付きで、少しの間だけ一緒に行動することにした。

			　しばらくして、俺たちは下の階へと続く階段を見つけた。

			「……この先はボスか」

			　クロクロでは、迷宮の10階層ごとにボスモンスターが配置されている。

			　ならこの先、地下10階層にはボス部屋があるのだろう。

			「俺たちはボス部屋の手前まで行こうと思っているが、君たちはどうするんだい？」

			「もちろんいくさ。階段を降りてすぐのところに、ボス部屋があるってわけじゃないだろうしな」

			　今回はボス部屋までの道のりだけ確認し、ボスと戦うことはしない。

			　この先にボスが待ち構えているのなら、それはレイドボスでまず間違いない。

			　クロクロのレイドボス戦は、プレイヤー30人が力を合わせてボスを倒すコンテンツであるため、たかだか１、２パーティーが勝負を挑んだところで全滅するのがオチだ。

			　ボスと戦うのは、もう少しプレイヤーの戦力が整ってからということになる。

			「だが、ボスらしきものが見えたら全力で逃げるぞ。いいな、氷(ひ)室(むろ)？」

			「わかっているとも。俺たちだって、ここでボスと戦おうだなんて思ってはいない」

			　ボスと戦うには、戦力が足りない。

			　そのことは、氷(ひ)室(むろ)たちも十分理解しているようだった。

			「よし、いくぞ」

			　氷(ひ)室(むろ)たちとは一緒に行動したくなかったが、階段は１つしかないのだからしょうがない。

			　俺たちは10人で、ボス部屋があるという地下10階層へと降りていった。

			「……ここは一本道か」

			　階段を降りきった先には、分かれ道のなさそうな通路がどこまでも続いていた。

			　俺たちは周りに注意しながら歩いていく。

			「…………ん？　なんか、声が聞こえないか？」

			　洞(どう)窟(くつ)の奥から、子どもの声が聞こえてきた。

			　それも１人ではなく、２人か３人、あるいはもっと、だ。

			　俺たちは、一旦足を止める。

			「どういうこと？　なんでこんなところに子どもが……？」

			　ミナが疑問の声を発した。

			　俺たちも高校生だから、子どもと言っても差し支えないだろうが、奥から響いてくる子どもの声は幼すぎる。少なくとも小学生か、それ以下の年齢であるように思える。

			　しかし、ここにそんな子どもがいるというのは、どう考えても不自然だ。

			　地下迷宮へはプレイヤーしか入ることを許されておらず、そして小学生プレイヤーも現在はアースにいない。

			　なら、この声はいったい何者なのだろうか。

			「……行ってみよう」

			　ここで立ち止まっていても、その答えはわかるはずもない。

			　俺は再び歩き始めた。後ろから、他のプレイヤーたちもついてきた。

			「……………………！」

			　長い洞(どう)窟(くつ)の先に、大きな部屋が見えてきた。

			　その部屋のなかには、ロープで手足を縛(しば)られた子どもたちと――これまで見たこともない大きさのゴブリンが３体いた。

			「なんだ……あれ……」

			「見てる場合じゃないでしょ！　早く助けないと！」

			「！　ま、待って！　１人でいっちゃ駄目だ！」

			「ミーナちゃん！」

			　動けないでいる子どもたちに、巨大なゴブリンたちが近づいていく。

			　それを見てミナが走りだし、続いてユミたちや氷(ひ)室(むろ)たちといった他のプレイヤーも駆け出す。

			「くっ……！」

			　何かがおかしい。

			　そう思ったものの、結局パーティーメンバーとの足並みを揃えないと危険だと判断し、俺も全速力で走り出した。

			「その子たちから離れろぉ！　『シャウト』！」

			「『シャウト』！」

			　スキルの射程に収めた氷(ひ)室(むろ)とマイがタウントスキルを使用し、ゴブリンたちを振り向かせる。

			「……ゴブリンロード」

			　ゴブリンたちに近づいたことで、そいつらのネームも確認することができた。

			『ゴブリンロード』という名前とＨＰゲージが、俺の網(もう)膜(まく)に映った。

			「『ヒール』！」

			　マイたちより出遅れるかたちとなったが、やっと射程距離に入ったと見た俺は、１匹のゴブリンロードに『ヒール』を与える。

			　ＨＰゲージ的には１パーセントも減らないといったレベルだったが、ダメージを受けたモンスターは俺のほうを向いて、こちらに歩いてきた。

			　上手く１匹だけ釣ることができた。俺は他のプレイヤーから離れ、１人でしばらくそいつを足止めする役を買って出る。

			「１匹は俺が引きつける！　その間にお前たちは他の２体を倒せ！」

			「う、うん！　わかった！」

			　氷(ひ)室(むろ)たちのパーティーが５人で１匹、ミナ、サクヤ、ユミ、マイの４人が１匹を受け持って戦う、という流れになった。

			　俺がいなくてもマイが引きつけているから、ミナ、サクヤ、ユミは時折ヒールを飛ばせば大丈夫そうだし、氷(ひ)室(むろ)たちは若(じやつ)干(かん)攻撃力が低そうだが、そこそこバランスの良いパーティーなので、特に問題なく戦えている。

			　俺のほうも、守りに徹していれば１人で持ちこたえられそうだ。

			　しかし、どうにも俺の疑念は拭(ぬぐ)えなかった。

			　ここは地下10階層なのだから、レイドボスがいるはず。なのにそれがいない。

			　俺は嫌な予感を膨(ふく)れさせつつも、ゴブリンロードの振るう巨大な棍(こん)棒(ぼう)を冷静に受け流した。

			「はぁ……はぁ……や、やったぞ！」

			　そして俺たちは数十分という長い時間をかけ、ゴブリンロード３体を撃(げき)破(は)した。

			　周囲から喜びの声が上がり、ミナが部屋の中央にいる子どもたちへと駆け寄っていく。

			「き、君たち大丈夫？　どこか怪(け)我(が)とかはしてない？」

			　ミナは黙(だま)って俯(うつむ)いている子どもたちへ、心配そうな顔をしながら声をかけている。

			　部屋に入ったときから、子どもたちがやけに静かなので、変に思ってはいたのだが――。

			「え……？」

			「!?」

			　子どもたちのなかの１人にミナが手を触れたその瞬間、その子たちは全員ケタケタと笑い始めて煙(けむり)と化した。

			　その後、奥の壁が突然ガラガラと壊れ、同時に俺たちが通ってきた道も崩れていく。

			「な……」

			　子どもだと思っていたモノは、俺たちをこの部屋に呼びこむための罠(わな)だった。

			　この状況を見たら、そう考えるしかない。

			「おい……あれ……」

			「ま、まさか……」

			　だが、今はそんなことを分析している場合じゃない。

			　俺たちは部屋の奥の壁を突き破ったモンスターに、恐怖の声を上げる。

			「レイドボス……」

			　先ほどまで戦っていたゴブリンロードよりも更にでかい――キングゴブリンという名のついたレイドボスが、俺たちの前に姿を現した。

			　こうして俺に決断の時がやってきた。今後のプレイスタイル、そして俺の生き方そのものに関わる、重要な場面に直面することとなったのだった。

		

	
		
			　

			19　盾僧侶(タンクヒーラー)の役割

			　

			　レイドボス、キングゴブリンが姿を現した瞬間、俺たちの顔は絶望の色に彩られた。

			「そんな……じゃあやっぱり、ここがボスの部屋……？」

			「通路が崩れるなんて……これじゃ逃げることもできないじゃないか……」

			「なんだよ……あんなトラップありかよ！　あんなの引っかかって当然だろ！」

			　氷(ひ)室(むろ)のパーティーメンバーが、自分たちの置かれた状況を理解して、驚(きよう)愕(がく)の声を上げている。

			　俺もその言葉には同意だ。

			　ここがボス部屋かもしれないということは薄々感じていたが、退路を潰される可能性まではあまり深く考えていなかった。

			　そして何より、あの子どもの姿をした「何か」を使ったトラップ。

			　目の前で子どもがゴブリンに殺されそうになっているという状況で、それを見たプレイヤーの良心を揺さぶって部屋のなかに飛び込ませるという、最悪の罠(わな)。

			　これは、さすがに想像の範(はん)疇(ちゆう)を超えていた。

			　いくらなんでも、初見殺しすぎる。

			　ＮＰＣ(ノンプレイヤーキヤラクター)などいないこの世界でやられたということが、更に理(り)不(ふ)尽(じん)さを際立たせている。

			　咄(とつ)嗟(さ)の判断で子どもたちを見捨てることができなければ、確実に罠(わな)に嵌(は)まる。

			　こんなの、どうやって回避すればいいというんだ。

			「くそっ……」

			　俺は舌打ちをした。

			　退路は塞(ふさ)がれて、目の前にはレイドボスがいる。

			　また、それに対抗する俺たちはたった10人なうえ、大した準備もしていない。

			　通常、レイドボスには、それなりに時間をかけて対策を練り、潤(じゆん)沢(たく)な回復アイテムとボスに合わせた装備を揃え、なおかつフルメンバーで挑むものだ。

			　ゲームによっては、何度も挑戦して死に覚えをする必要があったりもする。

			　突発的に戦って勝てるような、甘い相手ではない。

			　つまり、今の俺たちは敗(はい)色(しよく)濃(のう)厚(こう)。

			　このまま普通に戦えば、全滅の可能性も十分ある。

			　だからこそ俺はどうするべきか、悩んでいた。

			　異能(アビリテイ)が使えるこの異世界で、俺は全力を――異能(アビリテイ)を最大限に使用するべきか悩んでいた。

			「…………」

			　しかし、ここで使うわけにはいかない。

			　この場には、俺以外にも多くのプレイヤーがいる。

			　使えば最後、俺という存在がこいつらにどう映って見えるだろうか。

			　想像したくもなかった。

			　俺はもう、あんな過ちを犯さない。

			　そう心に決めた俺は、ステータス画面を開いた。

			　ステータス画面には、未だ振るかどうか悩んでいたステータスポイントがあったが――俺はそれをすべてＶＩＴにつぎ込んだ。

			　散々悩んだ末に決めた選択だ。

			　ここからの戦いではどうしても必要なのだから、後悔などしない。

			　今日から俺は、盾僧侶(タンクヒーラー)としての道を歩む。

			　ただの盾役ではない、ただの回復役ではない、俺だけのバトルスタイルだ。

			　俺は盾(たて)を持つ手に力を込め、敵に向かって突撃した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うらあっ！！！　『ヒール』ぅ！！！」

			　スキルレベルに応じて防御力、最大ＨＰを上げる魔法『プロテクション』と『ブレッシング』を自身にかけたあと、俺はキングゴブリンに近づいて『ヒール』を放った。

			　ゴブリンロードのときよりゲージの減りが小さく見えるが、それでも僅(わず)かにダメージがある。

			　攻撃を受けたキングゴブリンは、俺のほうを向いて歩き出した。

			　５メートルはあろうかというその巨体が、地面を踏むたびにズシンという音が響き渡る。

			「ぐっ！！！」

			　キングゴブリンは俺の目の前までやってくると、３メートルはある棍(こん)棒(ぼう)を振り下ろしてきた。

			　それを大盾で防ぎきるものの、さすがはレイドボスということか、俺は衝撃を受けて膝をつく。ＨＰがガリガリ削れていく。

			　今までにないほどの急激なＨＰの減少によって、俺の全身に激痛が走る。

			　だが、俺はなんとか持ちこたえ、再び立ち上がってレイドボスを睨(にら)みつけた。

			　やはり、ＶＩＴに極振りした程度では足りない。

			　そんなことはわかっていたことだが、今あるもので対抗するしかない。

			　本来のタンクなら、『プロテクション』と『ブレッシング』に合わせ、タンク個人が使える防御力アップなどのスキルを用いてレイドボスに立ち向かうのだが、それはないものねだりだ。

			　なので俺はその分、被ダメを抑える立ち回り――プレイヤースキルが求められる。

			　それを再確認した俺は口角を吊り上げ、自身にヒールをかけながら、キングゴブリンの振るう棍(こん)棒(ぼう)を紙一重で避けていく。

			　そんなギリギリの戦いをしながら、俺は叫んだ。

			「おい！　楽しんでるか！　ゲーマーども！」

			　背後にいる仲間たちに、力の限りを振り絞って問うた。

			「しけたツラをしてんじゃねえ！　負けそうだからってなんだ！　勝てそうにないからってなんだ！　そんなツラしながら、ゲームなんかしてんじゃねえ！」

			　目の前に立ち塞(ふさ)がるは、ボスモンスターのなかのボスモンスター。

			　パーティー級ではなく、レイド級のボスモンスター。

			　たった10人では、勝ち目など薄いに決まっている。

			　もしかしたら、俺たちはレイドボスに蹂(じゆう)躙(りん)されるだけかもしれない。

			　しかし、俺は敵と戦いながらも、叫ぶことをやめない。

			　目の前の敵に負けないように。

			　己自身に負けないように。

			「ああそうさ！　今、俺たちはヤバイ状況に追い込まれている！　負けそうな戦いを前にして挫(くじ)けそうになっている！　でも！　でもなあ！　負けそうになったときこそ、俺たちゲーマーの真価が問われるんだろうが！　負けそうだって思っても投げ出さず、目の前の敵をぶっ倒したいって思えるかどうかが、俺たちみたいなヘビーゲーマーとライトゲーマーの違いだろうが！　俺たちは目の前の敵をぶっ倒すために、24時間ゲームしてんだろうが！」

			　俺たちがずっと戦い続けている理由、それは目の前の敵を倒すのが楽しいからだ。

			　ＭＭＯにおける楽しみ方といえば、大別すると戦闘か生産のどちらかになる。

			　その２つのなかでも戦闘を選んだ俺たちは、負けそうだからという理由で、早々に戦うのを諦(あきら)めるなんてことはしない。

			　負けるにしても全力で戦うし、その戦闘から何かを見つけ出そうと躍(やつ)起(き)になる。

			　勝てなかったら、ゲームバランスが悪いクソゲーと評して辞める奴らとは違う。

			　敵を倒す難易度が高いほど、俺たちのハートは燃え上がるのだ。

			「この絶望的状況を切り抜けて！　目の前にいる敵をぶっ倒せたら！　それはもう最高に楽しい瞬間が待ってると思わねえか！」

			　そして、そうした激戦に勝利したとき、俺たちは最高の充実感を得る。

			　だから俺たちはゲームをするんだ。

			「強い敵を倒したときの喜びを味わいたいとは思わねえか！　ゲームで一番楽しいその瞬間を、皆で分かち合いたいとは思わねえか！」

			　俺はキングゴブリンの攻撃を受け流しながら叫ぶ。

			　ここにいる奴らのほとんどがゲーマーであることを信じて、共感してくれると信じて、俺は胸の奥にある思いをぶちまけていく。

			「俺は味わいたい！　分かち合いたい！　お前らだってそうだろう！　そんな最高の瞬間に立ち合いたいだろう！」

			　ここにいる奴らが全員仲間――レイドとして挑めば、勝機はゼロじゃない。

			「だったら勝とうぜ！　今！　俺たちはコイツをぶっ倒すんだ！」

			　団結すれば、俺たちだけでも戦える。

			　勝てる見込みはあるのだ。

			「さあ！　ゲームの時間だ！　盛大に遊ぼうぜ！」

			　だから俺は叫んだ。

			　生き残るだけではなく、ゲーマーとして、仲間として、みんなと笑ってこの場を切り抜けられるよう、俺はこの場にいる仲間と一緒に戦う道を選んだ。

			　これこそが、かつて一人ぼっちになった俺の選択だった。

			　１人でいるより、みんなと一緒に遊びたい。それこそが、かつて友達から仲間外れにされた俺が抱いた望みだった。

			　もう、１人にはなりたくない。

			　みんなの傍(そば)にいさせてほしい。

			　どうか、俺にその望みを叶えさせてくれ。

			　俺はキングゴブリンの攻撃を受けながらも、心の底からそう願った。

			「『ファイアボール』！」

			　そして――その望みは叶えられた。

			　キングゴブリンに真正面から１人で挑む俺の背後から、サクヤの声が聞こえてきた。

			　同時に、俺の頭上を炎の弾が飛び、ボスの巨体にそれが直撃する。

			「シン様が抑えているうちに、私たちが削っていくよ！」

			「何時間かかるかわからないけど……やるしかないね」

			「ヤバイよ、こんなドキドキする戦い、初めてだよっ！」

			　サクヤ、ユミ、マイの力強い声が響いてくる。

			　どうやら、戦う気になってくれたようだ。

			　それを確信した俺は口元をニッとさせ、キングゴブリンの攻撃を避けて弾いて受け流す。

			「『パワースラッシュ』！」

			　俺の横から剣スキルを放つプレイヤーがいた。

			「……私はあなたみたいにマジメなゲーマーってわけじゃないけど、ここで勝てれば嬉(うれ)しいってことだけはわかるわ」

			　キングゴブリンを剣で斬りつけたプレイヤー、ミナは俺のほうを向いてそう言うと、敵の攻撃に当たらないよう後ろに下がった。

			　つまり、俺の言葉があいつにも通じたってことか。

			「……だったら、なおのこと負けるわけにはいかないな！」

			　ここで勝つことができれば、ミナにも俺たちの気持ちがわかるだろう。

			　俺たちがなんのために狩りをして、装備を新調して、多大な時間を浪費するのかを、その理由をここで彼女も知ることとなるはずだ。

			「はぁ……一(いち)之(の)瀬(せ)だけに良いところは見せられないな。危なくなったら俺にメインタンクを任せるといい」

			　更に、氷(ひ)室(むろ)の声が聞こえてきた。

			　どうやらコイツは、サブタンクをしてくれるようだ。

			「！　奥から増援だ！」

			「なにぃ!?」

			　キングゴブリンが開けた壁の穴から、ゴブリンロードが３体現れた。

			　ここで、あいつらの相手までは同時にしていられない。

			「私に任せてっ！　『シャウト』！」

			　しかし、そこでマイが単身でゴブリンロードへ突っ込み、ヘイトを稼ぎ出した。

			　彼女は、１人であの３体を釣るつもりか。

			　武道家の回避スキルとタウントスキルが、あればこその戦法だな。

			　けれど、それも長くは続かないだろう。

			　リポップ（再出現）したＡＤＤ（増援）なのかわからないが、ここは倒しておくべきか。

			「サクヤ！　ユミ！　お前たちは遠距離からＭＯＢ(モンスター)を処理しろ！　マイはサクヤが範囲攻撃（ＡＥ）でＭＯＢ(モンスター)をまとめて焼けるよう、固めろ！」

			「わかった！」

			「りょ、了解！」

			「おっけーっ！」

			　俺はアースでＭＯＢ(モンスター)がリポップしたところを見たことがない。

			　だから多分、今来たのはただ普通にゴブリンキングの取り巻きをしていたＭＯＢ(モンスター)だ。

			　つまり、あいつらは無限に沸(わ)いてくるような種類の敵ではなく、倒せばそれで打ち止めということになる。

			　なら、あいつらから先に処理したほうが良い。弱い敵から処理していくのは戦術の基本だ。

			　また、３体纏(まと)めてだと近接で攻めるより、遠距離で範囲攻撃を仕掛けたほうが良い。

			　俺は氷(ひ)室(むろ)パーティーにいる男の魔術師へ向け、ＭＯＢ(モンスター)がこっちにこない程度の攻撃を仕掛けろと指示を飛ばす。

			「そこの魔術師もＡＤＤ処理に回れ！　ヘイト稼ぎすぎて跳ねさせるんじゃないぞ！」

			「わ、わかってる！　俺をＮＯＯＢ(ヘタクソ)扱いするんじゃねえ！」

			　魔術師の男は舐められたと感じたのか、多少怒った様子になりながら、ゴブリンロードへの攻撃を開始した。

			　まあ、ヘイト管理ができないダメージディーラーなんて、いても邪魔になるだけだからな。

			　氷(ひ)室(むろ)たちもそこそこ錬度が高いパーティーのようだし、言わなくても問題なかったか。

			　そんなことを考えつつ、俺はキングゴブリンの攻撃をひたすら受け流す。

			「パリィパリィパリィパリィ！　あははははははははははは！」

			　俺は笑っていた。

			　盾(たて)による防御を一度でも失敗すれば、致(ち)命(めい)的(てき)なダメージを受けるとわかっていながら、メインタンクである俺が死んだら、パーティーが全滅する可能性が高いとわかっていながら、この戦いが楽しくて仕方がなかった。

			　これこそ、俺が求めていた戦い。

			　自分本来の力を最大限に引き出すことで至る到達点が、そこにはあった。

			「……なんだか、あなた楽しそうね」

			　近くにいるミナがそう言った。

			　テンションが高くなっている自分を見せることは、今まであまりなかったからな。

			「当たり前だろ！　ここで燃えなきゃゲーマーじゃねえよ！」

			「……ふぅん、そういうものなんだ」

			「そういうものだ……と！　『ヒール』！」

			　キングゴブリンの攻撃を避けつつ、俺はミナに訊く。

			「お前は楽しくないのか？　ミナ」

			「……まあ、確かにこれがゲームだったら、楽しいかもね」

			「そうか……『ヒール』！」

			　どうやら、アースでのレイド戦はお気に召さないようだ。

			　だが、まったく興味がないというわけでもないらしい。

			　なら、別のゲームにコイツを誘ってみるのも悪くないだろう。

			　そう思いながら、会話の合間合間にダメージヒールをキングゴブリンへ放つ。

			　微(び)妙(みよう)な差ではあるが、俺の使うダメージヒールは、ミナの『パワースラッシュ』よりも多くＨＰを削っていた。

			　今この場において、俺はダメージディーラーの役割さえこなせるだけのダメージを、レイドボスに与えている。

			「……なあ、さっきから気になっていたんだが、君のヒールは威力がおかしくないか？」

			　そのダメージ量のおかしさに、氷(ひ)室(むろ)が気づいたようだ。

			　ダメージヒールのことや、味方全員がアンデッド属性を持っていることなどは、氷(ひ)室(むろ)たちも知っている。しかし、ＭＮＤを装備の力で無理矢理反転させた俺のダメージヒールが、ここまでの威力を持つとは思っていなかったようだ。

			「単純な話さ！　『ヒール』！　……俺のダメージヒールは、防御比例ダメージなんだ！　ただの魔法攻撃とはモノが違う！」

			　回復魔法は攻撃魔法と違い、敵の防御力の高さで威力が減ったりしない。

			　なぜなら、回復魔法は攻撃ではないからだ。他にも理由があったりするのかもしれないが、俺にとってそれは明快な理由だ。

			　回復魔法がＶＩＴでレジストされるなんて、バグでしか聞かない話だからな。むしろ仕様によっては、回復魔法をかける対象のＶＩＴの大きさで回復量が上がっていく。

			　そして、そんな仕様はこの世界にも存在する。

			　俺にヒールがかかるのとミナにヒールがかかるのでは、効果が大きく違う。このことについては、クラスメイトと一緒にアースへ来た日には、すでに察していた事象だ。

			　ＶＩＴが高い相手に対して、回復魔法の効果が上がる。

			　そんな仕様が真逆に作用し、俺のダメージヒールは、敵が硬ければ硬いほどダメージ量を増大させる、強力無比な攻撃魔法となったというわけだ。

			「なんだ、その反則技は……まるでチートだな……『パワースラスト』！」

			「うるさい。これはチートではなく仕様というものだ……『ヒール』！」

			　俺と氷(ひ)室(むろ)は言い合いをしながら、キングゴブリンにダメージを与えていく。

			　だが、やはり明らかに俺のヒールのほうがダメージ量として大きい。

			「ちっ……タンクでありヒーラーでもあり……更にはダメージディーラーって、どれだけの役割を君はこなすつもりだい？」

			　アタッカー、タンク、ヒーラー、この三種を兼ね備えたビルド。それが盾僧侶(タンクヒーラー)だ。

			　とはいえ、見ようによってはただの器用貧乏だし、弱点も多く抱えている。

			　進んでやるべきではない。

			「俺だって、こんな戦い方になるとは思ってなかったさ……くっ！」

			　キングゴブリンの棍(こん)棒(ぼう)を横に薙(な)ぐ攻撃が当たって、俺は後ろに吹き飛ばされた。

			「しかし１人で戦えるというわけでもない、か……『シャウト』！」

			　そんな俺を見て、すかさず氷(ひ)室(むろ)がタンクとして前に出る。

			　あいつはちゃんと、自分の役割を理解しているようだな。

			　ヘイトも、俺を上回るかどうかというあたりを見極めていたみたいだし、案外、俺が思っていたより、氷(ひ)室(むろ)のプレイヤースキルは高いのかもしれないな。モンスター限定で。

			「さあ、油断をするなよ一(いち)之(の)瀬(せ)！　メインタンクが死んだら、俺たちに勝ち目はないんだからな！」

			「わかっているさ！　フォローサンキューな！　氷(ひ)室(むろ)！」

			「……俺は当然のことをしているまでだ。君に礼を言われることじゃあない」

			「そうかよ……と！　『ヒール』！」

			　

			　こうして俺たちは、大迷宮『ユグドラシル』の地下10階層に出現したキングゴブリンと、その取り巻きを相手にして戦った。

			　レイド戦であるにもかかわらず、たった10人による戦闘のため、人数的な問題で火力が致(ち)命(めい)的(てき)に足りない。

			　しかし俺たちは、それでも諦(あきら)めることなく戦い続け、およそ７時間という長丁場になってしまったものの、１人の死者も出さずボスを撃(げき)破(は)することに成功した。

			　そして長い戦いを勝利で終えた俺たちは歓喜の咆(ほう)哮(こう)を上げ、互いの手を取り合って笑い合ったのだった。

		

	
		
			　

			20　おすそ分け

			　

			「……まさかレイドボスを倒してしまうとは……さすがの私も驚きを隠せそうにない」

			　レイドボスを倒したあと、ボス部屋にあった地上へとワープする魔法陣が使えるようになったため、それを使用して俺たちは無事に町まで戻ってきた。

			　そして俺たちは早(はや)川(かわ)先生のもとへ赴き、迷宮での出来事を報告した。

			　早(はや)川(かわ)先生は俺の説明を聞いて頭に手をやり、眉(まゆ)をハの字に曲げている。

			「……それで、君たちは全員無事だったんだな？　誰か死んだりはしていないな？」

			　彼女は悩ましいモノを見るかのような目をこちらに向け、そう訊(たず)ねてきた。

			「戦闘の途中で何人かＨＰが０になりましたが、すぐに蘇(そ)生(せい)できたので大丈夫でした」

			「そうか……それはなによりだ」

			　俺の答えを聞いて、早(はや)川(かわ)先生は「ふぅ……」とため息をつき、近くの椅子に座った。

			「しかし、迷宮内部に人の形をしたトラップか……これは上に報告して、生徒たちにも注意を呼びかける必要がありそうだ」

			　俺たちがレイドボスを倒したというのにも衝撃を受けているようだが、初見殺しと言えたトラップのほうにも、彼女は驚いているように見える。

			　まあ、そんなトラップがあるという情報をプレイヤー全員に広めてくれれば、誰かが引っかかるという可能性も低くなるだろう。

			　もちろん、俺たちもあんなものには二度と引っかからない。

			「とはいえ……私としては一番意外だったのが、一(いち)之(の)瀬(せ)君と氷(ひ)室(むろ)君が共闘したことだな。君たちはログイン初日から今日まで、いがみ合っていたと思っていたのだが？」

			　早(はや)川(かわ)先生は俺と氷(ひ)室(むろ)を見比べて、そんなことを言った。

			「……まあ、戦うときは別ですよ。ノリは合いませんが」

			「俺だって一(いち)之(の)瀬(せ)の実力は認めているつもりですしね。コイツは嫌いですが」

			　俺たちは、早(はや)川(かわ)先生に向かって答えた。

			　友人になるのは願い下げだが、戦友にならなってもいい。

			　俺たちの関係はそういうカンジだ。

			「ふっ……そうか。なら今後も切(せつ)磋(さ)琢(たく)磨(ま)し合うといい。私は君たちを応援しているよ」

			　早(はや)川(かわ)先生は微(ほほ)笑(えみ)を顔に浮かべ、テーブルに置いてあったコーヒーを静かに飲んだ。

			「しかし、今後はあまり無茶なことはしないよう気をつけろ。死んだら死んだで我々にとっては良いサンプルと言えるが、君たちにとっては、あまり喜ばしくない事態なのだからな」

			「……はい、わかっていますよ」

			　教師たちもなかなか嫌なことを考えているな、と思いながらも俺は頷(うなず)いた。

			　こんなやりとりがあったあと、Ｃコースを選んだ俺たち10人も地球へ帰ることになった。

			　約24時間ぶりに地球へ戻った俺たちは、すぐに健康診断を受けさせられたが、全員特に異常もなかった。またＣコース組はレイドボスを倒したことで、後日それなりの高評価を貰えた。

			　この調子でいけば、学費も全額免除までいくだろう。親との取り決めに従って、その幾らかをお小遣いとして貰えれば課金に回せると思い、俺は黒い笑みを浮かべた。

			　アースでは24日間というそれなりに長い時間であったが、こうして俺たちは無事にＣコースをやり遂げたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　学校に提出しなければならないアースでの活動を纏(まと)めたレポートを作成すると、時刻はすっかり夜となった。

			　俺たちは夕食を取るために食堂へ集まって、ボス狩りの打ち上げを行った。

			　キングゴブリンを倒したときの話で盛り上がったり、撃(げき)破(は)時に得たドロップアイテムの分配方法で氷(ひ)室(むろ)といろいろ言い合ったり、サクヤもとい日(ひ)影(かげ)桜(さくら)が空気読まずに俺へ抱きついてきたりで、それなりに楽しいひとときを過ごした。

			　リアルでこんな馬鹿騒ぎをするのは本当に久しぶりのことだったから、俺も羽目を外しすぎた感は否(いな)めない。

			　まあそれも、打ち上げ特有の無(ぶ)礼(れい)講(こう)というものだ。

			「ねえ、一(いち)之(の)瀬(せ)君。ちょっと話があるんだけど」

			　そんな楽しい時間も過ぎ去り、そろそろ自分の住む寮(りよう)へ戻ろうかと思っていると、ミナもとい朝(あさ)比(ひ)奈(な)水(み)無(な)月(づき)から声をかけられた。

			「？　ああ、別に構わないぞ」

			　なんの用かはわからないが、ここで彼女と話をしないという理由もない。

			　俺は首を縦に振った。

			　彼女が廊下を歩き始めたので、俺もそれについていく。

			　数分ほど歩き建物から外へと出たあたりで、彼女は俺のほうを振り向いた。

			「ねえ……手、繋(つな)いで」

			「……手？」

			「そうよ。ほら、早く」

			「えっと……、あ」

			　なぜ、いきなり手を繋(つな)ぐのか。

			　そう思って戸(と)惑(まど)う俺の手を、朝(あさ)比(ひ)奈(な)は強引に掴(つか)んできた。

			「な、なにを――」

			「……別に、ちょっと夜空のお散歩でもしようって思っただけよ」

			「？」

			　俺が疑問の声を上げようとしたそのとき、彼女は俺の手を掴(つか)んだまま勢いよくジャンプした。

			　普通ならそんなことをしてもすぐに地面へ着地するだけなのだが、朝(あさ)比(ひ)奈(な)と俺はそのまま上空へ向かって移動している。

			　つまり、俺と朝(あさ)比(ひ)奈(な)は空を飛んでいた。夜空を俺たちは２人っきりで浮かんでいた。
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			「……お前の異能(アビリテイ)って、人も浮かせられるのか」

			「ええそうよ。でも手を離したら効果がなくなっちゃうから、絶対に離しちゃダメだからね？」

			「わ、わかった」

			　現在の高度は、３階建ての校舎をゆうに超えている。ここから落下したらタダでは済まない。

			　俺は、彼女の手をしっかりと掴(つか)んだ。

			「……それで、俺を空の散歩に誘った理由はなんだ？　何か話があったから呼んだんだろ？」

			　ただの散歩なら１人でもできる。にもかかわらず俺を呼んだのだから、何かしらの理由があるはずだ。

			「あー……うー……なんて言ったらいいのかしらね」

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)は、俺のほうを向いて言葉を濁している。

			　何か言いづらいような話なのだろうか。

			「あなたはどう思う？　一(いち)之(の)瀬(せ)君」

			「どう思うって……何がだ？」

			「この状況……空を飛んでる！……って感じについてよ」

			「空を飛んでること？」

			　なんでそんなことを訊いてくるのか。

			　よくわからないが、とりあえず正直な感想を述べておこう。

			「そうだな……なんというか、不思議な感覚だな。どっちが上なのかとかがあやふやになる。これが無重力の世界ってやつか」

			「私が訊きたいのは、そういうことじゃないのよね」

			「？　それじゃあ何を訊きたいんだ？」

			「うーん……つまりこう、空にプカプカ浮いてるのは心地良くない？　って訊きたかったのよ」

			　心地良い？

			　まあ確かに、何か解放感のようなものはある。

			「そうだな。結構良いかもしれないな」

			「でしょ？　私が異能(アビリテイ)を手に入れて一番良かったと思えるのが、この感覚なのよ」

			「へえ」

			　つまり、朝(あさ)比(ひ)奈(な)は俺にその感覚を味わわせたくて、ここに連れてきたというわけか。

			「でも、どうしてそれを俺に？」

			「……今日のお礼よ。すっごくしんどかったけど、ボスを倒したときは私も楽しいって思えたから」

			「お礼……か」

			　ボスということは、あのレイド戦のことを指しているのだろう。

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)はキングゴブリンとの長期戦を制したとき、俺たちと一緒にとても喜んでいたからな。

			「ボスと戦う前にあなたは言ったじゃない？　こいつを倒したら、最高に楽しい瞬間が待ってると思わないか！……みたいなことをさ。あれ、ホントだったわね」

			「だろう？　あそこで喜べなきゃ、ゲームをやる素質なんてない」

			　とはいえ、あれは全員が生き残れたからこそ喜べた、というところもある。

			　完全に死んだら、二度とあの世界へ戻ることはできない。

			　地球の自分は死なないのだから別にいっか、なんてことにはならないのだ。

			　そういった理由があったからこそ、俺たちはより大きな喜びを得たのだと思う。

			「あのときは本当に楽しかった……だから私は、あなたに空を飛ぶって喜びのおすそ分けをしようって思ったのよ」

			「そっか」

			　喜びのおすそ分けか。そう言われてしまうと、むず痒(がゆ)いモノを感じるな。

			「上を向いて目を閉じると、とっても気持ちいいのよ。あなたも試してみて」

			「ああ、わかった」

			　しかし、嫌な気分ではない。

			　俺は朝(あさ)比(ひ)奈(な)が言うとおりに、体を上に向かせた。

			　そして俺たちは目を閉じ、手は繋(つな)いだまま、少し肌寒いが心地良い夜空を浮いた。

			「……でも、私なんかが、あなたたちのパーティーにいていいのかしら……？」

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)はポツリと呟(つぶや)いた。

			「？　どういうことだ？」

			　俺は彼女が言いたいことがよく理解できず、目をうっすら開けて首を傾げる。

			「ほら……あなたたちはレベル上げを大変だと思わなかったり、ツーといえばカーみたいな連(れん)携(けい)が取れているじゃない？　そんななかに、私みたいな初心者がいていいのかなぁって……」

			「ああ、そういうことか」

			　こちらに視線を向ける朝(あさ)比(ひ)奈(な)の顔を見ながら、俺は納得の声を上げた。

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)以外のパーティーメンバーはみんな、廃(はい)人(じん)思考の持ち主だ。

			　24時間コースを平然と選び、俺が長時間の狩りをしようと提案しても、不満の声を一切上げずについてきた。

			　プレイヤースキルにしろ、心構えにしろ、朝(あさ)比(ひ)奈(な)と他のメンバーには大きな隔(へだ)たりがある。

			　しかし、それで朝(あさ)比(ひ)奈(な)が俺たちと組んじゃいけない、なんてことはない。

			「別にいいんじゃないか？」

			「本当にそう思う？」

			「もちろん。まあ、それは朝(あさ)比(ひ)奈(な)がアタッカーだからこそ言えることなんだけどな」

			　タンクやヒーラーが初心者だといろいろつらいものがあるが、アタッカーについては、その２つの役割よりも重要度は低い。

			　下手でもいいというわけではないけれど、アタッカーが何かヘマをしても、それが即パーティー全滅に繋(つな)がるというわけではないからだ。

			「朝(あさ)比(ひ)奈(な)が何かしらのミスをしたら、俺たちがフォローすればいいだけの話だ。連(れん)携(けい)や立ち回りは、少しずつ覚えていけばいい」

			「一(いち)之(の)瀬(せ)君……」

			「それとも朝(あさ)比(ひ)奈(な)は、俺たちと合わせるのはやっぱり苦しいか？　毎朝３時起きはキツイってボヤいてたけどさ」

			　俺たちは、朝(あさ)比(ひ)奈(な)がアタッカーとして未熟であることを許容できる。

			　とはいえ、朝(あさ)比(ひ)奈(な)自身が俺たちについてこれないというのなら、仕方がない。

			　無理につき合わせても、彼女のためにはならないしな。

			「いいえ、そんなことないわ。まあ、確かに朝早起きしないといけないのはつらいし、狩りばっかりするのはしんどいけど……あなたたちと一緒にいることを、苦しいと思ったことなんてないわよ」

			「……そっか」

			「ええ。だから私がパーティーにいてもいいっていうなら、私は喜んでい続けるわよ」

			　朝(あさ)比(ひ)奈(な)はそう言うと、再び夜空を見上げた。

			　上を見ても星が見えるわけではないのだが、俺も彼女につられて顔を上げる。

			「なら、これからもよろしく頼むな、朝(あさ)比(ひ)奈(な)」

			「ミナでいいわよ。こっちでも親しい人からはそう呼ばれてるし」

			「親しいか……わかった。それじゃあ俺のことも真(まこと)って呼んでもいいぞ」

			「ではお言葉に甘えまして……これからもよろしく、真(まこと)君」

			「ああ、よろしくな、ミナ」

			　

			　こうして俺たちは２人っきりの夜空のなか、手から伝わる体温を感じながら、お互いを認め合った。

		

	
		
			　

			21　命名、ビルドエラー

			　

			「おい、あれって《ビルドエラー》なんじゃないか？」

			「本当に？　装備的には戦士か騎士っぽいけど？」

			「いや、僧(そう)侶(りよ)も一応重装備や盾(たて)は可能なんだよ」

			「……うわ、マジだ。ホントに僧(そう)侶(りよ)だよアイツ」

			「回復職(ヒーラー)なのにタンクって、わけわかんないよね」

			「でもアイツ、迷宮のレイドボス、倒したらしいぜ」

			「知ってる。しかもたった10人でってやつだろ」

			「まじかよ。ありえねえだろそれ」

			「ありえねえな」

			「ありえないよね」

			　始まりの町であるミレイユのなかを歩いていると、見ず知らずのプレイヤーたちが俺のほうを見て、ヒソヒソと噂話をしていた。

			「……はぁ」

			　それを聞いた俺は、ややげんなりとした気分になりながらも、宿屋に向かった。

			　こんな注目されるようになってしまったのは、俺たちがレイドボスのキングゴブリンを倒したせいであるのだから、ここでなにかを言うこともない。

			　俺たちが迷宮から戻ってきた日から、アース基準でもう３週間近くが経過していた。

			　なので、時間をずらしてやってきたプレイヤーが俺たちのことを知っていても、仕方のないことと言える。

			　迷宮から帰ってきて報告したとき、早(はや)川(かわ)先生もビックリしていたからな。

			　だが《ビルドエラー》ってなんだよ、と俺は思う。

			　まあその辺については、これから訪ねる予定の人物――早(はや)川(かわ)先生が知っているはずだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……で、なぜ俺は《ビルドエラー》なんて呼ばれているんでしょうね？　普通に盾僧侶(タンクヒーラー)でいいじゃないですか」

			　アースで約３週間、地球時間で約20時間が経過した頃に再びアースへとやって来た俺は、さっき聞いた《ビルドエラー》というあだ名のことを、早(はや)川(かわ)先生に話した。

			　なぜなら、その呼び名の発生源は教師陣であるという話を今朝、耳にしたからである。

			「不満か？　なかなか洒落(しやれ)た二つ名だと思って私がつけたんだがね」

			　しかも元(げん)凶(きよう)はこの人のようだった。何してんだよ。

			「……いったい何を考えているんですか。俺を中二病にでも仕立てあげたいんですか？」

			「いやいや、別にそういうわけではない」

			　俺が早(はや)川(かわ)先生に詰(きつ)問(もん)すると、彼女は手を振りながら言葉を紡(つむ)いだ。

			「ただ、君の言う盾僧侶(タンクヒーラー)が広まるのは、あまり好ましくないと思ったのさ」

			「好ましくない？」

			「つまり、君のビルドを真似て使い者にならない僧(そう)侶(りよ)を生み出さないために、マイナスイメージのある《ビルドエラー》という名を君につけたのさ」

			「……ああ、なるほど」

			　稀に失敗したビルド（構成）をビルドエラーと呼ぶことがあるが、ＭＭＯの専門用語としては定着していなかったと思う。けれど、エラー（誤り）という語にマイナスのイメージがあることは確かであり、誰が聞いても誤ったビルドであると思うはずだ。

			　また、タンクヒーラーと呼べば、「ヒーラーがタンクをやるビルドは有効なのか」と思われるけれど、ビルドエラーなら、なんのことだかさっぱりわからない。

			　それに加え、ここがもっとも肝心なことだが、現状では俺以外の僧(そう)侶(りよ)が盾僧侶(タンクヒーラー)をしても、大した成果は得られないだろうという理由がある。

			「一(いち)之(の)瀬(せ)君の言う盾僧侶(タンクヒーラー)という役割は、君しか担うことができないだろう。なぜなら、盾僧侶(タンクヒーラー)は回復職(ヒーラー)でありながら、タンクをしなければならないのだから」

			　盾僧侶(タンクヒーラー)とは、射程の短いヒールを後衛から味方に使うのではなく、前衛に立って敵に使うというところが肝(きも)といえる。

			　ダメージヒールを駆使してＭＯＢ(モンスター)を攻撃し、ヘイトを多く稼げるからこそ成り立つのだ。

			　しかし、それをやるにはＭＮＤにステータスポイントを極力振らないかつ、回復職(ヒーラー)がタンクをする、という２つの難関が立ちはだかる。

			「君の場合は、僧(そう)侶(りよ)なのにＭＮＤへステータスポイントを振らない、というボケをかましたからダメージヒールもより強いものとなったが、他の僧侶職の地球人(プレイヤー)でＭＮＤが低いというと、初心者以外はほとんどいない。また、君は自身のプレイヤースキルで無理矢理タンクをやれているが、普通のプレイヤーに、そんな芸当などできるわけがない」

			　俺は、僧侶職であるにもかかわらずＭＮＤではなくＶＩＴに全振りしたが、元々タンクとしてのプレイヤースキルは高い部類であった、という理由からその関門を突破した。

			　おそらく今後、この難関を突破できるプレイヤーは出でこない。

			　だから早(はや)川(かわ)先生は、俺をビルドエラーと評することで、他の僧(そう)侶(りよ)がＭＮＤにステ振りしないビルドの真似をするのを、防ごうとしているのだろう。

			　アースへやって来た僧(そう)侶(りよ)が中途半端に俺の真似をしたら、確実に駄目になると予想して。

			「というわけだから、君のステ振りについては今後、情報規制を敷かせてもらう。すでに氷(ひ)室(むろ)君たちにもその件については通達済みだ。君も同意してくれるな？」

			　早(はや)川(かわ)先生は、俺のビルドを秘匿する方向に持っていくようだ。

			「まあ、はい、そういうことなら」

			　これについて、俺が反論してもしょうがない。俺は早(はや)川(かわ)先生の説明に頷(うなず)いた。

			「回復職(ヒーラー)は、役割として回復に徹したほうが良いのは火を見るより明らかだからな。君のように、１人ですべての役割をこなせる人間なんて、そういない」

			「俺の場合は、単に器用貧乏って言うんですよ」

			「謙(けん)遜(そん)するな。確かに、君がパーティーメンバーへ行使する回復魔法の回復量は、純粋なヒーラーと比べて格段に劣(おと)る。君は素直にタンク職をしたほうが強いのだろうが、ダメージヒールの威力は、レイドボス戦で実証済みだろう？」

			「…………」

			　確かにダメージヒールは有用だ。特に、ＶＩＴが高い敵に大しては無類の強さを発揮する。

			　今後のレイドボス戦でも重宝するだろう。

			「とはいえ、前線に立たなければ攻撃が敵まで届かないうえに、ＭＮＤへポイントを振ると威力が落ちてしまうというのは、問題がありすぎる」

			「ですね」

			「だから今後、盾僧侶(タンクヒーラー)が現れることはないだろう。なのでダメージヒールは、もはや君専用のユニークスキルと言ってもいい」

			「ユニークスキルですか……」

			「そう言うと、君も嬉(うれ)しいんじゃないか？」

			「いいえ」

			　そんなもの、俺は欲しくない。人と違う力を得ても、何も良いことなどないのだ。

			「せめてゲームのなかだけでは、そういったものとは無縁でいたいですね」

			「ふむ……そうか……しかし君は、これからも盾僧侶(タンクヒーラー)を続けていくのだろう？」

			「そうですね。このダメージヒールはあくまで仕様ですから、せいぜい有効に使わせてもらいます」

			「……君もなかなか、わかりにくい人間だな。それと、この世界をゲーム扱いするなと何度も――」

			「小言はもういいですよ。それじゃあ、俺はこれで失礼させていただきます」

			　俺は、説教を始めようとした早(はや)川(かわ)先生の下から退散するべく立ち上がった

			　早(はや)川(かわ)先生への用は、ビルドエラーについての話をする前に済ませたからな。

			　さっきまでのは、ただの世間話だ。

			「はぁ……まったく……まあ、君の好きなように動くといいさ、盾僧侶(ビルドエラー)。ただし、私たちの迷惑になるようなことはしてくれるなよ」

			「わかってますよ」

			　早(はや)川(かわ)先生からのお言葉を背中越しに受け取り、俺は口元をニッとさせながら手を振ってその場から去った。

			　今日から俺たち５人のパーティーは、町を離れる。なぜなら、この始まりの町周辺で狩りをするのでは、もう俺たちのレベルが上がりにくいからだ。

			　より効率的なレべリングを行うためには、現在のレベルに合った狩場へ行く必要がある。

			　一応、迷宮を奥に潜っていけば強い敵も現れるが、個体数が少なくて、レベリングという観点から言うと外より劣(おと)る。もちろん、狩場に他の連中がいなければ、などの但(ただ)し書きがつくが。

			　また、盗賊職がパーティーにいないため、危険度が増すうえに宝箱類も開けられない。

			　こういった理由からも、迷宮でレベリングを行うことには消極的になってしまう。

			　だから俺たちは、町を離れて別の町へと進む。そのための根回しはすでに済んでいる。

			　始まりの町から離れるのは多少危険が伴うものの、ここで燻(くすぶ)っているようではゲーマーの名折れであるため、俺は早(はや)川(かわ)先生に頼みこんで町を出る許可を貰ったのだ。

			　早(はや)川(かわ)先生はいくつかの注意事項を述べたあと、他の町の調査という名目で、俺たちの行動を了承してくれた。

			　ついさっき彼女と会ったのは、注意事項を再確認する、というあちら側の目的があってのことである。

			　これから行く予定の町にもウルズの泉はあるから、安全にログアウトすることが可能だ。

			　それに、いざとなれば泉から迷宮前までの転移も可能である、一方通行だけど。

			　だから始まりの町を離れるということに対し、そこまで深く考えなくても問題はない。

			　先ほど早(はや)川(かわ)先生としたそんな会話を、俺は頭のなかで復唱しながら宿の外へ出た。

			「みんな、準備はいいな？」

			「ええ、いつでもいけるわ」

			「シン様となら、私はいつでも準備オッケーだよ！」

			「そ、それってもう旅の支度はできてるって話よねっ？」

			「あんまりツッコまないほうがいいよ、マイ」

			　パーティーメンバーであるミナ、サクヤ、マイ、ユミに訊(たず)ねると、全員町を離れる準備はできている（のだろう、多分）という返事がきた。

			　もうサクヤの謎(なぞ)言動にツッコむのは、メンドクサイ。

			　俺は嘆(たん)息(そく)しつつも、４人に向かって宣言した。

			「それじゃあ行くぞ。目的地はここから東にある町、『スイーヤ』だ」

			　

			　こうして、俺たちは始まりの町をあとにした。

			　アース調査という名目で、効率的な狩りが行える土地を求めて。

		

	
		
			　

			閑(かん)話(わ)～変わらないもの～

			　

			　キングゴブリンを撃(げき)破(は)し、打ち上げとミナとの夜空の空中散歩を行った俺は、これから３年間お世話になる予定の学生寮にやってきた。

			　寮生活は初めてのことなので、このときの俺は期待半分、不安半分といった心持ちだった。

			「おい……なんでお前と一緒の部屋割りなんだよ……」

			「……ふん」

			　が、そこで思わぬ誤算が生まれ、寮生活は早くも不安成分で満たされることになった。

			　これから俺が共同生活をするメンバーに――氷(ひ)室(むろ)が入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　寮(りよう)では１部屋につき４人分のベッドが置かれており、俺たちはそれを自由に使うことが許されていた。

			　自由、というのは、その部屋に誰が住むか、というのも含まれる。男女は別々の寮(りよう)に住んでおり、基本的にはクラスメイト同士で使うことが原則としてあるため、１００パーセント自由であるというわけではないのだけれど、わりと融(ゆう)通(づう)の利く学校の方針に俺は好感を抱いていた。

			　でも、これは予想外だった。

			　部屋割りがほぼ早い者勝ちとなり、Ｃコースを選んだ俺たちは、最後に余った２部屋を使うことになった。さらには４人部屋なので、男だらけのパーティーから氷(ひ)室(むろ)が１人あぶれるだなんて、想像もしていなかった。

			「……なあ、お前ってもしかして、パーティーメンバーから嫌われてたりすんの？」

			「そんなことはないさ……多分」

			「多分……ねぇ」

			　Ｃコースを選んだ10人の内訳は、男子７人女子３人となっている。

			　人数的に、おそらく女子のほうは３人で１部屋を使うことになっているだろう。

			　そして、男子のほうも最後に残った２部屋を７人で使うため、必然的に４人３人という分け方がなされる。

			　しかし、俺たちのパーティーは男が２人なのに対し、氷(ひ)室(むろ)たちのパーティーは男５人だった。

			　そのため、どうあっても俺たちと氷(ひ)室(むろ)たちの何人かは、共同生活を送ることになる。

			　だから、氷(ひ)室(むろ)が俺たちと一緒の部屋を使うという可能性も、十分ありえたわけなのだが……。

			「お前って、もしかしてハブられてないか？」

			「さっきからうるさいな！　俺だけが君たちと一緒の部屋を使うことになったのは、決してそんな理由じゃないぞ！」

			「……そうか？」

			　とはいえ、俺とユミ、もとい橘(たちばな)弦義(つるぎ)の２人が使う部屋のなかに氷(ひ)室(むろ)が１人だけ混ざるというのは、どうも邪(じや)推(すい)してしまう。

			　ハブられてるということでなければ、氷(ひ)室(むろ)たちのパーティーからもう１人、こちらに来てもよさそうなもんなんだが。

			「氷(ひ)室(むろ)君はもうちょっと僕たちと仲良くしたほうがいいっていう、パーティーメンバーからの配(はい)慮(りよ)だよ」

			「ふーん……」

			　弦義(つるぎ)から補足説明を受けた俺は、そっけない態度で頷(うなず)いた。

			　そういう理由ならわからなくもない。他の奴らとはそうでもないんだが、氷(ひ)室(むろ)と話すとどうしても喧(けん)嘩(か)ごしになってしまう。

			　氷(ひ)室(むろ)のパーティーメンバーたちは、それを気にしていたのか。

			「まあ、ただ単に面白がっているだけかもしれないけどね。僕が聞いたときは、『一(いち)之(の)瀬(せ)君と氷(ひ)室(むろ)君が喧(けん)嘩(か)するほど仲が良いなら、いっそのこと部屋を同じにしちゃおうぜ！』っていうノリだったから」

			　それはイタズラで確定だろう。氷(ひ)室(むろ)も大変だな。

			「……部屋割りなんてどうでもいいさ。どうせここは寝て起きるだけの場所なんだから」

			「そうだな」

			　俺は氷(ひ)室(むろ)の強がりに同意した。

			　パーティーメンバーからいじられていて、可哀想(かわいそう)だからな。

			　今日だけは優しくしてやろう。

			「でも、１つの部屋を共同で使うのって不思議な感じだな」

			　話題を変えるため、俺は氷(ひ)室(むろ)たちにそう言って部屋のなかを見回した。

			　部屋はあんまり広くない。二段ベッドが２つと、奥にタンスや机などが置かれたスペースがあるという程度の、簡素な作りだ。

			　アースでも、部屋をクラスメイトと共同で使っていたものの、あれは修学旅行みたいなノリだったから気にならなかったが、これから家族以外の人たちと暮らすんだよな、俺。

			　あ、オナニーとかどうすんだろ。トイレとかでするのかな。

			「……今、ちょっと変なことを考えていなかったかい？」

			「んーん、全然」

			　失礼な奴だな。

			　俺は今、至(し)極(ごく)真面目なことを考えていたというのに。

			　どうせお前もするんだろ。

			「男同士なんだから、変に隠さなくってもいいからな？」

			「な、なんだいきなり君は……気持ち悪いな……」

			　気持ち悪いとか言われてしまった。

			　俺なりに気を使ってやったというのに、このムッツリスケベさんめ。

			「そんなことより、コンビニでも行かないか？　寮(りよう)の近くにあるのを、さっき見たんだが」

			「うん、いいね。お風呂の時間まで、まだ結構時間あるし」

			　訝(いぶか)しむような目で氷(ひ)室(むろ)が見てくるので俺は再び話題を変えると、それに弦義(つるぎ)が乗ってきた。

			「はぁ……まあいいだろう」

			　俺たちの様子を見て、氷(ひ)室(むろ)はため息をついた。だが、氷(ひ)室(むろ)も俺たちと一緒についてくるようだ。

			　なんだかんだで寂しがり屋さんだな。仕方のない奴め。

			「よし、それじゃあ行こうぜ」

			　こうして俺たちはコンビニへ行くため、自分たちの部屋をあとにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　学校の敷地内にコンビニがあるというのは素晴らしい。

			　特に理由もなく、コンビニに入り浸ってしまうこともある俺にとっては、嬉(うれ)しい限りだ。

			　購買とかもあるけど、コンビニにはコンビニにしかない商品がたくさんある。

			「結構、品揃えも良さそうだな」

			　俺は舐めるような視線でコンビニ内の商品をチェックしていく。

			　お気に入りのスナック菓子やインスタント食品があるかどうかは重要だから、その辺りを念入りにリサーチしないといけないだろう。

			「あれっ？　一(いち)之(の)瀬(せ)君じゃんっ」

			　と、そこで偶然マイ、もとい橘(たちばな)真(ま)衣(い)と会った。

			　彼女もここに来ていたのか。

			「……凄(すご)い買い物の量だな」

			　俺は真(ま)衣(い)の持つカゴのなかを見て驚いた。

			　そこには、コンビニ内のあらゆる食品が一杯に詰め込まれていた。

			「ああ、これ？　しょうがないよ。だって夜中とかすっごくお腹減っちゃうんだもん」

			「へえ……」

			　夜中に食べすぎると太るとかよく聞く話だけど、真(ま)衣(い)はそういうのとは無縁みたいだ。

			　栄養は全部胸のほうにいっちゃうんだろうな、多分。

			「シン様、反省」

			「み、見てねえよ」

			　真(ま)衣(い)の胸元へと視線がいきそうになったところで、サクヤこと日(ひ)影(かげ)桜(さくら)のジャッジが入った。

			　未遂だから今のはセーフだろ。だからそんなじっと見ないでくれ。

			「というか、日(ひ)影(かげ)も来てたのか」

			「みんなで来たっていうほうが正しいかな。あっちにはミナもいるし」

			　日(ひ)影(かげ)が指さしたほうを向くと、そこにはファッション雑誌を手に取ってパラパラとめくるミナの姿があった。

			　彼女のことを、日(ひ)影(かげ)は「ミナ」と呼んでいる。

			　アースにいる際はキャラネームだからミナ呼びも普通なんだが、地球でもそう呼ぶんだな。

			　それだけ、親しい仲になったということなのだろう。

			「よっ、ミナ。さっきぶりだな」

			「ん？　ああ、真(まこと)君も来てたのね。こんばんは」

			　ミナはこちらを向くと、雑誌をラックに戻して軽く挨(あい)拶(さつ)を返してきた。

			「！」

			　そんな俺たちを見ていた日(ひ)影(かげ)の目が、大きく見開かれた。

			　何か気になることでもあったのだろうか。

			「シン様！　私は名字呼びなのにどうしてミナはあだ名呼びなの！」

			「え？　いや、別にいいだろ」

			　俺が地球でも朝(あさ)比(ひ)奈(な)をミナと呼ぶのは、さっきの散歩でそう決めたからだ。

			　でも、そういったことがあろうがなかろうが、あだ名で呼ぶことに、そこまで驚かなくてもいいんじゃないだろうか。

			「だったら私のことも桜(さくら)って呼んで！　シン様！」

			「…………」

			　地球における俺は、「シン様」などというあだ名で呼ばれちゃいない。

			　あれは、俺とは別の存在なのだ。

			「日(ひ)影(かげ)さんは日(ひ)影(かげ)さんだし。わざわざ名前で呼ばなくてもいいかなって思います」

			「さん付けに格下げ!?」

			　俺の丁寧な対応に、日(ひ)影(かげ)さんはオーバーなリアクションを取った。

			　様付けで感じる彼女との心の壁を表現してみたんだが、お気に召さなかったらしい。

			「さん付けはむしろ格上げと言っていいんじゃないか？」

			「私はシン様にもっとフレンドリーに接してほしいよ！　さん付けなんて他人行儀すぎるよ！」

			　それをお前が言うか。

			　俺も友達から様付けされるのは結構嫌なんだぞ。

			　多分、俺を特別視してのことなのだろうけど、いずれはもっとマシな呼び方をしてほしいものだ。

			「……て、あれ？　もしかして氷(ひ)室(むろ)くんと一緒に来たの？」

			　俺の背後に目を向けた日(ひ)影(かげ)が、氷(ひ)室(むろ)の姿を見て、疑問の声を上げた。

			「ああ、そうだが？」

			「意外だね。シン様って氷(ひ)室(むろ)くんと仲が悪かったのに」

			「まあ、ちょっと同じ部屋に住むことになったから、多少はな。あと弦義(つるぎ)もいるぞ」

			「へ、へー」

			　日(ひ)影(かげ)は俺と氷(ひ)室(むろ)へ視線を交互にやった。

			「じゃ、じゃあ一緒にお風呂とかも入っちゃったりするんだよね？」

			「？　一応そうなると思うが」

			　風呂の時間は部屋ごとに決められているため、俺たちは一緒に入浴することになるはずだ。

			　でも、そこに何か気になることでもあるのだろうか。そわそわしている日(ひ)影(かげ)の様子を見て、俺は首を傾げる。

			「そ、それじゃあシン様は、氷(ひ)室(むろ)くんとおち○ちん同士でチャンバラごっことかするのかな？」

			「お前、男のアレをなんだと思ってんの？」

			　角か何かだとでも思ってるのだろうか。

			　日(ひ)影(かげ)の思考は相変わらず読めない。

			「えっ、しないの？　弦義(つるぎ)くんとも？」

			「相手が誰だろうとそんなことしねえよ」

			　俺が強く否定すると、日蔭は頬(ほほ)に指を当てて悩むような表情になった。

			「おっかしいなぁ……男の子はお風呂場でそういう勝負をするって、前に本で読んだんだけど」

			「その本は窓から投げ捨てろ」

			　いったいどんな本だよ。日(ひ)影(かげ)は普段どういう本を読んでいるんだ。

			　……しかし、俺も他人と一緒に風呂へ入る機会なんてそんなにないから、日(ひ)影(かげ)の言っていることは絶対間違っているとも言い切れない。

			　しないよね？　そんなことしないよね、氷(ひ)室(むろ)？

			「さっきから俺のほうをチラチラ見ているが、何か用でもあるのかい？」

			「……いや、なんにも」

			　俺は日(ひ)影(かげ)の言う浴場コミュニケーションはないと思うことにして、氷(ひ)室(むろ)の訝(いぶか)しむような目を軽く受け流した。

			「いつものことだけど……あなたたちの話を聞いてると頭痛がするわ……」

			「聞いてたのか……ミナ」

			　ミナが、俺たちに呆(あき)れたというような調子で話しかけてきた。彼女は右手を額に軽く添えて、「はぁ……」とため息をついている。

			　今の会話を聞かれていたのだとしたら、この反応も当然だろう。

			　やはり俺は何も間違っていなかった。あやうく騙(だま)されるところだったぜ。

			　まあ、絶対騙(だま)されてなんてやらないけど。

			「……ホント、あなたたちはこっちの世界にいても、全然変わらないわね」

			「当たり前だろ」

			　ミナの言葉を聞き、俺はその答えを導き出した。

			「どれだけ地球とアースを行き来したとしても、俺たちが変わることなんてないんだから」

			　

			〈『ビルドエラーの盾僧侶』②へ続く〉
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